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人精漿の濾紙電気泳動について
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　主要文献

1．緒　言

　男子の妊孕性の質の評価にっいての判定基準は，これ

，迄主として顕微鏡検査すなわち射精液中の精子の数，運

動性，形態等によってなされている，

　勿論，精液の妊孕性に関する質の評価において，精子

自体が数の上において一定数以上存在すべきであり，運

動性の上においても一定基準以上の活溌な運動性を有す

るべきであり，また正常なる形態を有するべきである事

は論を侯ない．

　然しながら，これは飽迄精子そのものの射精液中にお

ける状態であり，睾丸の精子形成および精子通過路の機

能についての評価であると云っても過言でなく，また運

動性大なる精子が妊孕性必ずしも大であるという右けで

鰍蠣

溺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲

㌶ご㌫撃灘㌶難篇鑑㌶璽襯
のではないか2｝と考えられ乍らも，この問題に関しては，　馨

何の解明も与えてないのである．　　　　　　　　　　富
　精漿は生殖器系の附属器官である副睾丸・輸精管・摂　　蓮

瓢’貯糠゜カウパー氏嶋よ腸泌され嫌体の混童
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓼合物である．そして精子に対しては一種の規定稀釈液と

しての作用を有し，或は輸送媒質として働き，または精

子の運動性に対して顕著なる刺激効果を有し，また同時

巖雛二嶽二㌶誓鷹rいて極ザ1
従つて男子酬働評嚥，臓的検査に力嘆

え，精漿の生化学的評価もまた当然問題にされるべきで

㍍漂壁欝璽㌶當：＝ち’・i
かにされんとしている3）．

殖懇麟蕊歴霊ξ灘1
・ホルモン・抗体・あるい臆素として演ずる離雄』

物学的機能を有して居り，生命現象と直接密接な関係を

有する4）．

　斯る見地より観ると，精漿の蛋白成分の解析は，複雑

なる精漿の構成並びに男子妊孕性の質の評価の問題にっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声
いて極めて興味深い事柄と考えられる．

　従来この種の蛋白分劃の研究は主としてT拓eliusの電

気泳動装置が用いられて来たが，近時撞頭せる濾紙電気

泳動装置は，手技および装置の簡易さにおいて遙かに前　　；

者をしのぐものであり，現在種々の実験・臨床面におい

て利用されて居る4，5）．この濾紙電気泳動法は，古来よ

㌫漂ゴ㌘鱗璽魏鑓蠣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調
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人精漿の濾紙電気泳動に就いて

泳動の理論を導入し完成したものであり，濾紙を電解

質（緩衝液）あ保持体として，その上に被検物質をっ

け，その両端に㊥∈∋の直流電圧を加え物質を濾紙上移動

させる方法であり，すなわち電気的に混合せる分質の分

離を試みる方法である．本法は始めWieland6）等により

アミノ酸にっいて試みられ，其の後Durr㎜7），　Cremer8｝

Turba9｝，　Grassmannl　o），　KunkeP　1）等の研究者により蛋

白質の分離・其の他有機・無機混合物に応用されたので

ある12）．そして現在では臨床面でも多面にわたつて利用

され，血清蛋白に関しては種女の疾患はそれ特有の分劃

曲線を持った泳動図を有する事4）も判明して居り，清水

等131は其の成績を報告している．この他血液以外の組

織，体液蛋白にっいても多くの報告があり，例えば筋

肉14｝・魚肉15）・肝抽出液からビタミンB、2の分離36｝・あ

るいは白血球・リンパ腺・肝からの抽出蛋白16｝・組織液

等にっいても利用されている．またHdhne17）等は子宮

筋腫・子宮頚部癌組織の抽出液を泳動し特有の泳動図を

得ている．其の他Spier18｝等が皮膚蛋白にっいて報告し

ている．また近年脳脊髄についても試みられ，脳腫瘍・

ハッチントン氏舞踏病・進行性麻痺等にっいては，それ

ぞれ特有の分劃曲線を有する泳動図が得られるに至って

いる4｝．

　人精漿の濾紙電気泳動は，1953にM．KeUer，　R　Ts．

chumi19｝，が6例の人精漿にっいて試み病的泳動図を得ん

としたのを以つて嗜矢とし，次いで1954にW．Schneid－

er，　H．　Nowakowshi，　K．　Voigt3）等が6例にっいて，ま

たGob6，　Z．　Hermann20）およびRCamba21）が試み，

次いでKeutel，　Gabschが試み，最近に至り1956にC印

ridad　et　Surenda23）が之を試みている．そして各研究者．

はそれぞれに各人各様の泳動図を報告している．これが

各研究者の実験方法・実験材料の分類方法・人種差・食

物・風土差等に本質的に基因するものであるのは論を侯

ないが，未だ統一された結論に到達するに至らず，然も

なおかっ方法論においても確立されてない．なお本邦に

おいての報告は著者の知る限りでは全くない．

　以上前述のごとき見地より，著者は不妊を主訴として

慶応病院産婦人科外来に来院した患者の夫精漿の濾紙電

気泳動を，以下述べるがごとき実験方法，および検体

分類で試み，2，3の知見を得たので報告する次第であ

る．

H．実験材料

　実験に供した精液は，已に児を有する健康男子よりの

精液（精子数6，000万，運動性8096以上），および慶応病

院産婦人科外来を不妊の主訴にて訪れた患者の夫の精液

を，用手法にて滅菌広口瓶に射精させ採取し，ゲル状態

一1‘

バ可人凛烈蝉環堺　亨’口　麩

日不妊会誌5巻6号

より充分液化するのを待ち，1時間後に1500回，20分間

遠心分離を行い，上清が顕微鏡下に精子を含まず，完全

に精漿のみに分離した事，および精子尾部等の混入なく

精子自体の破壊が惹起されざることを確認し，特別に作

成させた蓋附試験管中にこの精漿をとり入れ，密封した

後，摂氏0度の砕氷水中に入れ，さらにこれを冷蔵庫中

に入れて保存した．

　そして，已に児を有する健康男子よりの精漿をA群：

活動精子を有し，妻に内診所見にて特に異常なくBB．T．

2相性，卵管疏通性良好，月経血培養および内膜組織診

にて結核陰性なる者の精漿をB群：同様活動精子を有し

妻に前記検査中の1ツでも異常を認める者の精漿をC

群：無精子症の精漿をD群とし以上4群に分けて使用し

た．

HI．実験方法

　濾紙電気泳動の実施に当つて，手技・装置・緩衝液の

種類・pH・使用回数・濾紙の種類・電気的条件・泳動

時間・等が結果に顕著なる影響を与える事は論ずる迄も

なく，これらにっいて厳重なる考慮が払われるべきであ

る24｝．従って著者は後述基礎的実験成績より，人精漿に

関して最適であると考えられる次のごとき方法によっ

た．

　1．泳動装置は夏目製作所作成のA型整流器および泳

動箱を使用した．

　2．緩衝液はVeronal－Na　8．82　g，酢酸ソーダ4．829，

N／10酢酸80．8cc，蒸溜水にて21とする．（pH　8．7：

μ＝0．047）

　3．電極槽は1％塩化カリ液．寒天（3％）一塩化カ

リ（1％）U字管にて緩衝液槽と連絡．

　4．濾紙はワットマンNα1を使用．

　5．試料添加量0．02cc．

　6．定電流装置使用，濾紙の長さ（緩衝液槽間）ユ6cm

幅3cm，71、2　mAlcmとした．

　τ．泳動時間，5時間．

　8．乾燥・染色（BP．B使用）・脱色・透明化・等は

昭和32年電気泳動研究会操作基準に依った24）．

　9．定量方法は夏目製作所製の濾紙光電光度計一一V型

を使用，ガウス標準定量曲線で補正作図して行った．

IV．実験成績

　1．　基礎的実、験．

　本実験に先立ち人精漿計28例にっき次のごとき基礎的

実験を試みた．

　（1）射精後時間経過と蛋白各分劃分離の態度．

　血清蛋白は検体採取後直ちに泳動開始するを以って最

〆

｛

4

？
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良とするが24），人精漿に関しては著者の行える実験にお

いて，前述のごとき操作を加え保存せる精漿は射精後3

～ 4時間にて泳動を試みるも，何れも明瞭な蛋白分離の

態度を示さず，写真1に示すごとく検体滴下部より陽極
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に向い先細まりの単なる移動を認めるのみであつた．然

るに前述のごとき操作を加え保存せる精漿を，時間的経

一過を追つて泳動を試みるに（3～4時間後，24時間後，

48時間後，72時間後）写真皿に示すごとく，24時間後や

や分離を認め始め，48時間後陽極に向い4つの分離せる

分劃を認めるに至り，78時間後にはむしろ再び明瞭を欠

くに至った．

　（2）　泳動条件の検討．

　濾紙電気泳動にさいして，前述の諸種の泳動条件が泳

動図および各分劃値に顕著なる影響を与えるのは前述の

ごときであり，なお今後に残された問題も多いが，一応

考慮せねばならぬものを検討して見た．

　（i）緩衝液．①Verona1・Na　5，88　g，　Natrium　Acetate

3，889，Kalium　oxalate　1．389，　N／10　HC120．00　cc，

蒸溜永にて1～とする．（pH　8．9μ＝0．1）．②Ver皿a1・

Na緬i㎜diethyl　barbiturate）10．3g，　Verona1（Diethyl

barbituric　acid）1．849，蒸溜水にて1」とする（pH　8．6

μ＝0．05）．等を併せて使用してみたが実験方法の項にて

述べた緩衝液が最適であった．

　（ii）濾紙．ワッ1・マンN（U，東洋濾紙Nα50，　Nα

51，3種にっき検討した．濾紙は本実験の性質上吸着度

の少い事が最も要求されるが，ワットマンNo．1が他2

種に比して最も秀れており，本実験に関してはこれが最

適であつた．

　（iii）試料の添加量．これについては検体の種類濾

紙の種類，染色法，測定に使用する濾紙光源光度計等に

より量を考慮する必要がある．著者は0．01，0。02，0．03

と3種試みたが，0．02ccが最適であった．

　（iv）電気的条件．定電流装置を使用，濾紙の長さ（緩

衝液槽間）16cm，幅3cmで，7／、mA／cm，716mAlcm，

7112mAlcmの3種を試み7／12mA／cmが最も適して居た．

　（v）泳動時間．3時間，5時間，7時間の3種中5時

間泳動が最適であつた．

　（vi）乾燥，染色（且PB使用）脱色・透明化等の操作

は，昭和32年電気泳動研究会操作基準24）に依るのが最も

妥当と考え，無検討にこれを採用した．

　（3）　同一条件下における結果の再現性．

　濾紙電気泳動法の結果の再現性の問題にっいては，ど

の程度価値があるかは，PIUckthun25’，　Ott25・12）等が相当

程度の価値を何れも認めている．然らば人精漿に関して

同一精漿に同一操作を加え，同一環境に保存し，同一条

件にて濾紙電気泳動を試みた場合，如何なる結果を呈す

るかを試みてみた．写真巫に示すごとく同一の蛋白分離

の態度を認めた．
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　（4）　各蛋白分劃に対する考察．

　前述のごとく正常人精漿を保存，48時間経過後に分離

出現する4分劃を如何なる蛋白に定義すべきかを定める

日不妊会誌5巻6号

為，正常人精漿・正常人血清とを比較検討してみた．写

真lyのごとく，人精漿の各分劃を陰極より陽極に向う順

にP、，P、，　P3，　P4と名附けるなら，　P4は血清アルブミ

ン，P3は血清αグロブリン，　P2は血清βグロブリン，

P、は血清γグロブリンの位置に明らかに相当している

のを認めた．

　（5）　小括および考按

　以上の基礎的実験成績より．人精漿の濾紙電気泳動に

関しては血清のそれと異なり，射精直後においては各分

劃は分離せず，一定時間一定環境に（摂氏0度砕氷水中〉

保存することにより，48時間後には陽極の方向に4つの

蛋白分劃を認めること，前述実験方法が最適であるこ

と，同一条件下における結果の再現性にっいて実用上差

支えの無いこと，またこの4分劃は泳動距離から云つて

血清アルブミン，αグロブリン，βグロブリン，γグロ

ブリンに相当するものである二とを認めた．

　射精直後の精漿の濾紙電気泳動において分劃分離を見

なかったものが，時間経過と共に分劃分離明瞭となり再

び鮮明を欠くに至る経過にっいて，如何なる作用機序が

惹起されているのかは解明出来ない．あるいは急速な酵

素的変化を受けているのかも知れなく1），この問題に関

しては充分検討すべき性質のものであるが，然し厳重な

条件下で血清蛋白，脳脊髄液蛋白，尿蛋白等のごとき蛋

白移動が見られるということは，血清蛋白，脳脊髄液
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人精漿の濾紙電気泳動に就いて

彊泊，尿蛋白等の濾紙電気泳動と同様の意義があると思
う．

　著者の得た泳動図は必ずしも濾紙電気泳動法を人精漿

に試みた数人の研究者ユ9・3・2°・21・23）達の成績と一致してい

ないが，これは各研究者達が各自の成績の一致を見なか

ったと同様に，手技・泳動方法・泳動条件・検体分類等

の相異に依るものユ2），あるいは風土・食事等の欧米人と

日本人の差異によるものではないかと思う．そして厳重

な同一条件下における結果の再現性が認められなら実験

成績自体価値ありと考える．何故かというに現在蛋白質

を全く純粋に分別する方法は無く，従ってある蛋白質を

一定構造を有する分子として定義するのでは無くて，一

定の分劃法により得られた成分として定義しているから

である．例えばTiselius法により分けられたアルブミン

と濾紙法によつて分けられたアルブミンは，別々に定義

されたものと同様，濾紙法においても異なる条件にて分

『けられたものは，厳密には矢張り別々に定義されたもの

と見倣し得るからである12）．

　2．妊孕群（A群），準妊孕1（B群）および皿群（C

群），無精子症群（D群）の泳動図．

　前述基礎的実験に基き，妊孕群7例：準妊孕1群33例

：準妊孕皿群12例：無精子症群11例：計63・例の濾紙電気

｛泳動を行い各群の泳動図を得た．

　（1）　妊孕群すなわちA群の泳動図は写真Vおよび模
’型図のごとく全例において，βグロブリン，γグロブリ

ン，αグロブリン，アルブミン，の順序の高低を示す分

劃曲線を有している．然も絶対濃度を論外とすれぼ，こ

の分劃曲線は全て比較的近似曲線である．

　（2）　これに反して準妊孕1群すなわるB群の泳動図

は写真Vおよび模型図に示すζとく33例中1例を除き全

てA群の分劃曲線と比較的近似曲線を有していない．あ

るいはγグロブリン分劃曲線がA群のそれに比較して不

当に高くなつており（写真VのBI型），あるいはγグロ

ブリン分劃およびαグロブリン分劃曲線がA群のそれに

1比較して不当に低い（写真VのB11型），あるいはγグロ

ブリン，βグロブリン，αグロブリン，アルブミンの順

序の高低の分劃曲線を有するがごとくγグロブリンがA

群のそれに比較して不当に高い分劃曲線を有しており

（写真VのBIII型），あるいはαグロブリン，βグロブリ

ン，γグロブリン，アルブミンの順序の高低を有する分

一劃曲線を有している（写真VのBlv型）がごときである．

但し1例はA群に比較的近似の分劃曲線を有している

（写真VのBA’型）．

　（3）　準妊孕皿群すなわちC鮮の泳動図は写真Vおよ

び模型図に示すごとく，γグロブリンの分劃曲線がA群

のそれに比較して不当に上昇しているB1型に類似してい

日不妊会誌5巻6号

る分劃曲線を有するもの（写真VのC1型），あるいはγ

グロブリン分劃およびαグロブリン分劃がA群のそれに

比較して下降しているB11型に類似の分劃曲線を有する

もの（写真VのC11型），あるいはγグロブリン，βグロ

ブリン，αグロブリン，アルブミンの順序の高低を有す

るBIII型に類似の分劃曲線を有するもの（写真VのCIII型）

あるいはA群分劃曲線に類似のβグロブリン，γグロブ

リン，αグロブリン，アルブミン，の煩序の高低の分劃

曲線を有するもの（写真VのCA’型）である．

　（4）無精子症群すなわちD群の泳動図は写真Vおよ

び模型図に示すがごとく，γグPブリン分劃上昇の分劃

曲線を有するBI型に類似せるもの（写真VのDI型），γ

グロブリンおよびαグロブリン分劃がA群のそれに比し

て下降しているBII型に類似の分劃曲線を有するもの（写

真VのDu型），γグロブリン，βグロブリン，αグロブ

リン，アルブミンの順序の高低のBm型に類似の分劃曲

線を有するもの（写真VのDIII型），およびアルブミン分

劃欠如型，αグロブリン分劃欠如型（写真V）である．

　（5）　各群各型の出現率．

　B，C，D，各群中各型の出現率は表2に示す通りである．

　（6）全例中における各型の出現率．

　全例全体としてみた場合の各型の出現率は表2に示す

通りである．

　（7）　小括および考按．

　計63例の人精漿の泳動図を得た結果，妊孕群と準妊孕

群および無精子症群との泳動図に相異あることを認め

た．γグロブリン分劃上昇の各群1型に分類せる泳動図

が57例中22例で38・6％と多く，次いでγグロブリンおよ

びαグロブリン分劃下降せる各群H型に分類せる泳動図

が57例中14例で26．3％，次いでγグロブリン，βグロブ

リン，αグロブリン，アルブミンの順序の高低を有する

各群班型に分類せる泳動図が57例中11例で19．3％の順で

ある．またA群泳動図に類似の分劃曲線を有するA型が

B群1例，C群4例，計5例あつた．そしてB群にW型

に分類せるもの1例を認め，D群において特定の分劃の

消失せるもの3例を認めた．

　B群A’型である症例57は，子宮卵管造影写真にて両側

疏通性あるも，後日通気法にて卵管攣縮（冊）の症例で

あり，C群A’型の症例59，症例48は両側卵管閉鎖，症例

302は両側卵管狭窄癒着，症例94は月経血培養にて結核

菌陽性で，何れも女性不妊因子陽性の症例である．従っ

て男子妊孕性充分ありと考えても差支えない症例であ

る．

　無精子症群の特定分劃欠如を示せる症例は造精現象高

度減退の症例であり，作用機序は解明出来ぬが造精現象

と同様に蛋白分泌機転が同様障害を受けているのではな

／

牙
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表2　各群及び全例中各型の出現率

群 型 症 例　　No． 　
）
計
例
　
（

各群中の
出現率
　（％）

Al 12・，2Z29・・あ7乳6q4亀 7

B

C

D

B1 1 20，
97，

1，18，

91，98，
302，74，35，
77，204，

58，3；6、55一 15 145・8

BII 1 16， 17，27， 4，36，80， 75，83，641 9 127・3
B111 1 92， 62，91， 82，93，99， …　1 7

1
2
1
．
3
1

Blv 1 81 1 1 13・・

BA’ 1 57 1 1 13・・

合 計　1 33 100．0

CI ｛ 301， 38．33 1 3 ｛25・・

CH 1 22， 58，211， 30 1 4 ｛33・3

C．11 1 47 「 1 18・3

CA’ 1 59， 48，302， 94 1 4 133・3
A
目 計　［ 12 100．0

DI 1 2， 76，82， 54 1 4 ll36・4

DII 1 26 ｛ 1 lg・・

DnI 1 61， 63，30， 9 1 3 「27・3
分劃
欠如型
1 3， 105，106

1
・

3 27．3

合 計 11　　100．0

A，B，C，D 合 計 63

全例中の
出現率
　（％）

11．1

23．8

14．3

11．1

1．6

1．6

4．8

6．3

1．6

6．3

6．3

1．6

4．8

4．8

（3鋤灘蠣
　　　　　磁蓼
　　　　　　’・繋
　　　　　　・．蝿

　　　　　　　苦

　　　　　　　、苔

　　　　　　　自
　　　　　　　1翠
　　　　　　　壁
　　　　　　　：慧

　　　　　　　曇

　　　　　　　．藻

　　　　　　　ジ藁

　　　　　　　　養

　　　　　　　’寒

　　　　　　　　ll

100．0

ル・かと考えられる．

　3．妊孕群（A群），準妊孕群1群（B群）および準妊

孕皿群（C群），無精子症群（D群）の各分劃絶対濃度お

よび相対濃度．

　物質が濾紙上に拡がる最も自然な状態はガウスの曲線

に示されるものとし24，，前述各群各型の泳動図をガウス

標準定量曲線で補正作図し，各分劃の絶対濃度（任意単

位，arbitary　units，以下a．u．）および相対濃度を得た．

　（1）　各群各型の絶対濃度．（a．u．）

　各群各型の絶対濃度は表3に示すごとき数値である．

　（2）　各群各型の相対濃度．（％）

　各群各型の相対濃度は表3に示すごとき数値である．

　（3）　各群各型各分劃の絶対濃度および相対濃度の分

布状態．

　絶対濃度においては分布の“ちらばり”の度合強く特

定群および特定型の特定分劃に量的増減の傾向は認めら

れない．然し乍ら表4に示すごとく，相対濃度におい

ては分布の“ちらばり”の度合少く，明らかに差を認め

る．即ちA群に比較してBA’型，　CA’型以外の各群型は

アルブミンおよびβグロブリンは低値を示し，αグロプ

リン，γグロブリンは比較的高値を示す．BA’，　CA’型

の各分劃はA群のそれに比較的類似の態度をとる．

　（4）A群各分劃相対濃度を100％とせるとき他群型

の各分劃の増減率は，次のごとくである．すなわちBI型

においては（以下アルブミンをAl．α，β，γ，グロブリン

をα一Gl．，β一G1．，γ一Gl．，と略す）Al．27．7％減少，α・G1．

4．4％増加，β一Gl．13．5％減少，γ一GL　21．0％増加：B11型

においてはA1．29．7％減少，α一G1．20．7％増加，βGI，

6．6％減少，γ一G1．1．1％増加：Bm型においてはAI．

35．6％減少，α一GI．3．9％減少，β’Gl．19．7％減少，γ一GL

47．8％増加：Blv型においてはAL　10．9％減少，αG1．86．τ

％増加，β一GL　29．0％減少，γ一GL　17．3％減少：BA’型に

おいてはAl．6．9％減少，α・Gl．0．5％減少，β・GL　O．τ％

減少，7－G11．5％増加CI型においてはA工25．7％，

α・G11．5％，β一GI．11．6％の減少，γ・GU6．5％増加：

CH型においてはAL　18．9％，β・GL　5．8％の減少，砂G1．
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嘉し　．朽　　　　　、 表 3
させs で1
㌔ノ】

櫟
㌶
A
　
　
　
」 相 対　濃 度（％） 絶 対　濃 度　（au．）

γ．GL 1書GLl 刷1 Al． 　rγ．G1． βGLi 刷1 A1．
AIG

　　　　｜鰺．　A｛ 最　大 29．3 48．3 31．4 10．5 4．8 7．2 3．6 1．8 0，148

菖三、・

難∫　　　i　　　　l

　
｛
刎
群

最直小

平　均

26．4

27．2

±1．4

41．2

43．1

±1．4

17．1

20．3

±1．3

9．1

10．1

±0．4

2．2

3．5

±0．8

3．3

5．6

±1．1

1．7

2．7

±0．7

0．8

1．3

±0．3

0，097

0．11ア

±0．016

鰺、1広　　　　　BI
最　大 34．8 39．7 25．6 8．2 7．2 7．8 5．2 1．6 0，094

齢 15例 最　小 31．5 35．9 17．1 6．2 2．5 2．9 1．7 0．6 0，073
・，づ

己　　　　　型
平均

33．9

±1．0

37．3

±1．1

21．2

±2．3

7．3

±0．4

5．0

±1．3

5．5

±1．5

3．2

±0．9

1．1

±0．3

0，090
±0．005

’ζ・」是㌦　　　　　BII

最　× 29．2 42．1 26．3 8．6 4．5 6．0 4．1 1．4 0，096

鴬 3例 最　小 25．6 33．4 21．1 4．0 2．1 3．2 1．8 0．4 0，042鞍
・
　
　
　
型
〆

平　均
27．5，

±1．3

40．1

±2．4

24．5

±1．7

7．1

±1．7

3．4

±0．7

4．5

±0．7

3．0

±0．6

0．8

±0．3

0，077

±0．020

臣　　　BIII 最　大 42．7 38．4 23．2 7．7 7．4 6．3 4．6 1．4 0，083

蹴 7例 最　小 37．4 29．7 15．3 5．1 3．4 3．0 1．3 0．6 0．053　　　　　　　い

、

型 　　　　40．3平　均
　　　　　±1．7

34．6　　　19．5　‘　6．5　　　　5．1　　　　4．2　　　　2．6　　　　0．8　　　　0．070

±3．0　　±3．3　　±0．8　　±1．4　　±1．1　　±1．1　　±0．3　　±0．009

劉・例1 122．513・・637・919・・ 2・213・・13・7 ・・gl…99

劃・例1 127・62・812・・21g・4 3・4｝5・2 2．51・．・1・…3

CI

型

CI1

型

3例

4例

大

小

最

最

平　均

最　大

最　小

平　均

35．8

33．6

34．6

±1．0

28．0

26．6

27．3

±0．5

40．2

37．0

38．1

±1．5

41．0

40．0

40．6

±0．4

33．1

16．0

20．0

±2．8

24．8

23．3

24，0

±0．6

　8．0

　7．3

8．0

±0．3

　8．5

　8．1

8．2

±0．2

　4．3

　3．8

4．0

±0．3

　3．8

　3．3

3．7

±0．2

　4．6

　4．3

4．4

±0．1

　5．6

　5．0

5．3

±02

　2．7

　1．7

2．3

±0．4

　3．2

　3．0

3．2

±0．1

　0．9

　0．8

0．9

±0．5

　1．1

　1ユ

3．2

±0．1

0．086

0．078

0．081
±0．002、

0．093

0．088

0．090
±0’002

蜜・⇒ 139・213・・6123・・17・317・515・914・4い41…79

CA’

型

DI

型

4例

4例

最　大

最　小

平　均

最　大

最　小

平　均

29．4

25．6

27．8

±1．4

33．4

32．9

33．2

±0．3

44．6

41．0

43．2

±1．4

37．6

37．0

37．2

±0．2

22．3

19．9

20．7

±0．9

22．5

21．2

21．9

±0．5

1．．3

　3．6

8．5

±2．8

　7．7

　7．2

7．5

±0．2

　4．1

　2．1

3．2

±0．8

　6．3

　2．9

4．8

±1．2

　6．7

　2．9

5．5

±1．3

　7．2

　3．3

5．4

±1．4

　3．8

　1．4

2．6

±0．9

　4．2

　2．0

3．2

±0．8

　1．4

　0．5

0．9

±0．3

　1．5

　0．7

1．1

±0．3

0．113

0．038

0．093
±0．032

0．083

0．077

0．081
±0．002

量　・例1

（

126．714・2123・gl8・213・916・・13・51・・21…8・

DIII

型

3例

最　大

最　小

平　均

40．3

32．1

36．9

±3．5

30．8

29．0

30．2

±0．8

23．7

22．9

23．4

±0．3

　7．8

　7．1

7．5

±0．3

　6．0

　3．3

5．5

±1．0

　4．8

　2．6

3．8

±0．9

　3．6

　2．0

3．0

±0．7

　1．2

　0．7

1．0

±0．2

0．084

0．076

0．081

±0．004

l
／
，

18．2％，γ・Gl．0．4％の増加：Cll　I型においてはAl．27．7

％，β一GL　29．0％の減少，α一GL　13。3％，γ’GL　7．4％の

増加：CA・型においてはAL　15．8％の減少，αG1．2．0％

β一GL　O．2％，γ一GL　2．6％の増加：DI型においてはAl．

25．τ％，β・GL　13．7％の減少，α一G1．7．9％，γ・G1．22．1

％の増加：DII型においてはAL　19．8％，β一Gl．4．4％，

7．Gl．1．8％の減少，α’Gl．17．7％の増加：DIII型におい・

てはAl．25．7％，β・Gl．29．9％の減少，α一GL　15．3％，

γ・GI．35．7％の増加である．

　（5）各群各型のAlG．

（，

、”」誕
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　表3に示すごとくA群0．114±0．16：B1型0．080±

0．005：BI1型0．077±0．200：BIII型0．070±0．009：

Blv型0．099：BA’型0．1∩3：CI型0．081±0．006：CII

型0．079±0．002：CA・型0．093±0．032：DI型0．081

±0．002：DII型0．090：Dm型0．081：であり，　A群

A／Gに比較して他群型は何れも低下を示している．

　（6）　小括および考按

　以上の実験成績より各群各型の各分劃絶対濃度は分布

状態において“ちらばり”の程度大で特定の群や特定型

の特定の分劃に量的増減の傾向は認められないが，相対

濃度においては妊孕群に比較して他群は全てA1．の減

少を認め，またβ一Gl．もCA・型を除いては全て減少を認

める．α一G1．はBIII，　BA’，　CIの各型で極めて軽度減少

を認める以外は増加を認め，γ一Gl．はBlv，　DII型で減少

を認める以外増加していることが認められた。またA∫G

は妊孕群に比較して他群は全て減少していることが認め

られた．

　BA’，　CA’型は前項においても述べたごとく，男子妊

孕性充分ありと考えても差支えない症例であるから，こ

れを除外するなら妊孕群に比較して他の群型は，相対濃

度においてA1．，けG1．，　AIGの減少を認むると云い得る．

α・GLおよびγ・GLは大凡増加の傾向にあるという過ぎ

ない．

　無精子症群の特定分劃欠如型は，数値計算において1

分劃値Oとした場合の残り3分劃の数値を，他の4分劃

よりの数値と比較するのは理論的におかしいのでこれを

除外した．

　4．　糖蛋白について．

　前述基礎実験に基き人精漿12例にっき濾紙電気泳動を

試みた．そしてMcManusの方法4）にて染色を行い，シ

ッフ試薬にて常に強陽性の分劃がβ一Gl．分劃に相当する

のを全例にっき確認した．Schneider，　Nowakowsky　et

Vogit3）等は，シップ試薬にて彼等の第2分劃に常に強陽

性に反応を呈する糖蛋白の存在を6例の人精漿について

述べているが，著者の成績もまたこれに一致したもので

あった．（写真VD

v．総括および老案

　人の精漿中に蛋白質の存在することは大分以前より判

つてて居た．Slowtzoff27｝は（1902年）すでにアルブミン

等っにいて，Frubringer28）はグロプリンについて記載し

て居る．Goldblatt29｝（1937）によると精漿iは第一次プロ

運
・
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人精漿の濾紙電気泳動に就いて

テオース，第二次プロテオース，大量のアルブミン等を

含むと報告している．Ross，　MooreおよびMiller3°｝は

人精漿の電気泳動と化学分析を行い5種の蛋白質を区別

した，すなわちアルブミン，熱凝固をしないプロテオー

ス（PI），非永溶性の2種の蛋白（P2，　P3），ムコ蛋白（P4）

である　GrayおよびHuggins31｝はTise】ius装置を使用

して電気泳動を行い，血清アルブミン，αグロブリン，

βグロブリン，γグロブリンに相当する4つの成分を報

告して居る．

　濾紙電気泳動法が考案されるに至って，Keller，　Tsh・

u皿i19）；Schneider，　Nowakowsky　et　Voigt3｝；ob6，　Her・

mann2°） ；Keutel，　Gabsch；Kimmig32）等∂㍉各人各様の

泳動図を得，各自の考えを主張している．

　著者の実験成績によると濾紙電気泳動法に依る人精漿

蛋白の各分劃分離は，射精後遠心沈澱分離により完全に

精子をとり除いた精漿を0℃に保存し48時間後に始めて

分離可能となる．そして同一精漿は厳密な同一条件下の

濾紙電気泳動にて同一の蛋白分離の態度を示す．そして

陽極に向い泳動する4分劃が認められ，血清アルブミ

ン，αグロブリン，βグロブリン，γグロブリンに相当

しているのが認められた．これら分劃が血清蛋白と全く

同一のものであるか否かについては，なお今後検討の余

地があらうが，著者はH．T．　Keute133｝が抗原抗体反応を

利用して同一性の存在を指摘しており，然も写真Wに示

すごとく著者の成績の泳動距離より云つて，アルブミ

ン，αグロブリン，βグロブリン，γグロブリン相当と

考えて妥当であるとの見地より一応同一性のものとして

取扱った．

　またこれらの出現状態に各研究者3・19・2°・22・㈱達が各人

各様に主張している差異のあるのは，基礎的実験の項に

おいて述べたごとく実験方法，すなわち塩析法は蛋白質

の塩類溶液に対する溶解度の差を利用するものであり，

Tiselius法は各蛋白質の易動度の差を利用して，蛋白溶

液中に易動度の異なる成分がいくつあるか，またその成

分が如何なる割合で混合しているかを特殊光学系を利用

して測定するのであり，易動度という分子の極めて限ら

れた1つの面をみているにすぎず，濾紙電気泳動法は濾

紙上を移動する試料成分のスポットにっいて，特殊の色

素を結合させてこの呈色反応を調べるのであり，各々

3っは各自独得の立場があるのである24）．また実験条

件，検体分類等に由来するものと考える．

　妊孕群精漿と準妊孕群精漿および無精子症群精漿の泳

動図に差異を認めたのは，Shneider　et　aL3）の成績に一

致するが，分劃曲線においては必ずしも一致を見なかっ

た．

　泳動図をガウス標準定量曲線で補正作図して得た数値

（．、　で　　’ 煕』 ぽ饗　煕

日不妊会誌5巻6号・

はGray　et　aL　31｝が僅か6例についてTlselius装置を使

用して得ているアルブミン，α，β，γ，各グロブリンの数

値と一致をみなかったが，これもまた前述のごとき方法

論の問題に帰すべきものと考える．

　著者の得た絶対濃度値は分布状態が“ちらばり”の程

度大であつた．これは各分劃絶対濃度は本来総蛋白量測

定し，これに各分劃相対濃度を乗じたものであるが，著者

は実験操作を厳密同一条件下にて行い，特に染色・脱色

の過程において特にこれを遵守し，また濾紙光電光度計

使用にさいしても同一条件にすならば，各分劃曲線積分

値にある定数を乗じたものが絶対濃度であるべきである

との根拠にて，任意単位（a∋を定めて使用した．従っ

てこの“ちらばり”の状態が同一条件（昭和32年電気泳

動研究会操作基準による24｝）を厳重に遵守したのにもか

かわらず，特に染色および脱色の過程において微量の色

素結合あるいは離脱が，感度敏感なる濾紙光電光度計上．

の数値の幅となつて現われたのか，あるいは精漿自体に

本質的に存在するのかは，今後さらに追求してみる必要

のある問題であると思う．

　相対濃度において，妊孕群精漿iに比し準妊孕群および

無精子症群精漿がアルブミン減少し，またAIGが減少

しているのを認めた．Hayashi34｝によれば，精子の生存力

と受精能力を良くする成分が精漿中にあると云い，また

Wicklund35）は血漿アルブミンがウニの受精能力に対し

てある種の好ましい影響を与えることを証明している．

当教室の高橋38｝もアルブミンが精子運動性維持力に好影

響を与えることを観察している．また当教室の松井によ

れば血精および卵胞液等が精子の運動性維持力を延長せ

しめることを発表している（第3回不妊学会総会）．H．

Willian　et　a1，36）はKurzrok　et　a1．の記載に基き血精お

よび卵胞液が精子に好影響を与えたこと，またこれらの

濾紙電気泳動を試み，全てアルブミン含有率の高いこと

を指摘している．著者も前述松井が実験に使用し，精子

運動性維持力の延長を認めた同一卵胞液の濾紙電気泳動

を試み（写真Wの下3例），H．　Willian　et　al．の指摘せ

るごとく何れもアルブミン含有率の高いことを認めてい

る．以上より考察するなら，アルブミン含有率の高い状

態は，T．　Mannnの指摘せる精漿に存在するアミノ酸や

プロテオースの精子に対する有益作用と類似のものか，

あるいは膠質滲透圧に関与したものか，あるいはその他

、

何等の作用機序に依るものか，　とにかく精子に対する

“良い生活環境”であり，これが精子活力保護作用を有

し，精子が元来持つている基質をさらに良く利用出来る

ようにし，ひいては妊孕性に影響を与える1っの因子と

なるのではなからうか．勿論これは飽迄諸種因子中の1

つの因子であり，他の諸種の因子と相侯つて綜合的に妊
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孕性の高低に影響を与えるのであらう．

　また相対濃度において，妊孕群精漿に比し準妊孕群お

よび無精子症群精漿がβグロブリンの減少しているのを

認めた．これは前述のアルブミンおよびAIGの減少に

対して，一見矛盾を感しせしめるが，過ヨード酸シック

反応にて糖蛋白が常にこの分劃に出現するのを併せて考

察するなら，前述機序とは全く異った糖代謝系に何か関

連を有する作用機序にて，妊孕性に影響を与える因子と

なるのではなからうか．

VI．結’論

　以上人精漿103例（基礎的実験も含む）に濾紙電気泳

動法を行った本実験に関する結論を述べれば，

　（1）　人精漿は射精後泳動開始迄，一定時間砕氷水中

に保存することにより，始めて蛋白分劃分離を示し，陽

極に向い4分劃に分離す．

　（2）　同一人精漿は厳重なる同一条件下にて，同一の

蛋白分劃分離の態度を示す．

　（3）陽極に向い泳動する蛋白4分劃は，血清アルブ

ミン，αグロブリン，βグロブリン，γグロブリンのご

とき態度をとる．

　（4）　シック反応による糖蛋白の存在は，常にβグロ

ブリン分劃部に相当する，

　（5）　妊孕群精漿と準妊孕群および無精子症群精漿

は，異なる泳動図を示し，相対濃度において前者に比し．

後2者はアルブミンおよびβプロブリンの減少を示し，

かつAIGの減少を示した．

　稿を終るにあたり恩師中島教授の御指導，御校閲を深

謝し，終始御指導，御鞭燵下された坂倉講師に謝意を表

します．又種々御協力頂いた家族計画相談所主任飯塚博

士始め他の諸兄に謝意を表します．

　（本論文の要旨は，昭和34年10月第4回不妊学会総

会で発表した）．
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on　Human　Seminal　Plas血a

by　Paper　Electrophoresis
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　　　、Depa血hent　of　Obstetrics　and　Gynecology，

・　　　School　of　Medicine，　Keio　University，

　　　　　　　　　・、．　Toky・Japan　‘　　－

　　　　　　　Electrop屯oretic　studies　of　human　seminal　pla．

sma　by　mean§of　paper　patition　chromatography

㊦vere　performed　and　eemonstrated　the　following
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．under　identical　condition，　gives　reaction　with　elect・

rophoresis　revea五ng　constant　par丘tion．

　　　　　　3．　Four　elec廿cphoretic　runs　of　proteins　of

seminal　plasma　corresponds　albumil1，α，，β・andγ一

910bulin　hl　blood　serum．

　　　　　　4．The　presen㏄of　mucoprotein　employing

Schiff，s　reagent　is　detectable　in　a　position　analogous

toβ一globul辻1．

　　　　　　5．　Di∬erent　patterns　of　paper　electropho士esis

between　the　semen　plasma　of，fertile，　subfertile　and

azoospermatic　groupsare　observed．　An　estimate　of

the　relative　concentration　in　seminal　plasma　in　sub－

fertile　and　azoospermatic　groups　shows　less　albumin

and．βglobulin　than　in　fertile　group．　The　album垣

to　globulin　ratio　is　also　decreased　in　these　two

pathologic　grops．

↓

、

．』・臨，「

’

■

‘

，

1

n

漂

て≠

Cl．

重

ふ、

輻’

　　　　　　　　，．，，：1・

　　　　　　　・；・ッ『iぴ㌦

　　　　　ヒこコね
　，．．みジ　牡三

‘　．「　．・A’



噸郷r⌒・・…卿鞠…一一一　　　“類饗騨端 口7㌣，

〆

日本不妊学会雑誌
第5巻　第6号1960

哺乳動物における直視下排卵現象の研究
i
唱

と
」

Studies　on　the　Direct　Observations　of　Mammalian　Ovulation

東邦大学医学部産婦人科学教室（主任　林　基之教授）

　　　　　　松　　　本　　　猛

　　　　　　Takeshi　MATSUMOTO

Department　of　obst．＆Gyn．　Toho　Univ．　Schcol　of　Med．

　　　　　（Director：Pro£Motoyuki　Hayashi）

　　　　　　　　　　目　次

1．緒　言

皿．実験材料並に方法

　i）　反射光線による観察

　iD　透過光線による観察

皿．実験成績

　a）　しろねずみの成熟卵胞数

　b）　しろねずみ排卵現象の連続的観察

　c）未熟しろねずみにおける膣脂膏の変化

Iy．総括並に考按

V．結　論

　附：写真脱明

1．　緒　言

　哺乳動物の排卵現象の直視下観察にっいての研究は，

かなり以前より行われている．

　WaltonとHammond1）は，麻酔したしろねずみの卵胞

の排卵孔の形成と，卵胞上に生ずる円錐状の突出を最初

に観察し，卵が卵胞より離れる所は観察してないが，卵

胞液の排出状態を比較的詳細に観察している．またHill，

Allen，　Krammer2）等は，しろねずみにおける排卵はゲ

ラチン様分泌物の非常に早い火山噴出様の爆発的現象で

あると報告し，これに反論するごとく，Makee，　Hinsey　3）

等は，しろねずみにおける排卵は排卵孔に生ずる乳頭の

尖端より卵胞内容は緩徐に排出されると報告している．

Doyleρは，探究用ダグラス窩切開のタト科的技術を用いて

（Pelvioscopy）ヒトの排卵現象を次のごとく2つに分け

て報告している．すなわち，排卵時に卵胞液が緩徐にダ

グラス窩に浸出する場合，ii）．卵胞液の噴出する場合，

の2っである．林5｝，やDecker6｝もCuldoscopy　lこより

同様な現象を観察した．然しこの排卵現象を多角面で追

求しているBlandau7，は，しろねずみにおける排卵現象

は卵胞の大いさに依つて異なつているといい，大きい卵

胞では爆発的であり，中間の大いさのものでは静かにゆ

っくりと排出されると報告している．

　筆者はこれらそれぞれ異なった報告論文を参考とし，

成熟しろねずみと未熟しろねずみを使用して実験的に排

卵現象を追求した．現象は詳細に記録する目的から肉眼

ならびに顕微鏡的観察により16mm映画撮影，および微

速度撮影装置を行った．

H．実験材料ならびに方法

　実験材料として，雌の成熟しろねずみ（体重1209～

150g）ならびに未熟しろねずみ（体重35g～50g）で

140例を使用し，このうち55例が成熟しろねずみ，85例

が未熟しろねずみである．実験方法として成熟しろねず

みの場合には．4日内至5日で性周期を繰返し，発情は

膣脂膏が有核上皮細胞を示す日の夕方より夜半にかけて

おこり，その夜の午前1時より3時の間に排卵するいわ

ゆる自然排卵動物と云はれている故次の三種の方法を試

みた．すなわち，

　i）　膣脂膏を検し発情前期のものを使用し夜間観察を

行つた．

　ii）発情前期の雌しろねずみを開腹する前に血清性性

腺刺激ホルモン20単位を皮下注射し，観察装置に取付け

て，第2回投与は卵巣を浸したリンゲル氏液に同単位の

血清性性腺刺激ホルモンを追加して現象を観察した．

　iiD　全く同様の方法で下垂体前葉ホルモン（ヒポホリ

ン）を使用した．

　以上が成熟しろねずみの観察を行う場合の前処置であ

るが未熟しろねずみの場合は次の方法に依つた．すなわ

ち，Lowlands8）やBlandau7｝が報告した方法に基づき，

血清性ゴナドトロピン（例へぱ，セロトロピン，アンテ

ックス，アンテロン等）20単位をしろねずみの頚部皮下
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に注射し，54時間後に絨毛性ゴナドトロピン（例へば，

プペローゲン，プリモゴニール等）を同所の皮下に注射

して12時間後に開腹する．この第2回目の注射後は開腹

までしろねずみに水分のみ与へて他の餌は全然与へな

い．又投与ホルモンの20単位は絶好単位でこれ以下であ

れば卵胞増大は少く，またそれ以上の単位であればしろ

ねずみの衰弱，時に死亡する場合が認められる．

　成熟，未熟しろねずみ共以上の前処置終了後背面上位

に固定し，脊椎骨の第5～6椎間を切り脊髄を切断す

る．この場合出来る限り出血を少くすることが重要であ

るからパラフィンによる止血法を用いた．この操作によ

り死亡する例も少くないから切断部位の決定は慎重を要

する．この操作で下半身は脱力する．次いで側腹部の上

皮を縦切し，腹膜と皮膚をよく剥離して卵巣部位と思わ

れる腹膜に小切開を加え，直径3mm位の創口を作り卵

巣のみ引き出す．この場合出血を防く唱的から操作は静

かに行う．卵巣が腹壁上に出たらこれに観察用有窓器具

を被せて皮膚に固定する．Foto，4のごとく窓の中に卵

巣が入る様にし一定温度を保つたリンゲル氏液に浸され

る．これをFoto，3に示す観察ならびに撮影用装置にか

けて連続的に観察を続けた．

　卵巣の浸されるリンゲル氏液は，一般に人体に使用す

るものであるが，温度を38～39℃に一定に保っことが必

要である．この保温には還流法，または交換法の二種を

行ったが温度が一定であれば何れの方法でも大した変化

は認められず同様な経過で排卵現象を認めることが出来

る．

　卵巣をこの一定温度のリンゲル氏液に浸して後，卵巣

を包んでいる被膜を切除するが，この膜には細い多くの

血管が走行しているためしばしば出血する場合がある．

この出血が激しい場合は次の排卵現象にその変化があら

われ，好結果の排卵現象を認めることは困難である．・従

つてこの膜の切除は出血を最小限にして行うべきで部分

的に圧迫結紮を行って切除している．

　また観察条件としては光線の性質をかえ二種類の方法

で行った．すなわち，

　i）反射光線による観察

　ii）透過光線による観察

の二方法である．

　反射光線では投光器の性能を最高にし，電源は約9

Volt，30Wにして視野の側面より直接卵巣に投光する．

然し直射光ではかなり温度が高く卵巣に損傷を与へるの

で，この投光器の絞りの前面に熱線（赤タト線）を遮断す

る熱線吸収フィルターを取付け，このフィルターを通し

た光線を直接卵巣に投射して観察した．この揚合卵胞の

損傷はなく排卵現象は明かに認めることが出来た．観察

日不妊会誌5巻6号

には約10～20倍に拡大して行い，一方同一条件でユ6mm

フィルムに撮影した．

　透過光線を使用する場合は，光線を卵巣の下部より照

射することを要するのでこの方法は少し技術的に困難が

ある．この場合は卵巣の位置を換えて行う場合と卵巣の

下面（腹壁部）に反射用ミラーを置いて光線の三点屈折

を利用する場合との二方法であるが，透過光線利用の場

合は前記の卵巣の位置を換えて行う方法で実験を継続し

た．後者の光線三点屈折を利用する方法は操作困難なた

め良結果を得ることは出来なかつた．

　この卵果の位置を換えて撮影する方法では有窓器具は

使用せず卵巣を卵管と共に腹壁より出来る限り長く引き

出して，腹壁タトで小型ホールグラスに入れて同様条件の

リンゲル氏液で満し観察用顕微鏡の下面より光線を送り

観察を継続した．卵巣を引き出す場合子宮角部の血管や

卵巣を循環している血管の圧迫を避けなければならな

い．圧迫があれば卵巣は充血し排卵現象を障害する場合

が少くない．従つてこの操作の技術が最も困難である．

この場合の光線は投光器で4～6Volt，30Wで充分撮影

も可能である．観察倍率は卵胞卵の撮影を除いては前記

と同様約10～20倍で観察ならびに撮影を行った．卵胞卵

の観察では約70～100倍にして観察しなければ卵をしば

しば見失うことがある．

III．実験成績

第1表　ホルモン剤投与による開腹時

　　　　　の成熟卵胞i数
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　a）　しろねずみの成熟卵胞数

　第1表は実験しろねずみ140例を開腹して卵巣片側の

成熟卵胞の数を示したもので実線は未熟しろねずみ，点

＼



線は成熟しろねずみである．この表で見るごとく注射後

の卵巣では約5個位成熟した卵胞を認めるものが最も多

い．これよりも少い場合や多い場合もあるが大部分は5

個前後で卵胞の大いさは数によって異なり，大きい場合

は数が少く，小さい場合は数が多い様である．卵胞の大

なるものは約1．575μ前後，中間のものは約900μ前

後，小なる卵胞は約675μ前後である．

　上記の表のごとく成熟しろねずみよりも未熟しろねず

，みの方が卵胞の変化が大きいため排卵現象を追求するの

に条件が良くかつ成熟しろねずみでは，ホルモン剤を使

用せぬものも，また二種いつれのホルモン剤を使用した

ものでも余り好成績は得られなかつた．従つて以後の実

験はほとんど未熟しろねずみのみを使用した．

　また注射前の卵巣はFotα5に示すごとく卵胞を識別
’するのに困難であるが，注射後の卵巣ではFoto．6に見

られるごとく大きく膨大し卵胞を識別することが容易で

ある．（→印は子宮角の一部を示す）

　b）　しろねずみ排卵現象の連続的観察

　排卵が近づくにっれて卵胞の表面に変化が認められて

くる．第2回の注射後12時間で開腹し，観察ならびに撮

影装置にかけて約1～2時間経：過すると大きく膨大した

卵胞の表面には細い血管の走行が認められ，血流も明瞭

であるがさらに約1時間経過すると卵胞表面の血管は漸

次不明瞭となり，卵胞表面は透明度を加えみずみずしい

色調を呈する．この頃になると卵胞の最尖端は僅かに波

動し，時間の経過にともなつて尖端部が突出して来る．

この様な変化が認められる卵胞は比較的大きく膨大した

もののみの様で，中間大のものでは卵胞表面の透明度が

加わる所までは同一だが尖端部の変化は認めにくい．尖

端部の突出が見られてよりさらに数十分経過すると点状

・の出血が認められ，さらに数十秒後大きな爆発的な出血

が認められる．すなわち点状の出血が認められた時が排

．卵の開始で，爆発的な出血時には卵胞内の穎粒細胞も混

入して排出され，続いて卵が排出される様である．この
＾

現象の観察には投光器を使用して反射光線による観察

と，透過光線による観察との二方法がある．

　反射光線でこの排卵を観察すると卵胞の性状の比較的

詳細な変化を認めることが出来る．然し卵の卵胞より離

れる状態は観察出来ない．それは出血現象が大きく観察

されるためにその内部迄光線が透過しないためであろ

う．然し卵巣の一部下面より光線を送り透過光線を使用

して排卵現象を観察すると，卵胞液の排出状態，および

：卵胞内願粒細胞の排出と卵が卵胞より離れる経過が明瞭

1に認められ得る．

　Foto．τ～12までは反射光線を利用して観察したもの

であり，Fotα7～9までが一例（大なる卵胞よりの排

卵），Fotαユ0～12までが一一例（中間大の卵胞よりの排…

卵），計二例の排卵現象を連続的に撮影し黒く次第に大き

くなって行く→印が排卵時の出血である．またFot（U　3

～18までは透過光線を使用して観察したものであり，

Fotα13～15までが一一例（大なる卵胞よりの排卵），　Foto

ユ6～18までが一例（中間大の卵胞よりの排卵），計二例

の排卵現象である．Fotα1τの→印は卵で比較的透明な

卵胞液排出後卵が卵胞辺縁に出て来た所である．また

Foto．20で見る様に卵胞卵の大きさは穎粒細胞群を含め

約180μ前後のものが多い。

　この様に排卵現象も光線の使用方法に依つて大部異な

つて観察され，また細胞の大小に依つても現象は異なつ

て観察される．すなわち比較的大きく膨大した卵胞の排

卵は爆発的であるのに反して，中間大の卵胞における排

卵は静かにゆつくり行われるのが普通の様である．また

排卵現象も必ずしも同一形態で行われるものとは限ら

ず，しろねずみの個体差，卵胞の大小により異なった変

化が認められる．然し排卵開始と同時に卵胞液の一部が

最初に多少の血液と混じて排出され，次いで卵胞内頼粒

細胞と卵が排出される経過は何れの現象においても共通

する所である．卵胞内願粒細胞の多い少いや，卵が卵胞

より離れるまでの時間の長短はそれぞれ異なつている．

一般に筆者の観察した排卵現象の時間は，卵胞表面で排

卵開始より終了迄は約30秒から5～6分で，排卵後は出

血が止まり漸次卵胞は充血し，表面には血管の走行が明

らかに認められて来る．排卵孔は閉鎖すると同時に僅か

に膨大して，その部分は特に赤色調が強いがこれは毛細

血管拡大による．卵丘は排卵孔と反対側に多いが卵丘が

排卵孔上かその近くのことがあり，また卵巣全般の成熟

した卵胞の排卵は一個あて行われるものではないから，

二重にも三重にも重なって排卵が行われる場合がある．

特に未熟しろねずみに注射して排卵現象を起させるもの・

では多発性排卵のためこの重なつた現象は多く認められ

る様である．この成熟した卵胞が全部排卵終了する迄の

時間は約2～3時間要した．この時間は装置や条件を改

良することに依つて，もつと短縮することが出来るもの

と考えられる．

　e）末熟しろねずみにおける膣脂膏の変化．

　一般にしろねずみの場合の発情周期の判定には膣脂膏

の検査に依り排卵の時期を判定している．筆者も注射後

の未熟しろねずみの膣脂膏を約10時間毎目に検査して排

卵現象といかなる関係にあるものかを検索した．

　安東：田島共編9｝，より

　i）Long，　Evans，（1920〕両者は雌しろねずみは生後

50～60日で性的に成熟し，膣開口は約72日（34～109日〉

位で認められる．
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　ii）Farris（ユ949うは雌しろねずみの60％が35～50日

（15～67日）に膣開口する．

　と記載されている．

　木村：和田n｝，に依れば，生後72日のしろねずみの体

重は約809前後であり，生後50日では約509である．筆

者の使用せる未熟しろねずみは体重約35～509のものが

大部分であり，膣はほとんどのしろねずみが閉鎖してい

たが85例中6例に膣開口を認めたのでこのしろねずみに

依りホルモン投与後の膣脂膏の変化を検した．膣脂膏の

検査は江藤m，の方法に依ったがこの各例共膣開口後の

経過日数は不明である．

　i）　ホルモン注射前のしろねずみでは白血球やその他

の細胞もほとんど認められなかった．但し膣粘膜が混じ

ていればその周囲に白血球および少数の有核無核細胞を

認む．

　∋　注射後10時間経過すると少数の白血球の増加と極

めて少数の有核無核上皮細胞が認められる様になる．

　iii）約20時間経過したものでは白血球の増加が中等度

に認められるが他の細胞には著変がない．

　iv）約30時間経たものでは多数の白血球を認めるが未

だ他の細胞の増加は認められない．

　v）約54時間後すなわち第二回目のホルモン注射直前

では少数の無核上皮細胞と中等度の有核上皮細胞が認め

られ白血球数は減少している．

　vi）第二回ホルモン注射後約6時間経過したものでは

多数の無核上皮細胞と少数の有核上皮細胞が見られ白血

球はほとんど認められない．

　vii）開腹直前のもの，すなわち第二回ホルモン注射後

12時間経過したものでは，無核上皮細胞のみが認められ

有核上皮細胞も白血球も見られない．

　以上の様に未熟しろねずみの膣脂膏の検索においても

発情の時期判定は今迄の成熟しろねずみにっいて報告さ

れているものと合致する．またこの膣脂膏の検査を約10

時間間隔としたのは，この間隔を短くすれば膣に炎症を

おこしたり，あるいは膣を洗源することになり，またこ

れ以上間隔を長くすれば変化を継続して検索することが

困難となると思い大体10時間間隔として検した．

「v．総括ならびに考按

　哺乳類の排卵現象を追求するためにしろねずみを使用

、して体内的に観察を継続すると，この現象は観察する卵

胞の性格（大小の差），しろねずみの成長の差異等によつ

てそれぞれ異なつている．Hi11，　Allen，　Krammer2）等が

しろねずみの排卵は，ゲラチン様分泌物が火山の噴出状

に起る爆発的現象であると報告しているが，筆者の実験

記録では彼等は比較的大きい卵胞の排卵現象を観察した

己、　r　　　T？　　　　．びξ，孚‘’，n’
芯
、
。

購．琵双
宗

日不妊会誌5巻6号

ものではないだろうかと考えている．卵胞が大きい場合

の排卵は比較的強い内容物の排出が認められる．従って

願粒細胞も塊つて排出されるものが少いためゲラチン様

分泌物が爆発的に排出される様に認められる．この様な

排卵現象の場合は卵の排出される経過が比較的明瞭に認

められる場合が多い．またMarkeeやHinsey　3）等が報

告しているしろねずみの排卵は排卵乳頭の尖端より卵胞

の内容はゆつくり排出される．すなわち彼等は申間大の

卵胞の排卵を観察したのではないかと考える．

　筆者の実験で卵胞の大いさが中間大のものでは丁度彼

等が報告している様な現象をしばしば認めることはある

が，排卵孔に出来る乳頭は総ての卵胞に認められるとは

限らない．筆者の実験結果の中でFoto．16，に見られる

→印がそれであろう．この様に排卵現象は卵胞の大小に

よりそれぞれ異なる．特にFoto．19に見られる様に排卵

現象は認められても卵が卵胞の辺縁部にひつかかつてい

る様な場合もあり，その現象があったから必らず卵が排

出されているとは限らない．特にこの様なことは中間大

の卵胞の排卵時に認められることである．

　反面前記の大きい卵胞では卵の排出は容易の様である

からやはり排卵現象を正しく観察記録する場合は大きい

卵胞を主体に焦点を絞る方が好結果を得る方法の一つで

ある．従ってこれ等の所見はBlandau7）が報告している

ものとよく合致する点である．次にこの現象を観察継続

する場合の方法では，Blandau7〕は詳細にかっ厳密な条件

を述べているが，排卵現象を観察する場合特に必要とす

ることは，しろねずみに与えるストレス（出血その他）

を最小限とし，卵胞を浸す液の成分と温度が重要な要素

である．特に温度が低い暢合はほとんど排卵を認めるこ

とが出来ず，反面温度が高すぎると異常な爆発的変化が

見られる．またたびたびストレスが加へられたものでは

排卵現象はあまり認められない．然しBlandau7）が報告

した様な還流法による保温が一番よいとは限らない．実

際には内容液の交換方法でも充分に現象を認めることが

出来る．

　筆者はこの様な現象を最も短時間で観察することが理

想であるから出来ればしろねずみの生理的方面での検索

も吟味して膣脂膏による変化等も実験の一基準とした・

特に成熟しろねずみの場合はホルモン剤投与によつても

余り好成績が得られないから観察の方法によつては膣脂

膏の結果のみで自然的排卵現象を観察しなければならな

いこともある．

　筆者の用いた観察方法で特に考慮されることは，観察

に必要な光線の照射方法である．Blandau7）は2つの100

Wのヂルコニューム弧燈を光源に使用している．すなわ

ちこの2つの弧燈を卵巣の下面と上面より照射して撮影
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や観察を行つているが，筆者は9Volt，30W投光器（顕

微鏡用投光器）2つで光線は照射方法を変えることによ

り観察ならびに撮影を行った．然しこの光線はヂルコニ

ューム弧燈の様に熱の障害のないものと異なるから出来

る限り熱線を吸収して使用しなければならない．

　この方法で筆者は16mmアンスコカラー（スーパー）

を用い排卵前の状態より排卵終了までの変化を映画的に

記録撮影した．光線も2っの方法を使用してそれぞれ異

なった特徴で排卵現象を記録している．

V．結　論

　雌しろねずみの総数140例の排卵現象を追究し次の如

き結果を得た．即ち筆者の実験結果で排卵現象を見れ

1ぱ，

　1）　しろねずみの排卵現象を観察追求するには未熟し

ろねずみの体重35～509迄のものでホルモン投与に依

り，多発性排卵を起させて実験を進めることが最も良い

と思われる．

　2）観察方法はしろねずみの腹腔内で出来る限り自然

に近い状態で観察することが理想であるから側腹部に観

察に必要な有窓孔を作り連続観察ならびに撮影装置に固

定して長時間観察した，

　3）実験条件として観察部位の温度は，しろねずみの

体温よりや〉高いかまたは同温度程度の38～39℃に保温

したリンゲル氏液に浸して熱線を除いた光線を照射して

排卵を待った．

　4）排卵現象はBlandau7）の報告と合致する所が多

い．特に卵胞の大小に依り排卵現象が異なる．中間大の

卵胞の排卵現象ではしばしば卵の排出が認められない場

合がある．これは排卵時の排出圧力の強弱にも一部の原

因はあらうが，それよりも卵胞の成熟状態に問題がある

のではないかとも考えられる．特に反射光線を用いて現

象を観察すると排卵時の卵胞出血が明らかに認められ

る．この出血の程度はやはり卵胞の性状によりそれぞれ

異なっている様で，中には卵胞内容（穎粒膜細胞）が多

く混じて排出しているのも認められる．

　5）　一個の卵胞における排卵開始より終了迄の時間は

約30秒から5～6分を要した．また一個の卵巣における

総ての成熟卵胞が排卵開始より終了迄の時間は約2～3

特間を要した．

　6）　多くの場合卵丘は排卵孔と反対側に位置し，ある

程度卵胞液が出てから卵丘と卵は排出されるが，卵丘が

排卵孔に近いと卵胞液より先に卵丘は排出する結果時を

要する．

　7）成熟卵胞で大なるものは約1．575μ前後中間大な

るものは約900μ前後であり，小なる卵胞は約675μ前

（349）21

後であった．また卵胞卵の大きさは穎粒細胞群を含めて

約180μであった．

　8）雌の未熟しろねずみにおける排卵周期の検索でホ

ルモン投与後の膣脂膏の検索結果は成熟雌しろねずみの

自然排卵周期の膣脂膏とほとんど一致した結果で行われ

る様である．

　稿を終るに当り，恩師林教授の御指導，御校閲を深謝

し，同時に直接御指導をいた⊆いた山田博士及び解剖学

教室浅香技師並びに産婦人科教室員各位の御支援，御協

力を感謝致します．

文　献

1）　ぽα友αz，・A　α♂z4皿zノμノ〃o／zゴ，」ごBrit．工Exg

　　BioL　6：190，　1928．

2）HどZZ，　Rτ，　A膓膓εη，五醜4　Kmηzηzετ，τCご

　　Anat．　Rec．63：239，1935．

3）λ血7一是εε，」且‘η24」mlzゴ砂，　J　C：Anat．　Rec

　　64：309，　1936．

4）DρyZε，」且こ　Fertil．　and　SteriL　2：474，　1951．

5）林：日不妊誌，3：95，1958．
6）Z）εピえ6τ二Cib亘αnical　Symposia．4：204，1952．

7）　、召Zαη4α乙’，」↓Z　Z）．：　FertiL　and　Steril．6：391，

　　1955．

8）Roτ∂αη∂5，ヱW．こエEnd㏄rino1．3：384．1944．

9）安東洪次・田嶋嘉雄，編：医学研究動物実験法，

　　p．156，朝倉書店，1956．

10）木村哲二・和田喜治：成医会雑誌，49：72－93；

　　105－114；144－169，　1930．

11）江藤頑一：ホルモンと臨床，7：279，1959．’

写　真　説　明

　1．未熟しろねずみを背上面に固定した所．

　2．固定したしろねずみの脊椎骨第5～第6の間を切
り，脊髄を切断しパラフイソ止血を施した所．

　→印が切断口．

　3．観察並に連続撮影装置で上には16mm撮影器が
取り付けてある．その他微速度撮影用オートタイマー，

投光器，器具支持器等が見られる．

　4．有窓器具を付けてしろねずみの側腹部で卵巣の全
景を見る．　　　　　　　　　　　　　　　　－

　5．　しろねずみの卵巣でホルモソ剤投与しないもの，

→印は子宮角の一部．卵胞は明瞭に認められない．　（40
倍）

　6．ホルモン剤投与後の卵巣でFoto．5とは対照的に
卵胞の腫×が明瞭に認められる．

　卵胞の大さは大なるもので約1575μ前後

　中間大なるもので約900μ前後，小なるものでは約
675μ前後（40倍）

　7～9．　反射光線で大なる卵胞よりの排卵現象を見た

もので→印が出血様に卵胞内容が排出している．Foto．9

では最高の排出（10～20倍）

　10－12．同様反射光線で中間大なる卵胞よりの排卵現



　　　　　　㌔　　・・｝ご『、・烈．丁㍗，ご・：81亡鰹‘薫記’

　　　　　、鰯珊㌻；∵川二’：二□．

　　　　i、蘂　二㌧・㍉撫5倒

　　　聾1：∴ヂ

醗鷺㌘驚㌶麟曇騨冤欝出
　　　　いモ　ロ　ゼ

　　．§㍗・13－15．透過光線で大なる卵胞の綱晒象題たもの
　　　コパエ

，野WP胞内容力§排出する変化が認めら縮・F・t・・15は拶F

．、阻・出最高のもので穎粒細§包が認められる．（40倍）”

．・

討”．∵16－18．同様透過光線で中間大なる卵胞の排卵現象を

：㌻見た別の例でF・tα・6では排卵孔部に乳頭様の突出・認

醇・．めら胸・F・…17の一印には卵が認めらWF・tα18
’影　・は排串最高なものである．（40倍）

煕　19糎晒象を認め卵胞内容勅の排出が終了した卵胞

　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　グ

響響騨響S買警響1騨巴1騨1一騨耀響，㌣響．当
　　　　　　　哺乳動物における直視下排卵現象の研究　　　　　　・　　日不妊会誌．．5券直亭　　　　　’

縁部に止どまった卵．（70倍）

　排卵現象後排出された内容物より探出した卵胞卵

周辺には願粒細胞が多く附着し卵の形態はあまり明

はない．

は穎粒細胞群を含め約180μ前後である．（70倍）
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Studies　on　the　Direct　Observations，

　　　　　of　Mammalian　Ovulation　1　’

Take8hi　AIatSUlnoto

Department　of　Obst，、＆Gyn，　Toho　Univ，’

　　　　　　　　　School　of　Med
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　（Director：Prof，　Motoy面Hayashi）

　　　　The　immature　and　mature　rats　were　used　f6rピ

observations　of　ovulation，　ma垣ng　small　window　at

lateral　abdomen　and　fixi㎎to　the　continuous　obser－

vating　and　cinemato．photographic　apparatus．

　　　　Infusing　the　decapsu』ted　ovary口1　the　R三r1’

ger’s　solution　undeτthe　condition　of　38～39°C，　by「

reflecting　and　transrnitted　五ght．

　　　　The　time　of　ovulation　in　one　follicle　is　abouL、

from　30　sec　to　5～6　minutes．

　　　・It　took　2～3　hours　to　丘nish　all　the　follicles．・

1n　one　ovary．

　　　　The　Cumulus．oophorus　goes　through　the．

stigma　after　gushingout　of　follicular　fluid．

　　　　If　the．　cumulus　oophorus　situating　near・stigIna．

90es　out．before　the　fomcu1且r且uid　gush　ouち　it　takes

more　time　than　the　cu皿uluS　opphoms・going　out　lateL・
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婦人性器分泌液および人体液の精子運動性

速度及び生存期間｛及ぼす影響について

The　Study　on　the　Effect　of　Secretion　of　Female　Genital　Organs，

　　Amniotic　Fluid，　Human　Blood　Plasma　and　Ascites　on　the

　　　　Motility　and　the　Preservation　of　the　Human　Sperms

慶応義塾大学医学部産婦人科教室（主任

　　　　　　松　　井　　　　　郎

　　　　　　Ichiro　MATSUI　M．　D．

Department　of　Obsterics　and　Gynecology，　School　of　Medicine，　Keio　University

　　　　　　　　　　　（Director：Pro£Nakajima）

緒　言

工．実験方法

　1．実験材料

　　（1）精液

　　（2）添加材料

　2．実験方法

　　（1）観察法

目　次

　　　（a）精子浮游液の作り方

　　　（b）試験管内法

　　　（c）懸滴法

　　（2）精　子

　　　（a）運動率

　　　（b）生存期間

　　　（c）活性度

　　　（d）速　度

皿．実験成績

1．精子運動率と速度

　　（1）血　清

　　　（a）運動率

　　（b）速度
　　　（c）同じ精液を使用して得た血清と他の材料と

　　　の比較

　（2）卵巣嚢腫液

　（3）生理的腹水

　（4）卵胞液

　　（5）羊　水

　　（6）卵管および子宮内膜組織液

　　（7）　頚管米占液

　　（8）トリコモナス膣炎帯下

　2．　精子運動率×速度

　3．活性度

　4．運動率低下せる精子に加えられた体液の影響

　5．各時間における対照との比較のカーブピついて

田．考　按

結　語

　　　　　　　　　　緒　言

　人間の受胎現象において，精子が如何にして，膣より

頚管，子宮を経て，卵管に達するか，その時の精子の速

度，生存期間等に関して確固たる実験成績も，報告もな

されていない．

　動物においてはしばしば報告され，それより僅かに人

間に推論を行うのみであった．

　人精子は膣に射精されてから，頚管に上昇するさい，

精漿と分離して精子単独で，頚管，子宮を経て卵管に到

達する．これより先，人精液を遠沈して精漿と分離せる

精子単独では，生存期間は極めて短かいことが知られて

いた．

　即ち精子単独にて頚管，子宮，卵管内を上昇するさ

い，これに何らかの精漿に代り得る栄養物がなくては卵

子と受精する管まで達し得ないかも知れない．

　これに対して1953年Kurzrokは，第1回世界不妊学

会において，「卵胞液」という題の下に，卵胞液の果す
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婦人性器分泌液及び人体液の精子運動性速度及び生存期聞に及ぼす影響について日不妊会誌5巻6号

役割について，実験報告を行つている．すなわち成熟婦

人の排卵のさい，卵胞液が流出し，これが卵管を経て頚

管にまで達する．

　次いで射精された精液より分離した精子はこの卵胞液

の流れに沿うて上昇し，これより栄養をとつて精子は生

存期間を延長して受精の場所に到達するというのであ

る．そして試験管内にて精子に卵胞液を加えると，対照

に比して精子の生存期間が著明に延長することを報告し

ている，

　私は精子の女性性器管内における栄養物にっいて，各

周期における卵胞液のみならず，生理的腹水，子宮内膜

組織液，卵管内膜組織液，血清，さらに卵巣嚢腫液，羊

永，あるいは従来不妊の原因とされていたトリコモナス

膣炎のさいの膣分泌液（または帯下）等が，精子の運動

率，生存期間，速度，活性度等におよぼす影響について

実験を行った．

1　実験方法

　1．実験材料

　（1）　精液

　人精液は慶応義塾大学附属病院産婦人科夕卜来にて，不

妊症患者の精液検査のさい．採取したものの中，運動率

および精子数の良好なるものを選んだ．対照は1）精子

十Kreb’s　Ringer約1cc（以下浮游精子と略す）と2）

精液を使用した．

　（2）　添加材料

　卵胞液，卵管内膜，子宮内膜，生理的腹水，卵巣嚢腫

液は婦人科手術時，血清，頚管粘液は外来患者より，ま

．た羊水は分娩時にそれぞれ採取した．

　（a）卵胞液（卵胞期9例，排卵期8例，黄体期6例，

合計23例）

　開腹時，両側卵巣を検して，成熟卵胞の有無を調べ，

これを認めれば，り2注射針にて卵胞液を吸引採取した．

　（b）子宮内膜および卵管内膜組織液（子宮内膜13例，

卵管内膜12例）

　子宮内膜および卵管内膜は開腹時，子宮摘出術および

卵管切除術，または，附属器切除術のさい．子宮および

卵管を採取し，可及的速やかに，これを開き，、子宮で

は子宮内膜，卵管では卵管内膜を採取した．これ等の組

織液を採取するには，まず生理的食塩水で組織を軽く洗

い血液を落し，次いで生理的食塩水約5ccを加えて，組

織破砕器にかけて出来るだけ小破片に破砕し，これを遠

沈にかけてその上澄みを使用した．

　（c）生理的腹水（12例）

　生理的腹水は開腹時，腹膜を開けた直後血液の流入を

可及的に防ぎ，ダグラス窩に貯留している生理的腹水を

注射器で採取した．

　（d）　漿i液’性卵巣嚢腫液（8イ列）

　卵巣嚢腫液は，開腹時注射針で吸引することは，成熟

卵胞の場合と同じである．

　以上の採取液はいずれも採取後直ちに，アイスボック

スに保存され，おおむね1週間以内に実験に供した．

　（e）血清（18例）

　健康婦人，妊婦，および男子成人より5cc注射筒によ

り肘静脈より血液約5CCを，採取後遠沈して分離した．

　（f）　頚管）ド占？夜　（5・～列）

　外来患者から，ツベルクリン注射器を使用して採取し

た．

　（9）羊水（9例）

　正常分娩のさい，破水直前の胎胞より注射器を以つて

採取した．すなわち前羊水である．

　2．実験方法

　（1）観察法

　（a）精子浮游液の作り方：精子を精漿と分離するため

に，精液はKreb’s　Ringer液で薄iめて遠沈を3回実施し

て完全に精液中の精漿と精子を分離することに努めた．

　（b）試験管内法：試験管内で精子をKreb’s　Ringer液

約1ccに浮べたものに実験材料を略々等量加えて室温に

放置し，検査毎にi撹伴して，その一滴をスライドグラス

の上に滴下して，顕微鏡下に精子の運動率と速度，活性

度を調べた．なお細菌の繁殖を阻止するために，各試験

管内にペニシリン粉未10～20mgを加えた．

　（c）懸滴法：中央に凹のある懸滴スライドグラスに，

被検体を点下せるカバーグラスをかけ，その周囲にグリ

セリンを塗布して空気を遮断し室温に放置して一定時間

毎に調べた．

　（2）精子

　（a）運動率：400倍顕微鏡で，スライドグラス上の精

子の運動しているものと，運動していないものとの比率

をみた．

　（b）生存期間：約10時間おきに，精子の運動率と速度

を調べた．但し頚管粘液とトリコモナス膣炎帯下では1

時間おきに調べた．

　（c）活性度：0．5％エオジン生理的食塩水と被検体と

を等量に混合して，エオジンに染まるものと染まらない

ものとの比率を見た．

　（d）速度：被検体内の精子の運動率と共に速度を調べ

た．その基準は次のごとくである．

（
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非常に活発な前進運動

活発な前進運動

適度の前進運動

弱い前進運動
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2．一視野に数個の精子の振子運動

1．全視野に2～3個の精子のみで弱い振子運動をす

　　る．

0　全く運動性なし

H　実験成績

　1．　精子運動率と速度

　く1）血清

　式　運動率

　（a）　（精子十血清）と対照浮游精精子との比較

　図1aに見られるごとく生存期間τ0時間，対照30時間

で，各時間における運動率もそれぞれ対照より良好であ

る．血清と精子の混合後30分において対照精子の運動率

（以後これを初発運動率とする）を1とすれば，混合液

中の精子の運動率は1．7倍である．混合液中の精子の運

動率の半減時間は18時間，対照のそれは9時間である．

すなわち対照に比して2倍である．（図1a）

　（b）（精子十血清）と対照精液との比較

（353）25

図1a　リソゲル浮游精子と体液混合精子

　　　　　との運動率の比較

　図2のごとく初度運動率は対照の1．2倍，半減時間は

ユ8時間，対照のそれは12時間である．すなわち対照に比

し1．5倍であ己　生在期間は対照も同じく70時間であ

る．以上の2っを比較すると，対照が精子の場合より精

液の場合の方が，対照との差がずつと少ない．（図2）

図2　精液と体液混合精子との運動率の比較
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　亘　速度

　（a）（精子十血清）と対照浮游精子との比較

　初発速度は対照に比し1．7倍，速度半減時間は19時

間，対照は9時間で約2倍である、これは運動率と略同

じであつて，速度も運動率と同じく血清によつて良好と

図1b精液と体液混合精液との運動率の比較

図3a　リソゲル浮游精子と体液混合精子
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　　　図3b精液と体液混合精液との速度の比較
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　　なることを示している．（図3a）

　　　（b）（精子＋血清）と対照精液との比較，4図

　　　対照に比し初度速度1．1倍，半減時間は19時間，対照

、　精液も，19時間で同じである。以上により，精子十血清

‘・　と対照精液との比較では，運動率も速度も共に接近して

　　いるが，精子十血清が対照精液よりいくらかすぐれてい

　　ることが判る．（図4）

　（b）血清と卵管内膜との比較

　6図に見られるごとく，血清の方が可成り優れてい・

る．すなわち初発運動率は血清62％，卵管内膜60％，半・

減時間は血清18時間，卵管内膜10時間，生存期間は血清

70時間，卵管内膜50時間である．（6図）
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図4　精液と体液混合精子との遠度の比較

図6　血清と卵管内膜との比較（運動率）
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　C　同じ精液を使用して得た．血清と他の材料との比

較（運動率）

　（a）血清と卵胞液との比較

　5図に見られるごとく初発運動率は同じであるが，半

減時間は血清18時間，卵胞液12時間生存期間は血清70時

間，卵胞液60時間で，血清がや＼優れている．（5図）
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　（c）血清と漿液性卵巣嚢腫液との比較

　7図に見られるごとく，両者はほとんどその差を認め・

難いが，嚢腫液が僅かに優っているようである．（7図〉

図7　卵巣嚢腫液と血清との比較（運動率）
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（d）血清と生理的腹水との比較

8図に見られるごとく初発運動率は同じであるが，半

図8　血清と生理的腹水との比較（運動率）
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減時間は血清17時間，腹永は10時間，生存期間は血清

70時間，腹水60時間で血清の方が腹水より優れている．

（8図）

　（2）　卵巣嚢腫液（漿液性卵巣嚢腫）

　亀　運動率

　（a）（精子十嚢腫液）と対照浮游精子との比較

　初発運動率は対照に比し1．7倍，半減時間21時間，対

照7時間，生存期間70時間で対照の3．5倍で血清よりす

ぐれている．

　（砂　（精子十嚢腫液）と対照精液との比較

　初発運動率は対照の1．3倍，半減時間14時間で，対照

13時間，生存期間70時間で対照の1．4倍でこれもまた血

清よりすぐれている．

　n　速度

　（a）　（精子十嚢腫液）と対照浮游精子との比較

　初発速度は対照の1．7倍，半減時間21時間に対照は9

時間，生存期間70時間で対照の2．3倍でこれも血清より

よい．

　（b）（精子十嚢腫液）と対照精液との比較

　初発速度は対照の1．3倍，半減時間18時間対照12時

間，生存期間70時間で対照の1．4倍で血清より良い．

　（3）　生理的腹永

　乳　運動率

　（a）（精子十腹水）と対照浮游精子との比較

　初発運動率は1．7倍，半減時間14時間，対照は8時間

生存期間τ0時間で対照の2．3倍で血清と略同じである．

　（b）（精子十腹水）と対照精液との比較

　初発運動率は1．3倍であるが，半減時間は10時間，対・

照は13時間，生存期間50時間で対照の41§である．すなわ

ち初発の運動率は，対照よりやs良好であるが，その後

は対照より劣る．

　瓦　速　度

　（a）（精子十腹水）と対照浮游精子との比較

　初発速度は対照の1．8倍，半減時間19時間対照は10時

間で，血清および卵巣嚢腫液と略同じである．

　（b）　（精子十腹水）と対精液との比較

　初発速度は対照の1．4倍，半減時間14時間，対照亀同

じである．

　（4）卵胞液

　a、運動率

　（a）　（精子十卵胞液）と対照浮游精子との比較

　初発運動率は対照の1．3倍，半減時間は17時間，対照

9時間生存期間は70時間で対照の1．4倍で血清，卵巣嚢

腫液よりや＼劣る．

　（b）　（精子十卵胞渤と対照精液との比較

　初発運動率は対照の1．1倍，半減時間は20時間，対照

討・・汽望5懸・響幣準 櫟’響難難澗
　　　　　　　　　　き1

（355）27

12時間・生存期間60時間で対照の1・2倍で後述の（C）

の場合とほとんど変りがなし、

　（c）（精液十卵胞液）と対照精液との比較

　初発運動率は対照の1．1倍で，半減時間は1τ時間，対

照12時間，生存期間60時間で対照の1．2倍で対照よりそ

れぞれ良好である．（図1b）

　h　速　度

　（a）　（精子十卵胞液）と対照浮游精子との比較

　初発速度は対照の1．1倍，半減時間は19時間で対照の

方は13時間で，初めは対照と略々同じであるが半減時間

は明らかに対照よりも長い．

　（b）（精子十卵胞液）と対照精液との比較

　初発速度は対照の1．1倍，半減時間は22時間で対照13

時間で後述の（c）の場合より半減時間がいくらか良好

である．

　（c）（精液十卵胞液）と対照精液との比較

　初発速度は対照の1．1倍，半減時間は16時間で対照は

13時間である，これは対照よりやs良好と云える．（図

3b）

　C．月経周期別の運動率の比較（図1，図2）

　（a）初発運動率の比較

　初発運動率は排卵期が最も良く1．5倍，次が黄体期で

1．3倍，次いで卵胞期の1倍となつている．

　（θ半減時間についての比較

　半減時間は卵胞期15時間，黄体期23時間排卵期14時間

となつている．

　（c）生存期間における比較

　生存期間にっいては，排卵期では対照の3倍，黄体期

では2倍，卵胞期では1．4倍である．

　これを要するに排卵期がやS良好で黄体期，卵胞期は

大差ない．

　（5）羊水
　叫　運動率

　（a）　（精子十羊水）と対照浮游精子との比較

　初発運動率は略同じであるが，半減時間は11時間，対

照は6時間で約2倍，生存期間は40時間で対照の2倍で
ある．

　（b）（精子十羊水）と対照精液との比較

　初発運動率にて0．9倍と対照より悪く，半減時間11時

間，対照13時間，生存期間は40時間で対照の71、。で対照

より悪い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　亘　速　度

　（a）　（精子十羊水）と対照浮游精子との比較

　初発速度は対照の1．4倍，半成時間は14時間対照は＆

時間である．

　（b）　（精子十羊水）と対照精液との比較
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　初発速度は対照の0．9倍，半減時間は14時間で対照は

ユ3時間である．すなわち生存期間を除けばほぼ同じであ

る．

　これは要するに，羊水は対照が浮游精子の場合は対照

より良好であるが，精液の場合は対照より悪い．

　（6）　卵管内膜組織液および子宮内膜組織液

　或　運動率

　（a）精子十卵管内膜または子宮内膜組織液と対照浮

游精子との比較

　初発運動率は対照に比し卵管内膜1．5倍，子宮内膜内

膜1．4倍，半減時間は卵管内膜10時間で対照はτ時間，

子宮内膜11時間で対照は6時間生存期間は両者共に，40

時間で対照の2倍でそれぞれ対照より良好である．

　（b）精子十卵管内膜または子宮内膜組織液と対照精

液との比較

　初発運動率は対照に比し卵管内膜1．2倍，子宮内膜も

同じく1．2倍，半減時間は卵管内膜9時間で対照13時

間，子宮内膜11時間で対照10時間，生存期間は共に40時

間であるが対照に比し，卵管内膜61、。，子宮内膜は1倍で

ある．すなわち卵管内膜は対照より劣り，子宮内膜は対

照よりや＼良好である．

　（c）卵管内膜および子宮内膜の比較

　図9に見られるごとく，この両者はほとんど変りは無

い．これは異つた精子を使用して得た結果と同じであ

る．（図9）

図9　卵管内膜と子宮内膜の比較（運動率）

　60運
勤

奉50

01 02 ⊃J 40　　　50
　　　由間

　h　速　度

　（a）精子十卵管内膜また1は子宮内膜組織液と対照浮

游精子との比較

　初発速度は対照に比し，卵管内膜1．8倍，子宮内膜

1．4倍，半減時間は共に11時間で対照は卵管内膜10時

間，子宮内膜8時間で速度は略々平行して漸減してい

る．

　（b）精子十卵管内膜または子宮内膜組織液と対照精

液との比較

　初発速度で卵管内膜1．3倍，子宮内膜では1．5倍で略

々等しく半減時間は，前者12時間，後者11時間でこれも

略等しい．

　C．月経周期別における運動率の比較

　（a）初発運動率の比較

　初発運動率は対照に比し卵管内膜では排卵期が1．7

倍，黄体期1．4倍，卵胞膜1．2倍の順である．子宮内膜

では排卵期1．6倍，黄体期1．5倍，卵胞期1．3倍の／頂で

ある．以上いずれも初発運動率の対照精子に対する運動

率の比は，排卵期，黄体期，卵胞期の順になつている．

　（b）半減時間における比較

　半減時間は卵管内膜では卵胞期ユ2時間，黄体期10時

間，排卵期9時間，子宮内膜では卵胞期14時間，排卵期

黄体期共に10時間である．

　（c）生存期間における比較

　生存期間について見ると卵管内膜ではいずれも対照の

2倍，子宮内膜では卵胞期黄体期は対照の2倍，排期

1．5倍である．

　すなわち初発運動率，半減時間，生存期間を綜合して

みるに卵管内膜，子宮内膜共に月経周期によつて有為の

差は認められない．

　（7）　頚管粘液十精子と対照浮游精子との比較

　運動率は初発において0．6倍，半減時間3時間で対照

は5時間で対照の約3／5である．すなわち対照より可成悪

いと云える．（図10）

％
冊

図10　頸管粘液混合精子と対照浮游精子
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　（8）　トリコモナス膣炎の膣分泌液十精液

　図11に見られるごとくトリコモナス膣炎の（膣分泌液

十生理的食塩水約1．5cc）中の精子は正常の（膣分泌液

十生理的食質水1．5cの中の精子より，運動率および生

存期間共に良好である．但しこれは生理的食塩永で稀釈

されているので膣分泌液そのものの中での精子の態度は

これに準ずるか否かは速断できない．（図11）
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蓮弓

　　　20　40　60　80　100　にD－一　　　一200
　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間

松　井　一　郎

　2．精子の運動率×速度について

　今迄運動率，速度と個々に比較してみたがこの両者を

兼ね備えて比較するために運動率と速度を掛け合わせた

ものを掛け合わせたものを較べてみた．その結果図12に

見られる通りである．一般的に云うと運動率，速度共に

時間の経過に従つて減つて行くので，初度運動率×速度

は個々この比較の場合より優れているが，半減時間はぐ

っと減少している．その順序は次のごとくである．まず

対照が浮游精子の場合について云うと，初発運動率×速

度では，腹水，卵巣嚢腫液，血清，卵管および子宮内

膜，卵胞液の順で卵胞液が案外良くないがそれでも対照

の1．9倍となつている．

　半減時間は」血清，卵巣嚢腫液，子宮内膜卵胞液，腹

水，卵管内膜の順になつているが対照浮游精子との間に

（357）29

それ程の差はそれぞれ認められない．これを要するに運

動率×速度では初度で対照との間に大きな差が出来る

が，半減時間では対照との差は僅かで各被検体の差も著

明ではない．（図12）

　次に被検体十精子と対照精液の比較であるが，図13に

見られる通り初発運動率×速度は対照精子の場合と違つ

て，いずれも対照に比して2倍以下となつている．さら

に半減時間は対照精液との間に差はほとんど問題とする

に足らない程接接近している．あるいは対照の方が良い

場合もある．（卵管内膜）．そして精子の場合と同じく半

減時間は運動率，速度個々の場合より短かくなつている．

（図13）

図13　精液と体液混合精子との

　　運動率×速度の比較
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図12　リシゲル浮游精子と体液混合精子

　　　との運動率×速度の比較
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　3．活性度

　図14に見られるごとく各被検体について対照と比較し

て見た．例えば血清にっいて云うと血清十精子と対照精

子との比較では，精子十血清の平均運動率0％のときの

平均活性度は36％であるが，対照では平均運動率0％の

時，平均活性度はやはり0％である．血清十精子と対照

精液との比較では平均運動率0％の時の平均活性度は28

％となつており対照精子の0％よりはるかに優れてい

る．これは他の被検体にっいても云えることで，卵巣嚢

腫液血清，卵胞液等は平均運動率0％でも平均活性度は

それぞれ30％前後あり，腹水，卵管内膜，子宮内膜もそれ

ぞれ9．6％，3．8％，1．5％となつている．対照が精液の

場合は，子宮内膜，卵管内膜，卵、巣嚢腫，腹水，卵胞液：
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とほとんどが，対照の方の活性度が良いかあるいはほぼ

洞じである．（図14）

　4．運動率低下せる精子に加えられた体液の影響

　対照精子をある時間室温に放置して運動率が低下して
＼いるものに，各体液を添加して4時間後の精子の運動率

’に与える影響を調べてみた．（図は略）A対照では血清

を加えたことにより9％から15％，嚢腫液では14％，腹

水では9％であった．B対照では血清添加によつて14％

から22％となつた．但しこの場合は添加してからの時間

は約30分後である．すなわち添加30分後で精子に対する

影響が直ちに現はれることが判る．またC対照では対照

　（1）運動率

　（a）対照が浮游精子の場合

　図16におけるがごとく諸カーブはそれぞれ1より上で

ほとんどが10時間（卵胞液のみ20時間）で終つている．

これは対照の浮游精子が短時間で運動性を消失し諸体液

が対照よりそれぞれ優れており，かつカーブが上昇して

いることは時間と共に対照との差が開いてくることを意

味する．（図16）

図16各時間における体液混合精子とリソゲル

　　　　　浮游精子との運動率の比率

が16％より卵胞液1では45％・嚢腫液では40％・血清で［ヒ6

講熾ミ叉；罐鑑25％とそ鳩運㍉

図15　運動性低下せるリソゲル浮游精子に

　加えられたる諸体液の影響（C対照）
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　（b）対照が精液の場合

　図17を見るに腹水は対照とほとんど平行しており，卵

管内膜および羊水は対照精液より劣ることが判る．血清

が最も良好で，卵胞液，卵巣嚢腫液の順で子宮内膜は対

照よりや＼良くなっている．（図17）

　（2）速度
　（a）対照が浮游精子の場合

　図18のごとくそれぞれ1より上であるが運動率におけ

　　　●
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　　　　　　　　　　図17各時間における体液混合精子と

　　　　　　　　　　　　　精液との運動率の比率
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：るよりは低くなつている・すなわち速度は運動率程対照

より優れていないことを意味する．　　　　　　　　’

　（b）対照が精液の場合

　卵管内膜および子宮内膜は対照より悪く，腹水，卵胞

液も対照より良いが対照に可成り接近している．卵巣嚢

腫液および血清がやはり最も良くなつている．（図18）

図18　各時間における体液混合精子とリンゲル

　　　　　浮游精子との速度の比率
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図19　各時間における体液混合精子と精液

　　　　　　との速度の比率
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図20　各時間における体液混合精子とリンゲル

　　　浮游精子との運動×速度の比率
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　〈3）　運動率×速度

　（a）対照が浮游精子の場合

　血清および卵巣嚢腫液が群を技いて優れており，その

弛の体液も対照より良く時間の経っにっれて対照を引き

離している．（図19）

　（b）対照が精液の場合

　．卵管内膜のみ対照より劣り腹水および子宮内膜が対照

より初めは約2倍であるが時間の経つにっれて対照とぼ

とんど同じになっている．血清，嚢腫液，卵胞液は時間

カミ経つにっれてかえつて対照を引き離している．（図20）

　（4）　月経周期別（図は略す）

　（a）対照が浮游精子の場合の運動率×速度

　全周期共対照より可成り優れている．各周期共著明な

差は認められない．

　（b）対照が精液の場合の運動率×速度　　　　　　　、

　子宮内膜の排卵期においては対照より良いが黄体期お

よび卵胞期は対照とほとんど接近している．卵管内膜で

は全周期において対照より劣る．卵胞液では全周期共対

照より良好で周期別の差はほとんど認められない．

　以上を要するにそれぞれのカーブはおおむね上昇して

おり対照との差が時間を経るに従い顕著となることがこ

れらの図により推論できる．
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図21各時間のおける体液混合精子と精液

　　　　との運動率×速度の比率
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nI考　案

　膣内に射精された精子が頚管，子宮を経て卵管に至

り，卵と遭遇し受精卵を形成することはすでによく知ら

れた所である．しかし精子が女性性器道を通過するさい

に如何なる方法で行動するか末た不明な点が多く，趨化

性，趨流性と云う云葉が使用されているに過ぎない．し

かし考えられる方法として

　（1）精子自体で運動して行くこと．

　（2）頚管および子宮の筋運動により吸引されるこ

と．

　（3）　電位差により進入する．

　（4）分泌液による運動の増強

等がある．

　不妊婦人の子宮電図は運動が一定していないため，子

宮内への精子上昇が遅れること，ラッテ子宮内に精液を

注入し，排卵後の時間を追つて受精卵の回収を行うと時

間の経過と共に次第に減少してくる．等の報告がみられ

子宮筋運動により精子上昇も当然考えられる．

　また久布白，小川等は精液および婦人性管のpHを測

定してその差異のあることから電位差によって精子が進

入する，特に膣内と頚管とはpHの差が著しく，その電

位差により精子は上昇して行くものと考えられる．私は

この中精子の生存期間および運動性に精子が通過する性

管よりの分泌液およびその他の体液が如何に影響を与え

るかと云ういわゆる趨化性の一面を観察した．まず婦人

性器内における精子の生存時間についてみると，従来よ

り沢山の報告がみられる．

堀

Cary

Huhner

Reynolds，　Macomber

Rubenstein

Huhner，　Max

Haussmann

NUrnberger

30日以上（頚管内）

80時間（頚管内）

102時間（頚管内）

5時間（頚管内）

2511持間（子宮内）

7日間（子宮内）

71占日間（子宮内）

14日間（卵管内）

また婦人性器内の精子妊孕性保存期間についても48時腿

から30日間までの種六の報告がみられている．

　以上のように長時間の生存および妊孕性保存期間を婦

人性器内では保持出来る．また運動性にっいては精子の

呼吸を運動性は必ずしも一致しないことがR．Kurzrok．

が卵胞液中に精子を入れ，呼吸を測定して元進している

と報告している．最近高木（近日発表予定）も同様の傾向ー

の成績を出し賛同している．運動性についても，Kurzr－

ok等は精液内精子でも洗糠したリンゲル液浮游精子の

何れでも卵胞液を添加した例は対照に比して運動率も高

く，生存期間も延長することを報告している．さらに

Balinは卵胞液，腹水，病的であるべき卵管水腫液を用

いて何れも精子運動性に対して良好な結果を報告してい

る．しかもその効果は特に精子の速度に現れている．勿

論運動性や生存期間の延長にも有効であり，その期間を

2～3倍の約30時間に延長すると言つている．またKu－

rzrokは96時間で大分延長しているが，私の成績は両者

の丁度中間値の60時間で対照30時間の倍となつている．

　他方排卵により排出された卵胞液が卵管，子宮，頚管

を通つて膣内に流出すると考えられているが，事実腹腔

内に注入された物質（油，澱粉，アイソトープ等）が数

時間以後に頚管粘液内に度見されることから裏付けられ，

る．こうしたことから精子の婦人性器内の上昇には卵胞

液が有効に働いていることがわかる．Kurzrok，　R．等吏

精子は多分僅かな細胞内の貯えしか持つていないので大1

部分は精漿および婦人性器内の分泌液中の細胞外栄養に

頼つていると考えている．

　人の卵胞液，卵管水腫液，腹水には精子の運動速度を

増す“energizing物質”を持つていて，精子運動に促進

的に働いているのであらうと考えられている．さてその

物質は何んであるかを解決するために卵胞液を分析して

みると卵胞液の中には種々の物質例えばエストロゲン，

ゴナドトロピン，17－KS等のホルモンおよび蛋白，電

解質，糖類等が含有されているかも知れないが，沢山

の量が必要であるので測定は困難である．Perlo鉦は蛋

白を測定して総蛋白量が4．6～6．79／dl（10側）であり，

アルブミン41．6～48．6％（2．729／dl）でありSchwartzは

27～73％であり血清より高い百分率を持つている．また



、．襲蝋．

血清は勿論のこと私の用いた体液にはすべて蛋白が含ま

れているものと思われる．すなわち卵巣嚢腫，腹永は

Perloffおよび貴家等も報告しているように明かに含有

している．その他頚管粘液，血清（総蛋白量6．5～8．2

9／d1，アルブミン4．6～6．791dl，グロブリン1．2～2．3

9／dl）羊水（0．16～0．7291dl）に含まれているのは勿論

子宮および卵管内膜の組織液にも当然含まれているもの

と思われる．しかし以上のように蛋白の分折を行つても

蛋白の精子運動に対する作用については何等述べていな

い．この点にっいては教室の高橋が種々の物質と精子運

動性との関係を観察している．これによると卵アルブミ

ンでは1091（Uの濃度で僅かに好影響を与えているが，血

清アルブミンでは109～o．0191dlの広範囲の濃度で運動

性延長を認め0．1～0．0191dlでは対照の2倍以上の運

動性延長をみた．グロブリンでもやはり0．01，　0．1，

191dlの濃度では運動性の延長を認めたが，その他の濃

度では影響がみられなかつた．従つて卵胞液内の蛋白が

血清蛋白と同質のものと考えれば前述のような蛋白は精

子運動促進には好影響を与えることがわかる．

　電解質にっいても種々の体液から分折されている．す

なわち細胞液において家蓄では比較的沢山に報告されて

いるが，人ではSchwartzがNaは134～134．5mEq
lL，　Kは4．42～4．68mEq1Lと報告している．血清ではNa

310～340mgld1，　K　18～21　tngldl　Cl　520～630　mg／dl

（NaClとして）等が含まれており，また頚管粘液でもNa

1．75～2．00mEq／L，　KO↓14～0．16　mEq1Lとなっている

が，高橋の研究によれば一定のpH値と等滲透圧下では

その成分の量を変えても精子運動に影響をおよぼさない

ので，体液成分が等滲透圧であることは考えられるので

精子に影響がないと思われる．

　糖類にっいては精液には果糖，その他の体液はブドウ

糖が主である．これらの糖類は精子のエネルギー源とし

て最も重要であることは言を侯ないが，それにはまず精’

子自体が運動するかどうかをみると精漿をリンゲル液で

洗い，ほとんど精子外の栄養を除外しても精子自体は運

動し，呼吸も行つていることから精子細胞中にもエネル

ギー源となる物質が含まれていることがわかる．その物

質は燐脂質であると云われている．しかしこれらの燐脂

質は精子細胞内には少量しか含まれておらず，しかも細

胞外に糖類が存在する時はそれを優先的に利用してエネ

ルギー源とする．すなわち精液内では果糖，婦人性器内

では恐らくブドウ糖であろう．これらの単糖類は精子の

解糖作用によりエネルギ・一を獲得する．しかし高濃度で

は運動に対し悪影響を与える．

　以上のことを考えてみると体液は一定のpH一定滲透

圧と一定の粘稠度の下では精子はよく細胞外液より栄養

（糖類）を摂取して運動をするものと思われる．従つて

病的と思われるトリコモーナス膣炎の分泌液でも精子は

運動性を増していることがわかる．さて精子は射精され

た時は精液中で生活しているが，一度頚管粘液内に進入

する時は精液とは全く異つた環境に裸で入る．すなわち

婦人性器の分泌液の影響をうけることになるので精液洗

瀞後の精子に種々の体液を加えた時の精子運動性が正常

の状態である．そこで精液，体液を加えた時の精子運動

と比較すると何れも前者が良好な結果を得ていることは

婦人性器内では運動性が活渡となり，生卵も延長するこ

とが理解出来る．

結　語

　私は人血清，卵胞液，卵巣嚢腫液，生理的腹水，羊水

卵管および子宮内膜，頚管粘液，トリコモーナス膣炎帯

下と人精子を混合して，その運動性，速度，生存期間お

よび活性度におよぼす影響を調べた．

　（1）　人血清，卵胞液，卵巣嚢腫液，生理的腹水は多

少の差はあるが略同様に精子の運動性，速度を充め，生

存期間を延長する．対照が精液の場合においても対照よ

りそれぞれ良好である．

　（2）　羊水，子宮および卵管内膜もまた人精子に好影

響をおよぼすが，対照が精液の場合は対照と等しいかま

たは多少劣る．

　（3）　頚管米腋は対照が精子でも精液でもそれぞれ対

照より劣る．

　（4）　トリコモーナヒ膣炎帯下では対照の正常帯下中

より良好である．

　（5）　卵胞液，子宮および卵管内膜の月経周期別の差

違はほとんど認められなかった．

　（6）精子運動性0のときの活性度も諸体液によつて

それぞれ良好となる．

　欄筆に当り恩師中島精教授の御指導，御校閲を深謝し

直接御指導下さつた坂倉講師に謝す．また御援助下さつ

た原田（輝武）博士，飯塚博士，高橋博士に謝す．

　街この論文の要旨は昭和33年第3回日本不妊学会総会

に於て発表した．
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The　Study　on　the・Effect　of　Secretion

bf　Female　Genital　Organs，　Amnio－

　　　tic　Fluid，　Human　Blood　Plasma

　　　　　and　Ascites　on　the・Motility

　　　　　　　and　the　Preservations　of

　　　　　　　　　　the　Human　Sperms

　　　　　　　　　　1¢hiro　Mat8i，　］M・　1）●

Department　of　Obstetrlcs　and　Gynecology，　School

　　　　　　　　of　Mediclne，　Keio　University

　　　　　　　（Director：Prof．　K．　Nakaj　ima）

　　　　　The　study　was　concerned　with　human　sperm

motility　in且uenced　by　Various丑uids　such　as　blood

plasma　Huids　in　both　ovarian　folliles　and　cysts，

physiological　ascites，　amniotic　Huid，　cervical　secretion，

vaginal　secretion　with　Trichomonas　Vaginalis　and

tissue丑uids・Of　endometrium　and　fallopian　tubes．

　　　　　For　the　study，　the　mixture　was　made　with

sperms　and　the’ various　kindS’ of　fluids　in　above，

and　gave　the　follgwing　results．

　　　　　1．　Sperm　motility，　speed　and　v垣bility，　were

much　increased　by　human　plasm，　fluids　in　both

folHcles　and　cysts，　and　by　physiological丑uid　in　the

peritoneal　cavity，　than　the　motity　on　non．mixtured

semen　sperm（semen　control）．

　　　　　2．Sperm　motility　is　more　increased　in・am－

niotic且uid，　tubular　and　endornetrial　Huids，　than　in

the　Ringer　solution　used　for　cqntrol．　However

about　same　or　slightly　decreased　motility　was　obser－

ved　compared　with　semen　control．

　　　　　3．Asign伍cant　decrease　of　motility　was

shown　in　cervical　secretion　compared　with　both

control　subjects．

　　　　　4．Vaginal　secretion　of　Trichomonas　Vagi．

na玉s　gave　sperms　better　motility　than　the　normal

vaginal　d泣harge．

　　　　　5．No　signi丘cant　difEerences　were　observed　in

cyc五c　change　of　menstruation，　as　far　as　favorable

effects　on　the　preservation　of　sperm　activity　by

Huid　in　the　ovarian　follicles，　the　endometrium　and

the　fa皿opian，　tubes，　are　con㏄rned．

　　　　　6．Mot三1ity　and　viability　of　non．motile　sperms

Were　activated　by　various　Huids　in　serieS　of　the　study中
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精子呼吸｛対する体液及びi薬剤の影響

Respiration　of　Spermatozoa　in　Various　Media

慶応義塾大学医学部産婦人科教室（主任

　　　　　　局　木　　恒　　雄

　　　　　　　　Tsuneo　TAKAGI

Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，　School　of　Medicine，　Keio　University

　　　　　　　　　　　（Director，　Pro£K．　Nakajima）

1　緒　言

　精子の運動性にっいて，多数の報告がみられるが，呼

吸能については報告は少ない。しかもほとんど大部分が

家蓄を対象として測定しており，人精子ではほとんど見

当らない．

　精子の呼吸能を始めて測定したのは1908年，Warburg・）

によりウニの精子に行われた．その後人工授精に用いら

れる家畜精子に行われ，その主な報告者はEE　Iwanov2｝

T．Ma㎜3），・H．　A．　Lardy1°・14）等であり，わが国において

沌吉川，関根等が豚精子の代謝に対して詳細な報告をな

している．しかし人精子については前述したようにほと

、んどなく，唯V．R（鵬，　E．　G．　Miller＆R．　Kurzrok等4）

坂倉，清永，小川等5）のみである．従つて私の行った体

1液および薬剤の影響等に関する文献は皆無であると思
う，

　さて体液は精子運動性を一般に高めることは．Kurzr－

・okmが卵胞液中に精子を浮游させることにより精子運動

性を高めかっ延長させることを報告しており，松井6）は

種々の体液を混入して運動性の延長を認めている．これ

等のことから精子呼吸におよぼす体液の影響と同時に呼

吸に関与する補酵素の添加の影響を観察したので報告す

．

る．

皿　実験方法

　1．材料

　不妊を訴えて当科外来を訪れた婦人の夫，結婚し正常

分娩にて得たる生児を有する婦人の夫，および，人工授

精に使用する精液提供者からの精液を使用した．

　2．精液採取法

　4日以上平均1週間前後の禁欲期間を置き，滅菌硝子

、肇

容器に用手法にて精液を採取させた．約30分後精液量5

精子数，運動率，奇形率等を算定した．

　3．添加剤

；綴液＿腫＿は開嚥時＿1
別出術後，乾燥滅菌注射器にて吸引し滅菌試験管内に入

れ冷蔵庫に保存するかまたは直ちに実験に用いた．　　　　喜

卵胞液は月緻蹴る婦人で繊F卵日の2一澗’ 1
で明らかに多量に卵胞液を有すると思われる患者の卵巣

より，乾燥滅菌ツベルクリン注射器にて血液の混入なく

採取した．

　血清は20才から40才までの婦人の肘静脈より，血液約　　0

5cc採取し3000～5000回転で遠沈して得た血清を用い

た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』
　（2）薬剤

　結晶ビタミンB1および活性ビタミンB1（C（痴carboxy・

1ase：Thiamine　diphosphate），　ATP，25μMIml　ATP

O．1ml（2．5μM）と7．5μM／ml　DPN　O．1m1（0．75μM）　　メ

と0．1μM1皿l　Cyt㏄hrome　C　O．1ml（0．01垣＞D，との3

者を混じたもの等を用いた．

　4．精子懸濁液の作り方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肩
　まず精液をスピッッグラスに全量を入れ，リンゲル液　　∫

（Krebs　Ringer　phosphate，　C乱を除きpHτ．4～7．6）を

加え毎分1000回転の遠心沈1殿を約5分間行い，上清を除　　　「1

いてリンゲル液を再び加え遠沈を3回行い，精漿と精子

を分離し精漿を除去し，再びリンゲル液約2．2cc中に精

子を浮游せしめ，1ccづっをワールブルグ測定用ゲフェ

ー スの主室に入れ一・方を対照とし，他方に添加剤を入れ　　　］

た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織



欝騨購懸購一騨辮一鐸ノ’綱讐一㌣　‘㌻騨
’

討論1　　　‘

，繧・36・（364）　　　　精子呼吸悶する体液及び薬剤の影響
選：．

置都沈澱させることが出来ず，約113から半数以上も上澄と

W
．
’
鳩
；
才

盟麟罷
㏄

鐵・

ピ
ド
1
‘い

ノ

｝
ー
ー
i
ー
墜

共に流してしまうので浮游精子数は大部少なくなつてい

る．

　従つて残りの0．2ccの浮游精子で精子数，運動率を算

定してこれを基準とした．

　5．測定方法

　ワールブルグ直接法により好気性の条件下で酸素消費

量を測定した，

　（1）卵胞液，血清，漿液性卵巣嚢腫液添加の場合，

まず前記のごとく精子浮游液を1cc入れたゲフェース内

にさらに以上の添加剤0．5ccを加え計1．5ccとした．対

照として他方に1ccの精子浮游液を入れた上に，0．5cc

のリンゲル液を加え同量にした．

　（2）ビタミンB1，　C《）－carboxylase，　ATP単独の場合

は一方に精子浮游液1CCに以上の添加剤5mgを直接に

入れ餉他方に精子浮游液1CCを入れ対照とした．

　（3）　ATP　O．1cc（2．5μM）十DPN　O．1cc（0．75

μM）十Cytochrome　C　O．1cc（0．01μM）添加の場合，

1ccの精子浮游液に以上3者を混入し，対照忙は1ccの

精子浮游液に0．3ccのリンゲル液を加え同量とした．

　以上何れのゲフェースの副室にも10％KOHを0．2cc

入れて主室に発生せる炭酸ガスの吸収をはかった．精子

浮游液および添加剤を加えた精子浮游液入のゲフェース

は3τ度の恒温槽の中で5分間振邊し温度平衡に達した

後，10分間隔で酸素消費量を測定し2時間迄続行した．

1lI実験成績

1．　リンゲル浮游精子

（1）精子数

騨・：㌻㌍一㌍響ト・り

目不妊会誌5巻6号

　リンゲル液にて3回洗條した精子をリンゲル液中に浮．

游さぜるのであるから，その操作中に精子の一部は失わ

れるのでリンゲル液1ccに対する精子を数えると，扱つ’

た精子数は最高10000万／ccで最低は900万／ccであつ・

た．

　（2）運動性

　運動性にっいては採取時すなわち精液中の精子の運動

率は一般に良好で，40～95％で大部分が70％以上の精子

を扱つた．しかしこれをリンゲル液で洗條しさらに遠心

沈澱を行うので精子の運動性は弱まり，リンゲル液中に

浮游させた時には一般に低下しており，その運動率は最

低15％，最高90％を示しているが，213は40％を占めてい・

る．すなわち採取時平均精液量3．9cc，精子数5700万1cc

運動率75％，奇形率12％のものがリンゲル浮游精子にす

ると平均精子数3880万／cc，運動率42％となつた．

　（3）呼吸量

　呼吸量の1時間についての測定値をμZで表わして精二

子数を1081ccに換算し，これをZO2とすれば．最大呼吸

量を示したものは101．18であり最低は3．27を示してい・

る．しかし大部分は30．00以下である．また精液をAB

C群に分け正常の産児を得たことのある妊孕確実者をA

群，不妊患者の中，妻の骨盤内性器に異常を認めたもの・

をB群，妻側に異常が認められず男性側に異常があると

推定されるものをC群とすると，（以上がはつきりしな

いものは除いた），A群では18．89，　B群19．38，　C群：

22．35となつていて正常群であつても必ずしも良好とは二

いえない．

　2．体液添加の呼吸におよぼす影響

　体液は一般に精子運動性および生命延長に効果がある

第1表　リンゲル浮游精子と卵胞液添加と精子の比較
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高　木

㌧ことは前述した通りであり，これらを酸素消費量の面よ

　り観察する．

　　（1）卵胞液

　　卵胞液は排卵時に流出し，一部は卵管内に流入し，卵

子および精子の運動に影響をおよぼしていると考えられ

　’ている．

　　卵胞液添加例は第1表に示すように，対照であるリン

ゲル浮游精子に比して何れも充進していることがわか

る．最高呼吸量はZO291．60であり，最低でも10．46を

，示している．．すなわち平均は対照の2．12倍である．第1

第1図　リンゲル浮游精子と卵胞液添加精子の

　　　　呼吸量（精子数108／cc換算）
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　（2）血清　　　　　　　　…：竃
　血清も卵胞液と同様精子運動性，生命経持に効果的に・・邊

働くといわれており，精子呼吸の面からみた私の成績は弓，

よぱない．10分毎の呼吸量の上昇は大体卵胞液と同様で　．1＞

第2図　リンゲル浮游精子と血清添加精子の

　　　呼吸量（精子数108／ccに換算）
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時間→

了図は10分毎の呼吸量を平均し，かっ精子108／ccの呼吸量

1に換算したものであるが，60分迄は一定の上昇を示し以

後は漸減している．次に精子数とZO2との相関をとる．

’これは全く相関関係は見られず，また精子運動率とZO2

との相関関係もほとんどみられない．なお測定後の精子

1運動率は4例のみではあるが何れも対照より高い．

10　20　30　40　50　60　70　80　90　10〔ト110T20分

ある．（第2図）また測定後の精子運動率を3例にっい

てみるに何れも対照よりやや高い．また卵胞液と同様浮

游精子濃度とZO2，精子運動率とZO2とのそれぞれの

相関関係をみるにほとんど認められない．

　（3）腹水
　生理的腹水添加1例と癌患者の腹水添加1例に実験を

行つた，第2表bのように生理的腹zk添加例は対照より

良くZO244．30を示しているが，癌患者腹水添加例は

18．34で対照に比し低下していることは，癌癌腫瘍が悪

第2表a　リンゲル浮游精子と血液添加精子との比較
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第2表b　リソゲル浮游精子と腹水添加精子との比較
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灘1；⑳例に漿液性卵巣嚢腫液を添加し，対照と同時に呼吸

麗，・を測定した．卵巣嚢腫液も体液であるから当然呼吸に対
ドトじ　パ　ヤ

ジ、して効果的に働くものと考えられる．

瓢・　　　　　　　　　　第3表　リシゲル浮游精子と漿液性卵巣嚢腫液添加精子との比較
㌍

しかしこの場合は

第3表，第3図，にみられる通り，20例中3例（第2，

6，15）は対照のリンゲル浮游精子より呼吸量が低下し

ており，1例（第3）においては呼吸量に変化がみられ，

なかつたが，残りの16例は対照に比して良好であった．

しかし対照より呼吸量の低下している3例は何れもC群三
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第3図　りyゲル浮游精子と漿液性卵巣嚢腫液

　添加精子の呼吸量（精子数1081ccに換算）
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に属していることは面白い．なお測定後の運動率5例に：

っいては対照に比して良い．

　3．薬剤添加の呼吸におよぼす影響

　薬剤は呼吸系の過程に関係を持っ助酵素ATP，　DP

N，Cyt㏄hrOme　C，その蕉性ブドウ酸代謝に関連をもつ・

ビタミンB、を単独および生体内に作用する時の形態であ’

るその燐酸エステル（Co・carboxylase）を用いた．

　（1）ATP
　ATP5mg添加を16例に行い対照としてリンゲル浮一

游精子と比較したが，第4表に示すように何れも対照よ

り呼吸は充進している．

　すなわち対照はZO23．63～51．16平均22・41であり，・

ATP添加例はZO27．94～210．60平均67．67となり対こ

照の3．019倍に呼吸は充進したことになる．

｛
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第4表　リンゲル浮游精子と

ATP添加精子との比較
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　さらにA・B・C群別にみるとA群（8例）は対照に、比

し3．274倍に充進しrB群は1例ではあるが，4．16倍，C

群（7例）は2．41倍となってC群が最も呼吸充進が少な

い．ユ0分毎の呼吸量は第4図に示すごとく対照に比し最

初の30分位に大なる上昇を示し，以後は漸減の傾向を示

している．また精子濃度とZO2の関係をみると僅かで

はあるが，逆の関係がみられ，運動率とは30％以上にお

いてや＼相関がみられる．’

　（2）　ATP，　D　PN，　Cytochrome　C

　ATP　2．54M，　DPNO．75μM，　Cytochrome　C　O．01
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第4図リシゲ・嘩撒子とATP添力嚇子　、箋
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μMの各を0．1ccに溶解し混合して用いた．これらは何

れも呼吸系の助酵素として必要であるので用いてみた．

その結果も何れも呼吸は尤進している．すなわち第5表

のごとく対照はZO、4．41～15．80平均9．30であるが，

添加例は9．80～52．06平均24．21となっており，平均

2．60倍の呼吸充進を示している．A群は2．88倍，　C群は

2．46倍でA群が僅かに充進している．また第5図に示す

第5図　リソゲル浮游精子とATP，　DPN，

　　Cyt㏄hrome　C添加精子の呼吸量

　　　　（精子数108／ccに換算）
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2000

2000

5200

6000

10000

10000

0
0
8
0

2
2
1
6

70

0
6
6
4

浮游精子

　ZO2

9．60

15．80

7．90

8．48

9．60

9．31

4．41

浮游精子＋

3者ZO2

52．06

29．40

39．03

14．80

9．80

10．08

14．30

差

42．46

13．60

31．13

6．32

0．20

0．77

9．89

倍　率 終　了　後
運動率（％）

5．42

1．86

4．94

1．74

1．02

1．08

3．24

1

浮　　　　58
浮十3者50
浮　　　　56
浮十3者56
浮　　　　60
浮十3者18

平均15243 42 9・3・124・2・1・4・9・12・6・

涼畿
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第6表　リンゲノレ浮游精子とビタミンB1添加精子との比較

難培響騨繰響
璽
、
°抵

日不妊会誌5巻6．号

｛白、

塾・・

麟∵

葺1・

罫”

難有

肇
§『仁

例

1
　

馨
｝
驚

く

匿
｝1：・、

緊
匿一

匡㌔

τ、

『

隣
il
・

i
レ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

分類

C

C

C

B

C

C

B

C

C

C

C

C

C

A
C

C

C

B

2・lA

リンゲル浮游精子

（数万1cc）1㌣離

900

1200

1200

1200

1400

1600

1600

1700

2000

2000

2500

2600

2900

3000

3200

3300

3900

5700

7000

8000

8400

56

36

58

64

64

66

62

56

72

60

20

56

42

60

34

60

30

36

34

84

90

浮游精子・

　ZO2

15．88

36．00

21．83

77．58

55．21

64．31

83．81

3129

32．75

22．05

5．88

28．65

13．75

13．10

8．18

17．03

17．00

7．84

16．84

3．27

47．25

浮游精子＋
　BI　ZO2

30．00

67．50

173．82

476．66

183．85

204．06

82．68

100．10

51．45

165．75

114．40

27．50

30．41

33．36

137．81

66．81

97．41

11．66

63．64

44．21

59．58

差

14．12

31．50

151．99

399．08

128．64

139．75

一 1．13

68．81

18．70

143．70

108．52

一 1．15

16．66

20．26

129．63

49．78

80．41

3．82

46。80

40．94

12．33

倍　率

1．88

1．87

7．96

6．14

3．33

3．17

0．98

3．19

1，57

7．51

19．45

0．96

2．21

2．54

16．84

3．92“

5．73

1．48

3．77

13．52

1．26

終　了　後
運動率（％）

浮　　　3
浮十B114
浮　　　2
浮÷B1　0
浮　　　10
浮十B130
浮　　　50
浮十B156
浮　　　20
浮十B128
浮　　　0
浮十Bl　O

浮　　　54
浮十B156
浮　　　32
浮十B146
浮　　　0
浮十B1　0
浮　　　3
浮十B、　3
浮　　　22
浮十B122
浮　　　24
浮十B140
浮　　　0
浮十B、　0

3
1
7
1
6
1
0
1
8
1
8
5
0
5
0

　
B
　
　
B
　
　
・
B
　
　
B

浮
浮
浮
浮
浮
浮
浮
浮

平　　均 3109 54・2129・5・1・・5・84レ6・3413・5871

分迄に急上昇を示す．また測定後の運動率は殆んど対照

に比し差違がない．なお精子濃度および精子運動率と

Zo2との相関は認められない．

　（4）　　Co・carboxylase

　本剤はビタミンB、が生体内に作用する時の状態である

から強く作用すると考えられる．

　私の成績では，第7表のごとく対照リンゲル浮游精子

のZO2，6．89～30．33平均17．18に対し〉（添加例ではZO2

16．81～262．00平均111．τ6となり充進率は6．505倍とな

つて，これ迄のものに比して高率を示している．またA

群では5．18倍，B群では8．92倍，　C群では6．248倍とな

りB群は最高を示している．10分毎の呼吸量（第7図）

も結晶ビタミンB、と同様に最初の30分に急上昇を示しま

た測定後の運動率は対照に比して悪かった．精子濃度お

r

‘

し

ように10分毎の呼吸量．L昇はゆるやかな曲線となつてい

る，精子濃度および精子運動率とZO2との帽関をみる

と例数が少ないので正確なことはいえないが両者共ZO、

との相関は逆相関の傾向がみられる．

　（3）　結晶ビタミンB1

　リンゲル浮游液中に結晶ビタミンB、5mgを混入して

呼吸の測定を行った．第6表のごとく対照のリンゲル浮

游精子はZO，，3．27～83．81平均29．50となりビタミ

ンB、添加例はZO2，11．66～476．66平均工05．84となり

3．587倍の呼吸充進がみられた．

　しかし21例中2例は極く僅かであるが呼吸が低下して

いる．これらは何れもC群である．A群は3．56倍，　B群

は3．65倍，C群は3．64倍で何れの群もほとんど差違は認

められない．10分毎の呼吸量は第6図のごとく最初の30
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42　（370） 精子呼吸に対する体液及び薬剤の影響

加することおよび加えた燐脂質をよく利用し，呼吸およ

び運動を維持することから説明している．しかし動物の

種類によりその利用度も異ることから未だ説明は不充分

である．しかし一般に基質の存在する液中を精子は通過

するのでその糖類の解糖および呼吸より得られたるエネ

ルギーを利用して精子は活動していると考えられてい

る．

　1．　精子の呼吸

　精子の呼吸についてはWarburg1）（1908）が始めてウ

ニの精子に認めて以来，種々の哺乳動物（人，牛，羊，

豚，犬等）の精子にも認められており，その報告は多

い．しかし人の精子についてはぼとんどみられない，本

邦においては坂倉等5）の報告のみである，

　空気中でワールブルグ検圧計を用い，精子の呼吸量を

測定し，精子108個あたりの毎時酸素消費量μZで表し，

これをZO2とすれば11）豚ではZO2＝6．5～16．012），牛

21．01㌔鶏7．014），家兎11．014），羊22．014’であり，人に

おいては工Macleod15）（1939）が始めて報告した時は精

液中の人精子は酸素を消費しないとしていたが，その後

の報告16）（1941）では6例に行つて消費することを認め

ている．Shettles17）も3例に，　V．　Ross，　R．　Kurzrok等4）

は11例に報告しているが，彼等は何れもZO2に換算し

ていない．

　坂倉等5）は28例の人精子を用いて精液中精子および

KrebsRinger　phosphate一液（Ca’を除きpH　7．4～7．6

としたもの）浮游精子を比較して後者のZO2は前者よ

り大であると報告している．私の成績では最大ZO2は

101．18，最低3．2τを示し，大部分は30．00以下である

従つて坂倉等より一般に低値を示している．さらに精液

をA・B・Cの3群に分けて，A群は正常の産児を得た

ことのある妊孕確実者，B群は不妊患者の中，妻の骨盤

内性器に異常を認めたもの，C群は妻側に異常が認めら

れず男性側に異常があると推定されるもの，の3群に分

けるとV．Ross，　R．　Kurzrok等4｝はその呼吸能に差違が

ないとしている．また坂倉等5）はFarrisの分類に従っ

て分類すると精液！cc中6000万以上の精子濃度である時

はそれ以下の低濃度に比してZO、は明かに低下してい

ると述べている．私の成績でも，VRoss等のように分

類を行うと寧ろC群の呼吸が充進している傾向が得られ

た．このことは呼吸がエネルギー源の重要部分を占めて

いない証拠になるかも知れない．

　またリンゲル浮游精子ではあるがFarrisの分類に従

うと94例でA群（6000万以上／cc）13例で平均ZO2，13．54，

B群（4000～5999万／cc）18例平均ZO2，13．67，　C群

（2000～3999万／cc）44例では平均42．97で精子濃度の稀

薄な程，呼吸能の充進していることが示された．このこ

日不妊会誌5巻6号

とは坂倉等5｝がいつているように精漿内精子と同様に浮

游精子においても略同様の傾向を示している．

　さて精子の呼吸にっいては割合に詳細な報告があり，

これらは精液中精子呼吸は前記したように沢山に報告は

みられるが，種々の物質が含まれている精液中では何が

基質となつているかわからないことおよび果糖を含有し

ているため，他の物質を加えてもその作用がわからない・

ため通常精液をリンゲル液で洗條して基質のないリンゲ

ル液中に浮游した精子を用いる．私もリンゲル液浮游精

子に体液，薬剤を加えて呼吸をみた．

　2．体液の精子呼吸におよぼす影響

　体液として卵胞液，血清，腹水，漿液性卵巣嚢腫液を．

加えた．

　（1）　精子呼吸におよぼす卵胞液の影響

　卵胞液は排卵と同時に比較的多量に排出され，卵管内

に流入すると考えられている．従って卵管内に進入した：

精子も当然影響を受けることになるので卵胞液添加の精

子呼吸に対する影響は重要となつてくる．卵胞液の精子

に対する影響はV．Ross，　E　G．　Miller，　R　Kurzrok等4｝’

によつて報告されて以来報告をみていない．唯私の同僚

松井6）が精子の運動性（呼吸と運動性とは平衡するもの

ではないが）の延びることを実験している．そこで精子

に影響を与える卵胞液の化学的成分はPerlo鉦24）による

と総蛋白量は4．6～6．7g／dl，アルブミン41．6～48．6％

（2．τ2～2．76g／dl）Schwartz25｝シま27～73％で血清より高

い百分率を持つている．電解質はSchwartz25）によれば

Na，134，134．5mEqμ，　K　4．42，4．68　mEqμまた糖に

ついてはOdin27）が各種卵巣嚢腫液より分折し，漿液性，

卵巣嚢腫には主にガラクトース，マンノース等の糖が

5．5：4．5位の割合で含まれていると報告しているが，

卵胞液についてもほぼ同様と思われる．運動性に対して

はこれら各種成分が作り出す物理的環境により支配され

ることは，高橋19）が実験していることから前述の種々の

成分がすべて影響を与えると考えられる．しかるに呼吸

は蛋白等の成分により影響されることがあるかも知れな．

いが，少くとも直接のエネルギー源となる糖により強く

影響されろものと考えられる．卵胞液の場合，その中

に含有されている糖が主役を演ずることは疑いないと思
う．

　さてブドウ糖がリンゲル浮游精子に加えられた時は酸

素消費は高度に促進されることを観察しており2°），当然

卵胞液が精子呼吸を充進さぜることは考えられる．事実

私の成績も卵胞液添加例は対照に比して11例全例に呼吸

が元進していることがみられている．また呼吸測定後の

運動率においても観察したものは4例であるが，何れも

対照例に比して高い．従つて卵胞液の場合は呼吸と運動
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率は相関性は認められないようであるが，両者に良影響

を与えることがわかった．

　（2）　精子呼吸はおよぼす血清の影響

　血清添加の影響であるが，運動性に対して効果的に働

くことは松井6）の実験で明らかである．酸素消費の面か

らは報告されていないので私の成績と比較するもめがな

い．7例に行った成績では何れも呼吸が充進しており，

対照浮游精子に対して1．53倍の呼吸の元進をみている．

また呼吸測定直後の精子運動率も3例ではあるが何れも

対照に比して明かに高い．血清の場合も卵胞液と同様な

成分を有しており，総量白量6．5～8．291dlアルブミン

4・6～6．79／dlグロブリン1．2～2．39／dl，電解質はNa

310～340mgld1，　K　18～21　mg／dl，　Cl　520～630　mgld1

（NaClとして）が含まれているが主として血清中のブ

ドウ糖により充進するものと考えられる．

　（3）　精子呼吸におよぼす漿液性卵巣嚢腫液の影響

　漿液性卵巣嚢腫液もPerlo葺24），　Odin27｝，および貴家26）

等が報告しているように卵胞液と略同様の成分であり，

高橋19）の実験による惨透圧の影響を受けない範囲にある

ので，当然卵巣嚢腫液中の糖が呼吸を尤進させることに

なる．唯20例中3例に呼吸の低下がみられた．これは

pH，または滲透圧かが関係しているのではないかと考え

られる．

　なお各1例ではあるが生理的腹水と癌患者の腹水を混

入して測定すると，前者は尤進するが後者は抑制してい

る．癌患者腹水中の呼吸阻害物質があるのかも知れな

い．

　3．薬剤の精子呼吸におよぼす影響

　呼吸におよぼす薬剤としては呼吸に関連のあるTCA’

回路およびCyt㏄hrome系が重要であると考えられるの

で関係ある薬剤が使用され，これらの酵素系を1っiっ

検査して行くべきであるが，この呼吸系に重要な働きを

している助酵素ATP，　DPNとCytochrome系に重要

なCytochrome　Cを混合して用いた．

　（1）精子呼吸におよぼすATPの影響

　ATPはエネルギーを貯蔵する作用を持つているが，

これを分解し多量のエネルギーを放出させる酵素ATP

aseがなければならない．特に解糖作用に重要な働きを

するが，本実験は洗糠した精子であるから糖分は除かれ

ているので精子内の燐脂質が脂肪酸酸化機転によりTC

A一回路に入るのであろうと考えられている．その燐脂

質より脂肪酸アシルCoAに至る反応においてATPが

作用する21）ことから精漿を洗われた精子浮游リンゲル液

はATPを含んでいないので，呼吸が弱くなつている

が，これにATPを添加した私の実験成績のように呼吸

が充進するのは当然であると考える．

（371）43

　（2）　精子呼吸におよぼすATP十DPN十Cyt㏄hr－

ome　Cの影響

　ATP　2・5μM，　DPNO．75μM，　Cyt㏄hrome　C　O。01

μMの割合に混合することは通常呼吸を測定する時に用

いられている．ATPは前述のごとくであり，　DPNは

ビルビン酸を乳酸に移行させる過程に利用されるので直

接関係がないと思われる．しかしCytochrome系の呼吸

は精子において行われているのでCyt㏄hrome　Cが呼

吸に関与していることがわかる．この3者を混合し，浮

游精子に添加すると，6例ではあるが何れも呼吸は充進

している．しかしATPのみに比し幾分弱い．

　（3）精子呼吸におよぼす結晶ビタミンB、およびピロ

燐酸エステル（C（壬carboxylase）の影響

　ビタミンBエは含水炭素代謝特にビルビン酸よりTC

A一回路に入る過程およびビルビン酸より脂肪への転化

等に関すること等22膓はすでに知られている．

　私の実験では前述したように精漿を洗瀞した精子であ

るから糖類は含まれていないと考えているが，幾分かの

糖類が含んでいるかも知れない．その時は糖代謝をビタ

ミンB、が促進的に働き酸素消費を高めることはわかる．

　しかし精子内の燐脂質のみがエネルギー源として存在

すると考えるとビタミンB1は脂肪代謝過程の何れかの部

分に作用しているのかも知れない．

　次にピロ燐酸エステルが単なるビタミンB1に比して明

かに酸素消費が充進しているのは通常ビタミンB1は生体

内に吸収され，肝でエステル化して作用することになる

ので，精子のように単細胞である場合ビタミンB1を投与

してもヱステル化が不充分なので反応が弱いものと考え

られる．

　さらに睾丸中に比較的多量のビタミンB、が含まれてお

り23｝，精子は燐脂質をエネルギー源として利用している

ことからも関連のあることが考えられる．

V　結　語

　慶応義塾大学附属病院産婦人科外来にて採取した精液

を，Krebs　Ringer　phosphate（Ca’を除きpH　7．4～τ．6

とした）にて洗瀧しリンゲル浮游精子とし，これに手術

時に滅菌注射器にて採取した卵胞液，腹永，漿液性卵巣

嚢腫液および血清等の体液，ならびにATP，　DPN，

Cytochrome　C，結晶ビタミンB1，　Co－carboxylase等の薬i

剤を添加し酸素消費量を測定して次の結果を得た．

　1）卵胞液，血清，生理的腹水，漿液性卵巣嚢腫液等

の体液を添加したリンゲン浮游精子は対照のリンゲル浮

游精子に比し酸素消費量は大である．

　2）癌患者腹水添加リンゲル浮游精子は対照のリンゲ

ル浮游精子に比し酸素消費量は少ない．
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44　　（372） 精子呼吸に対する体液及が薬剤の影響

　3）　リンゲル浮游精子および体液添加リンゲル浮游精

子ZO2と精子濃度および運動率とは：相関関係は殆んど

認められない．

　4）卵胞液，血清，生理的腹永，漿液性卵巣嚢腫液添
一加リンゲル浮游精子は呼吸測定終了後も対照の浮游精子

に比し運動率が良い．すなわち以上の体液は呼吸および

運動性の両方に良影響がある．

　、5）　ATP，　DPN，　Cyt㏄hrome　C，結晶ビタミンB1

1Co－carboxylase，等の薬剤添加リンゲル浮游精子も・対照の

リンゲル浮游精子に比し，Co－carboxylaseを第1に，結

晶ビタミンB、ATP単独，およびATP，　DPN，　Cytoc・

：hrome　C　3者混合，の順に酸素消費量は大となつてい

る．

　6）結晶ビタミンB、添加浮游精子は呼吸測定終了後の

運動率は対照と程んど変らず，Co－carboxylase添加浮游

精子は対照に比し測定終了後の運動率は悪い．なお両者

添加浮游精子ZO2と精子濃度および運動率には相関関

係がみられない．

　7）　ATP単独添加浮游精子ZO2と精子濃度は僅か

に逆相関がみられ，運動率とは30％以上においてやや相

関がみられる．

　8）　ATP，　DPN，　Cytochrome　C　3者添加浮游精

子ZO2と精子濃度および運動率とは逆相関の傾向がみ

られる．

　欄筆するに当り恩師中島精教授の御指導，御校閲を深

謝し，直接御指導を得た坂倉講師に謝す．また飯塚博士

の御援助を謝します．
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Respiration　of　Human　Spermatozoa
　　　　　　in　Various　Media

TSU皿eo　Takagi，］yl．　D．

Department　of　Obsterics　and　Gynecology，

　School　of　Medicine，　Keio　University，

　　　　　　Tokyo，　Japan

　　　Using　Warburg　manometer　the　author　obser－

ved　the　oxygen　uptake　of　human　sperrnatozoa　ln

mixture　of　Krebs　Ringer　Phosphate（KRP）solution

and　human　blood　plasma，　fluids　of　ovarian　follicles

and』serous　cysts，　mediuln　containillg　cytochrome　C，

Vitamine　BI　crystal，　various　coenzymes　such　as

ATP，　DPN，　Co．Carboxylase．

　　　BrieHy，　e狂ects　on　oxygen　consumption　of

sperms　can　be　summarized　as　follows．

　　　1．　Sperms　in　KRP　soulution　with　adding　of

blood　plasma，　normal　ascitic　6uids，且uids　of　ovarian

follicles　and　serous　cysts　showed　increased　oxygen

uptake　than　sperms　in　KRP　solution　alone．

　　　2　Sperms　in　KRP　solution　with　adding　of

ascitic　fluid　from　the　patients　wlth　carcinoma　showed

less　oxygen　uptake　than　those　in　KRP　solution　alone．

　　　3．　No　positive　correlation　between　ZO　2　and

sperm　count　or　motility　is　found　in　KRP　soulution

with　or　without　other　medium．

　　　4．　Sperm　motility　is　also　increased　in　pre－

sence　of丑uids　that　increase　oxygen　uptake，　compared

with　KRP　solution　alone．

　　　5．　On　obser▽ation　of　eκect　of　coenzyme　and

enzy皿e，　best　medium　for　maintaining　oxygell　uptake

is　Co，carboxylase　added　KRP　solution　with　adding

of　Vitamine　Bl　crysta1，　ATP　alone，　and　mixture

of　ATP，　DPN　and　cytochrome　C　in　order．

　　　6．No　signi丘cnat　difference　is　observed　bet一
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人卵巣血管系に関する研究

Studies　on　the　Human　Ovarian　Vessels

東邦大学医学部産婦人科教室（主任　林基之教授）

　　　　　川　　本　　　　薫

　　　　　　　Kaoru　Kawamoto

Department　of　ObsL＆Gyn．　Toho　Univ，　School　of　Med，

　　　　　（Director：Pro£Motoyuki　Hayashi）

　　　　　子宮内膜1血管に関する微細構造の研究についてはOk一

巨　監・1・＆E・g1・に働・その詳糸田が発表されて以来・

1｛｝、　　幾多の業蹟がある・一方卵巣血管に関してはFarreの

　　　　研究以来Myrdl，　Andres，　Reynolds，　Delson，庄子，

　　　　南野等の研究が発表されている．すなわちFarreは卵

　　　　巣の動脈は主に卵巣動脈に，　一部は子宮動脈に由来
ド　　　し，両者間には吻合が見られ，そこでは血管は振れた

L　ラセン状を示すことを述べ，M，，、ilは泓内麟動脈

il　　lにMastixharzとWacksを注入して形態学的観察を

［，1　　行い・内精系動脈は6－11本の卵巣枝に分れ・卵巣門

　　　　忙向って束状に間隔を保ちながら走行し，はじめは蛇行
｝　　状であるが，次いで右巻きのラセン状を形成し，一妊娠期

1　繊認められなくなると述べている・ふdres醐鵬
1　　　用い着色アルコール溶液を腹部大動脈より注入して・

i　　　透明標本を作成し，内精系動脈が蔓状および蛇行状を示

『　　すこと，および中子宮動脈としばしば吻合することを述

1　　べ，さらにラセン形態の機能的意義を血流の緩徐化に求

　　　　めた．Reynoldsは家兎を材料としてビニールアセテー

　　　　トを腹部大動脈より注入し，家兎卵巣内にラセン動脈の
1　存在すること柵認した．而してラセン動脈の醐な伸
；・‘

　　　　展は卵巣の全体的増大時にだけ見られるとし，その機能

　　　酌意義は卵巣内部血圧の均等化にあるとした．Delsonは

　　　　人卵巣動脈および子宮動脈にビニールァセテートを注入

　　　　して観察し，卵巣内動脈のコイル形成一伸展一コイル再

　　　形成という正常の可逆的変化が失われて，非可逆的にな

　　　　った時に，その局所の血圧が上昇して漏出液を貯溜せし

』．．　　め嚢胞が形成されるとした．庄子はメタァクリル酸エス

　　　　テルを使用して人卵巣の形態構造を各周期について観察

　　　　し，また排卵期のAcetylcholinの急激な増量は人卵巣

黙
，

内動脈の直線化を起すこととなり，このことは血流を増

強し，圧を高める結果，卵胞内圧も高まつて排卵を誘発

するものと考えられるとし，卵巣内動脈の形態的変化も

Acetylcholin－Esterase系が関与するものと考えられると

述べた南野は家兎卵巣のアクリル樹脂注入による鋳型

標体を作成し，発情期における卵発育のさいと，性腺刺

激ホルモンに対して反応性に起った卵発育のさいとで

は，その卵周囲の血管構成に差異があり，亦その使用

量，年齢差等によつても各々の卵巣1血管の変化がそれぞ

れ異ることを述べた．

　著者は人卵巣をセルロイド注入鋳型標本，フオルマリ

ン加墨汁注入標本，フォルマリン加朱注入標本，透明標

本および組織標本を作成して各時期における主として卵

巣血管系の態度を追及し，その機能的意義を検討した．

実験材料ならびに実験方法

　東邦大学医学部産婦人科教室手術例，および三井厚生

病院産婦人科手術例および剖検例，合計73例にっいてセ

ルロイド注入鋳型標本7例，ブォルマリン加墨汁注入透

明標本16例を作成し，一方墨汁および朱注入組織標本16

例および組織標本34例をフォルマリン固定，パラフィン

包埋し，一部連続切片によりヘマトキシリン，エオジン染

色，銀染色，アザン染色を施し，さらに一部PAS染色

をして，主として卵巣の血管系を中心として検索を加え

た．

実験成績

第1章子宮動静脈内セルロイド溶液注入

による子宮，卵管，卵巣血管の肉眼的所見．

特に相互関係について

、

し
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第1節　緒　言

川　本　　薫

　各種臓器，およびその間の血管群の様相を解明するに

は従来多数の断面により，その血管の走行を順次追跡し
’て模型標本を作成してその間の状態を検索していたが，

近年これら血管像を立体的に解明せんとするため，セル

ロイド，流動性Latex，　Vinilacetat等凝固性物質を用い

てその鋳型標本を作成し，その立体的構造を解明せん

とするこころみが，わが産婦人科領域においても河合

（1952），庄子（1956）仁科（1956）垣見（1959）南野

（1959）渡辺（1960）等により相っいで行われつつあ

り，著者も河合らの方法により，セルロイド溶液を左右

子宮動，静脈より注入して子宮，卵巣，卵管間の血管の

走行を追求した．たさこの方法ではかなり大きな血管相
一

互の状態は解明出来るが，毛細管のごとき細血管まで凝

固物質が注入されにくいため，細小血管の状態を知るに

はさらに後述のごとき他の方法を用いなければならない

欠点がある．

第皿節　実験方法

　白色セルロイド溶液を酷酸エチル，あるいはアセトン

に溶解する．この場合前者の方が後者に比較して蒸発し

にくいから，より便利である．其の濃度は大体薄い水飴

程度を理想とする．赤色色素に朱を，青色色素にはビク

トリャ青を用いた．たさしビクトリヤ青は長期間日光に

さらすと槌色する欠点がある．これらのセルロイド溶液

を別ぺの密封容器に貯臓して必要に応じて使用する．次

に使用臓器は別出後可及的速かに2％クエン酸ソーダ溶

液で子宮動静脈内の血液を充分に洗い流し，血液の凝固

を防ぐ．

　次に写真1のごとき金属注入器で子宮動脈には赤色セ

ルロイド溶液を，静脈の場合は青色セルロイド溶液を，

また子宮腔内には白色セルロイド溶液を大体200～250

mgHgの圧力で注入する．注入は約5分位で一応終了す

るが，出来得ればこれを水中に入れてさらに同じ圧力の

下で約10時間放置する．これはセルロイド固定時の収縮

を出来るだけ少くするためである．これを行わないと

比較的太い血管はセルロイド固定後酷酸エチルの蒸発，

および収縮により扁平になり、真の太さが判定しにくく

なるか，あるいは中空になり破損しやすくなる．セルロ

イドが固定したら，臓器を濃塩酸中に12～24時間浸して

残余の組織を融解せしめ，後水洗してセルロイドのみを

残存せしめて鋳型標本を作成する．

第皿節　実験成績

　一般的に子宮動脈は内腸骨動脈より腹膜下の子宮広靱

帯内を走り，子宮頚部に達して上行枝と下行枝に分れ

写　真　1

（375）47

る．上行枝は3本の終未枝に分れる．すなわち写真2に

示すごとく1枝は内方に走つて子宮底え，また側方えの

分枝は卵管枝となって卵管間膜内を峡部下縁と平行して

走り，膨大部において僅かに屈曲，蛇行して卵巣動脈か

らの卵管枝と吻合する．Kneerは卵管枝は卵管膨大部の

購、

磯

写真2　セルロイド注入標本

鍵

細部の側方より卵管内に入るといっているが，われわれ

のセルロイド標本においてはそれがはつきりしないが後

述の墨汁注入標本では明瞭に認められる．第n枝とし子

宮頚部の高さで卵巣枝が起り，上行して卵巣間膜を通

り，卵巣動脈の終末枝と広汎に吻合し，写真2，3に示

すごとき卵巣動脈弓を形成する．第班枝は子宮円靭帯内

を上行し，腹壁内で下腹壁動脈と吻合する．一方下行枝

は子宮頚部，膣部に向つて数多くの分枝を出し迂曲，曲

折して広汎に分布する．一方子宮静脈は子宮壁中の海綿

静脈腔から発し，子宮外側部に集り子宮底部，子宮頚部

‖
℃
－
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写真3　卵巣血管ラセン状走行，、蛇行，

　　　　　屈曲を示している

の高さでそれぞれ吻合しているのを見出す．また頚部の

高さで子宮を去り，そこで可成り太い静脈叢を形成し，

卵管間膜内において卵巣静脈と吻合し，また卵管筋層内

より数多くの細枝と吻合して子宮静脈，あるいは卵巣静

脈に注ぐ様である．次に子宮体部，頚部，卵管，卵巣に

おける．子宮動静脈の形態について観察すると，写真2

4，5，のごとく体部では子宮底部，卵管角部に動脈は

著明に発達し，典型的なラセン状を呈し，原則として左

写真4　子宮底部血管群：高度の

　　ラセン状を示している

右吻合を認めない．頚部，卵管ではラセン状を示さずに

迂曲，屈折が著明である．一方卵巣に入る血管は前述の

ごとく卵巣動脈と子宮動脈の卵巣枝とにより成つている

が，卵巣動脈は卵巣門のタトで通常2つの分枝に分れ，1

っは子宮動脈卵巣枝と吻合し，その途中より卵巣内に侵

入する分枝を出して卵巣底部え向う．他の一一つは直接卵

巣内に侵入し，第2，3分枝を出しっっ走行する．卵巣

内に入ったこれら卵巣動脈は直ちに卵巣髄質内に入り，

90℃に近い屈曲をなして頭，尾の方向に向い，何れも卵

巣髄質内を卵巣の長軸の方向に極めて顕著なラセン状を

なして走行し，かつ末梢に向い漸次その管径を減じて行

く（写真3，6），この動脈のラセンの形態は常に均等で

日不妊会誌5巻6号

写真5　子宮卵管角部血管群の発達は著明である
＾

灘漂

写真6　卵巣動脈血管：高度の蛇行，屈

曲が見られ且つ末端に行くにつれて徐々

に細くなつている

はなく，かっ必ずしも全経過に互ってラセン状を示さず

単に高度の蛇行，あるいは屈曲，波状走行を示すのみの

部分も少なからずある（写真6）．また黄体期，白体存

在部附近においてはこれら血管の細小化乃至消失が見ら

れ，血管腔の縮小乃至閉鎖が想像される．

　子宮静脈はラセン状を呈することなく，卵管および卵

巣において静脈叢を形成し，子宮体部においては側壁に

静脈が集合し，静脈叢を形成する．この様に子宮動脈枝

は子宮内膜と同様に子宮筋層内においても可成り著明に

ラセン状を呈し分布することを知つた．また子宮静脈と

卵巣静脈との間では可成り著明な吻合が見出される．こ

れら動静脈の形態の差異は各時期によつて多少の差はあ

り黄体期にはその変化は著明になり，増殖期には軽度で

あるが本質的な差はないようである．

　以上セルロイド溶液注入標本は比較的大きな血管は，

良くその形態を把握することができるが，直径0．5－0．3

mm以下の場合は注入操作を慎重にしても注入圧，およ

び粘稠溶液等のために血管壁を破綻させることなく末端

部迄注入させることは困難である．これを補う意味で墨

汁，朱等色素注入標本を作成して毛細管乃至細小血管の
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状態を検索した．

1－・宍演£窒一聞漂㌍　3’　、ξ摺・酬”　・さ謬；　ζジ

第2章墨汁注入透明標本による血管の観察

第1節　緒　言

川　本　　薫

　血管内に各種色素，例えば墨汁，朱等を注入してその

血管，特に毛細管，あるいは栄養血管の走行を検索ぜん

とするこころみは古来幾多先人の輝しき業蹟の一つであ

る．この方法は前述の鋳型標本とは異り，鋳型標本では

現われない細血管の状態をつぶさに観察することが可能

である．著者は各周期における卵巣内動脈の状態を追求

した．

第－節　実験方法

　子宮，卵管，卵巣，および卵管間膜の完備せる手術材

料，および剖険材料を別出後可及的速かに子宮動脈より

2％クエン酸加生食を注入して血管内血液を充分洗い流

して血管内凝血による栓塞を防止して後，直ちに良質の

墨汁にフォルマリンを加えた溶液を子宮動脈より注射器

にて除々に注入する．注入により墨汁は血管内を急速に

伝播するのが肉眼的に明瞭に認められるが，このさい圧

力を強くすると毛細管を破綻して周囲結合織内に墨汁が

浸潤して爾後の血管の検索を不可能にするので注意を

要する．墨汁注入後は子宮動脈，卵巣動脈をそれぞれ

結紮して10％フォルマリン溶液に固定し，完全に固定

したならば，脱永の目的でこれを70％アルコール溶液中

に2日間浸し，さらに無水アルコール中に2日間浸して

後，濾紙で余分のアルコールを吸収してから，キシロー

ルに2～4日間浸すと完全に脱水された組織はキシロー

ルによつて完全に透徹され，アメ色となつて組織内の墨

汁の入った血管が透明組織を透して認められるようにな

る．

第皿節実験成績

　卵巣内血管の透明標本による観察は卵巣実質それ自身

の結合織の増強により，卵管，卵管問膜におけるごとく

鮮明にはその状態を追求することは困難であり，特に写

真ではその状態を示し難い．（写真τ）．

　卵巣内動脈は成熟期においては明らかに周期的変化を

示し，卵胞期においては卵巣門部動脈は末梢動脈に比し

てラセン状傾向を強く示すが，排卵期に近づくにっれて

卵胞に直接関係すると思われる卵胞附近に達する血管は

全長に互りラセン傾向が失われ，直線化乃至蛇行傾向を

示す様になり，同時に管腔の増大が見られ，血流の増加

が考えられる．一方黄体期に入るとラセン状走行が再び

見られるようになるが，黄体後期になるにっれて黄体部

附近の血管の細小乃至消失えの傾向が見られる．また妊

，・
．

，

（377）49

写真7　墨汁注入透明標本，卵巣内血管は

　　　この写真でははつきりしない

ひ，璽お

娠時においては特に早期ではラセン傾向が著明に見られ

る．閉経期後では卵巣血管は減少し，かつラセン状は一

般的に消失し，痕跡的となる．

第3章　一般組織標本および墨汁，朱注入

　　組織標本による卵巣内血管の観察

第1節　緒　言

　前述の鋳型標本は主として卵巣外血管および卵巣内粗

大血管の状態を検索するに適し，一方墨汁注入透明標本

は卵巣においては結合織の増強により，卵巣内細血管の

状態を詳細に透化観察するには他臓器に比して梢難があ

ることはすでに述べた通りである．従ってこれらの方法

によって得られた所見をさらに確認させるためにはパラ

ヲィン切片による組織標本によってこれを追求，検索す

る必要がある．特に血管内に墨汁または朱を注入して，

組織標本を作成し，該血管の動静を確実に把握すること

は卵巣の周期的変動を動的，かつ機能的に追求する上に

欠くべからざることである．かかる見地から著者は人卵

巣の組織標本を作成して検索を加えた．

第2節　実験方法

　東邦大学産婦人科教室および三井厚生病院産婦人科に

おける各種疾患患者手術例計50例の卵巣について，その

うち16例は別出後直ちにフォルマリン加墨汁または朱を

子宮動脈枝，あるいは卵巣動脈より注入してさらに10％

フォルマリン固定し．残りの34例は別出後直ちに10％フ

ォルマリン固定し，それぞれパラフィン包埋により，ヘ

マトキシリン，エオジン染色，アザン染色，ヴァン，ギ

ーソン染色，鍍銀染色を施し，一部Pas染色，ムチカ

ルミン染色を施して検索を加えた．なお標本によつては

一部連続切片を作成して主として血管の走行を追求し

た．また鍍銀染色は渡辺氏の提唱する貼り付け鍍銀法に

よつた．すなわちその染色法を要約すると

議
パ
．
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1）脱パラフィン後，蒸溜水で洗う

2）　0．5％過マンガン酸カリ液に2～3分間ひたす．

3）流永で洗つて蒸溜水を通す

4）　2％蔭酸に2分間入れる．

5）流水中で5～10分間洗い，後蒸溜水を通す．

6）　2％鉄明馨液に40～50秒ひたす．

7）流水中に3～5分水洗する

8）　蒸溜水に2分間づっ2回ひたす．

9）アンモニヤ銀で鍍銀する．（10～15分位）

10）局方アルコールに1秒位ひたす．

　ユD迅速にフォルマリン液に1分以上ひたす．

　ユ2）流水中で十分水洗し，後蒸溜水で洗う．

　13）0．2％塩化金に入れる．

　M）蒸溜水で洗う．

　15）2％蔭酸に2～5分間ひたす．

　ユ6）流水でよく洗う（5分位）。次いで蒸溜水を通す．

　17）596ハイポに5分位入れる．

　18）十分水洗した後，アルコールで脱水，キシロール

で透徹の上封入する．

第3節　実験成績

　卵巣供給血管として卵巣門より卵巣幹動脈が卵巣実質

内に侵入して卵巣に機能を営ましめていることは前述せ

るごとくである．これら血管はその構造において特殊な

血管であつて，一名閉鎖血管（Sperrarterien）とも呼ばれ

ている．従来大循環系に属する血管群はいわゆる筋性型

の動脈で，中膜の厚い輪状平滑筋線維からなり，内タト弾

性線維の発達が著明であるが，卵巣動脈ではタト弾性線維

は極めて微弱，乃至は消失している，一方内皮細胞直下

に縦走平滑筋線維が認められる．一般に身体各部の器官

には血行調節をなす特殊構造の血管の存在することが古

くから論議せられており，すなわち肝臓，甲状腺，副

腎，胎盤絨毛，陰茎海綿体等の諸器官に内側の縦走筋層

によつて特徴づけられる血管が存在し，その縦走筋の異

常な発達は血管内腔を狭め，あるいは完全に閉鎖して血

行の調節をなすことが記載せられている．卵巣において

も亦例外ではない．この縦走筋の発達の程度は種々で，

単に血管内腔を均等に取巻く一連の筋細胞として認めら

れるか，あるいは半月状に内腔に隆起して認められる場

合が多い（写真8）。このことは縦走筋は必ずしも内腔一

面に存在するのではなく，局部的な場合も少くないこと

を示している．またこの縦走筋を連続切片により追跡し

て見ると，必ずしも縦走ではなく，斜走，乃至はラセン

状を示しているのが少くない．このことは最内側にある

縦走筋が何等かの原因で収縮した場合には，血管は振れ，

ラセン状になり，さらに内腔の縮小が起ることが容易に

」’　o　⇒

㌣　　㌍　’へ餅呈‘石

日不妊会誌5巻6号

写真8　縦走筋の発達は一様でなく，部分的で

あり，その為横断面で見ると凹凸が著明である．

想像出来る．この様な重要な意義を持っ縦走筋層が果し

て内膜に属するものか，あるいは中膜に属するものかは

一
概には結論し得ないが，これをエラスチカ・ヴァンギ

ー
ソン染色で見ると縦走筋の出現と共に弾性線維は数層

に分れ，さらに一部においては縦走筋層の外側により著

明に見られることから，縦走筋は内膜に属するものと一

応考えられる（写真9），この様な閉鎖血管はまた動，静脈

　　写真9　エラスチカ・ザァンギーソソ染色

内弾力線維は数層に分れ，縦走筋内に分布して）・る

写真10　血管外側部に神経細胞と思われる

　　　　　　集団が見られる

競難
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｛吻合部にも見られるものであり，かつ該部は神経細胞の

著明な発達が見られる（写真10），卵巣にこの閉鎖血管の

発達が極めて顕著であることは排卵現象を営み，かつホ

ルモン産生臓器としての卵巣の機能を解明する上に重要

なことである．卵巣血管は写真11のごとくある一つの切

写真11　ラセン状走行を示しているのが分る

片で見ると，その横断面が多数集合しているが，これを

連続切片で追求するとラセン状を示している血管である

ことがわかり，このことは鋳型標本，および墨汁注入透

明標体の所見と一致する．

　このラセン状血管は上述の内縦走筋の見られる閉鎖血

管であるが，この血管が何等かの機転で閉鎖されるとそ

’の血管の潅流部位の変性，壊死が起ることが考えられ

る．前述せるごとく卵巣のセルロイド標本では血管の発

達が部位によりそれぞれ異ることを述べたが，卵巣の血

管に墨汁を注入して後，これの組織標本を作成してみる

と，写真12の左半分のごとく墨汁は未梢血管にまでよく

写真12　動脈内墨汁注入組織標本　H．E．

染色左半分のラセソ状血管内には墨汁の黒

色色素が認められるが，右半分の血管内に

は墨汁は認められない．且つ一部内腔の閉

鎖が見られる．右上及び右下は白体

侵入しているのが見られるが他方写真右半分の血管のご

とく墨汁が入つてない血管が見られるのがある．この様

（379）51

な血管ではその血管壁の肥厚乃至閉鎖が見られ，そのた

め墨汁が入らないことが明らかである．写真13に見られ

る血管はその大部分が閉鎖しているのが分る．

写真13　動脈内腔は大部分閉鎖している，

　　　　　縦走筋の肥厚が著明

　この様に一つの卵巣の中でその部位によつて血管壁の

態度，換言すれば主として縦走筋の収縮による内腔の縮

小，閉鎖等の変化の程度が種々あることはこれら㎡管の

反応が部位によりそれぞれ異ることを推定させるもので

ある．一般に血管腔の縮小，閉鎖は白体，黄体末期等す

でに変性，壊死に陥った，または陥りっっある部位に観

流する血管郡に見られる（写真12）が，このことは白体，

または黄体末期等ではすでに該部での血流の停止，著減

が起つており，その部位の機能が廃絶しつっあることを

示し興味がある．なおこの様に血管腔の縮小，乃至閉鎖

が見られる場合には同時に多かれ少かれその血管壁の特

に中膜筋層のピアリン変性が見られるのが多い様である

（写真14）．この場合血管周囲の細胞浸潤等の炎症性変化

写真14　閉鎖血管中膜のビアリン変性が見

られる　縦i走筋の収縮による内腔の縮小が

著明．周囲に細胞浸潤はない．

は見られない．L4sz16，　F6h6r（1959）はこの様な卵巣血

管の反応をEndoarteritis　obliteransとし，炎症性として

嚢腫の成因に密接な関係ありとしているが，前述せるご
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とく卵：巣の血管は閉鎖血管という特殊な血管であり，普

通の血管とはその構造を異にし，かつ機能的にも大なる

差異があるので，この変化をもつて直ちに従来の血管病

変のKategorieの中に入れることは危険であり・むしろ

誤つていると考えてよいと思われる．一方排卵期，妊娠

黄体等の場合にはそれに潅流する血管群は著明に拡張し

かつ閉鎖血管壁の肥厚，特に内縦走筋の肥厚等はほとん

ど見られないか，また見られてもその程度は極めて軽微

である．（写真15，16）。このことは血流の著明な増加と

写真15　妊娠黄体（左半分）に灌流する

　　血管は著明に拡張している．

写真16血管壁の肥厚は全く見られない．

　内縦走筋の存在は殆ど認められない

相まつて潅流部位の機能的活性度の尤進を推定させるも

のである．これら血管のさらに末梢部位である毛細管に

っいて見ると卵胞期においては，特に初期では願粒膜層

の毛細管は豊富で，これを鍍銀染色で見ると，写真1τの

矢印の所に見られる様に，一部毛細管の顯粒膜層内開放

が見られ，卵胞との間に諸成分の直接的な交流が想像さ

れる，

　また黄体について述べると，まつ卵巣黄体の発生に関

してはVan　Baer（1827）の結合織説，次いでBischo鉦

（1842）の上皮説，Waldeyer（1870）の混合説等があつ

て，爾来幾多先人のこれに関すジ業蹟があるが，未だ定

一’ ・戸次　」’　　〔r｛ご｛．　rρ☆舌β

璽騨『
日不妊会誌5巻6号｝

説を見るに至つてない．著者は黄体形成の初期像からそ’

の完成に致る段階を追求し，願粒膜細胞，内爽膜細胞の1

態度を検討した．すなわち黄体形成初期においては穎粒

膜細胞層の外にある内爽膜細胞層が肥大し，毛細管の拡

張，増加が見られるが一方願粒膜細胞は一部変性に陥

り，核濃縮像の見られるのもある（写真18）・

　　　　　写真17鍍銀染色
上部は願粒膜層，矢印の所が毛細管の一部

　開放が見られ，液の交流が推定される

灘‖’ 灘雛講 鍵懸
　　灘
　　癒津，

写真18　願粒膜細胞層の萎縮と泰膜細胞層の

　　肥大及び毛細管の増生が著明である

写真19爽膜細胞層の肥大，願粒膜層の変性，

　剥脱と同時に境界線維層が出現してくる
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　これがさらに時期が進むと爽膜細胞層はますます肥

大，増生して，その間に毛細管，および小血管の侵入が

・はっきり認められるが，願粒膜細胞層はますます委縮し

て，一部変性，剥脱し，同時に紡錘形細胞の増生が見ら

れ，かっ一部硝子様物質が認められるようになる（写真

19）．

写真20　鍍銀染色，頼粒膜組胞層内には鍍

銀線維は侵入しなく，内芙膜組胞層との間

に明確な一線を劃している．

磁“

驚
　’欝
　裟

鰹
鎌議

難灘鍵

写真21鍍銀染色，黄体細胞内には銀線維の著
明な侵入が見られ，同時に小血管が存在する

　これらを鍍銀染色で見ると，写真20のごとく鍍銀線維

（格子線維）は爽膜細胞層には著明に見られるが，頼粒

‘膜細抱層内には決して侵入していないのが分る．一方黄

体の格子線維は写真21のごとく，黄体細胞間に著明に認

められることから，黄体細胞は願粒膜細胞が黄体細胞化

するのではなくて，爽膜細胞が黄体細胞化することが略

確実であることが分る．従つて黄体の発生説として結合

織説が正しいと考えられる．黄体末期になると黄体細胞

間の血管壁杢遂次変性し，管腔の閉鎖が見られる．

　以上卵巣血管系，特に動脈の態度が各周期によってそ

れぞれ異るのが分り，排卵，出血に重要な意義を推定さ

せるが，一方静脈系もこれに劣らずかなり重要な役割を

演じていることは，次の小実験によつても明らかであ

・・∨」 ：興寧
　　　　　　’、w宮

　　　　　　　濱

　　　　　　　　s
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写真22　卵巣門血管を圧迫すると卵胞周囲特

　に爽膜細胞層に出血が一様に認められる

灘糊、

写真23　卵胞周囲の血管の著明な拡張，充血が

見られ爽膜細胞層の出血が著しい．同時にそれ

に接する穎粒膜細胞層の剥脱が認められる．

覇

る．すなわち卵巣門血管を一時的に圧迫して血流を止め

ると，動脈はなお幾分開通しているに反し，静脈は完全

に閉鎖されてしまう結果，写真22，23のごとく卵胞周囲

の毛細管の拡張，充血と同時に溢血が生じて来，さらに

続けるとそれに接する穎粒膜細胞の剥脱が起つてくるの

が明らかに認められる．この様に卵胞内，および卵胞周

囲に見られる出血が静脈の閉鎖ということによつても起

ることは実験的に証明されたが，実際に生理的に見られ

る排卵，出血現象が果してこの様な血流の変化のみによ

つて起るものか否かにっいては問題のある所である．し

かし卵巣静脈壁にも動脈壁と同じく何等かの血流調節機

構が存在するであろうことは想像せられる．そこで卵巣

実質内の静脈について，特にその壁の形態にっいて検索

して見る必要がある．

　まつ卵巣静脈に墨汁を注入して組織標本を作成し，静

脈血管を一層確認しておく．この様にして静脈を検索す

ると，比較的大きな静脈に写真24に見るような弁膜様な

填毛が見られることが稀でない．かつこの填毛基質内に

は小血管およびリンパ間隙が認められることはこれら管

W
「



45

苦
竃
に
鐵
、

・’　叶巳蕊　嗣騨　．鱒・が　弔’　㌍　輔こ蜘剖渓井・糊蘇騨、苛，・隈・・

　（382）　　　　　　　　　　　　　人卵巣血管系に関する研究

　　　写真24　卵巣静脈墨汁注入標本

静脈の弁膜様填毛，右上隅に墨汁が見られる墳

毛申心部に血管，周囲にリソバ間隙が見られる

灘

腔の充血，貧血，腫張，萎縮等によつて填毛の膨張’縮

小が起ることが考えられ，静脈における一種の閉鎖組織

と見倣すことが出来る様に思われる．このように静脈に

も動脈における閉鎖血管と同様に血流調節装置があるこ

とが分るが，これら動，静脈の拡張，閉鎖等により卵巣

実質の充血ならびに浮瞳，卵胞の増大，卵胞出血，卵胞

嚢胞形成，卵胞破裂等を引き起すものと思われる．

結　論

　卵巣動脈は卵巣門の外側で通常二っの分枝に分れ，一

っは子宮動脈卵巣枝と吻合し，その途中より卵巣門に侵

入する分枝を出して卵巣底部え向う．他の一っは直接卵

巣内に侵入し，第2，第3分枝を出しつつ走行する．こ

れらは通常卵巣の長軸の方向にラセン状をなして走行す

るが，その形態は必ずしも均等ではなく，単に高度の蛇

行，屈曲を示す部分もある．これら卵巣内動脈は成熟期

においては明らかに周期的変化を示し，卵胞期ではラセ

ン傾向が強く，排卵期に近づくに従って卵巣に潅流する

血管はラセン傾向が失われ，直線化乃至蛇行傾向を示

し，同時に管腔の増大が見られる．黄体期に入ると再び

ラセン状走行が見られるが，黄体末期では血管の細小乃

至消失の傾向が見られ，閉経期後では一般に消失し・痕

跡状となる．

　このように機能的に活溌なる活動をなすこれら血管は

内腔に縦走筋の走行する閉鎖血管であつて，縦走筋の肥

大，収縮弛緩等により血管のラセン形態，蛇行直線

状をそれぞれ示し，また内腔の縮小，閉鎖を示すに至

る．このような血管壁の反応の差異は部位によりそれぞ

れ異り，白体，黄体末期等その部位の機能が廃絶しつつ

ある所に潅流する血管群には内腔の縮小・閉鎖が見ら

れ，血流の著減，停止が起つている・この場合同時に中

膜筋層のピアリン変性が見られるのが多い・さらに毛細

管につて、・て見ると，卵胞期では穎粒膜細胞層に接して毛
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細管の開放が見られ，直接的な液の交流が考えられる．

　一方卵巣静脈系にっいても比較的大きな静脈に弁膜様

の填毛が見られるのがあり，これら填毛基質内には小血

管，およびリンパ間隙が見られ，この拡張，収縮により

填毛の膨脹，縮小が起り，静脈の血流調節装置としての’

役目を果していると考えられる．

　このように卵巣動，静脈の血流調節装置が極めて著明

に発達していることは，卵巣実質の充血，浮腫，卵胞出

血，卵胞破裂等一連の生理的変化発現の主要因をなして

いると考えられる，

　稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導，御校閲を賜つ’

た恩師林基之教授に衷心より感謝すると共に，種々御指

導及び材料収集，その他に尽力された三井厚生病院産婦一

人科部長河合信秀博士及び同病院産婦人科諸先生，更に

東邦大学産婦人科医局諸先生に厚く御礼申上げる．

　本論文の要旨は第6回日本産科婦人科学会総会にて発

表した．
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人精子の解糖作用について

The　study　on　the　glycolysis　of　human　sperm

慶応義塾大学医学部産婦人科教室（主任　中島精教授）

　　　　　　蔵　　本　　　鄭

　　　　　　　Tikashi　Kuramoto，　M．　D．

（from　Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，　Keio　University，　Tokyo，　Japan）

緒　言

　不妊症における男性不妊の要因が重要視される今日，

精液の質の評価がたとえそれが受胎性と関連づけるに

尚早であるとしても一応の根拠として考えられるべきこ

とは論を侯たない．精液の質の評価に使える手段として

は細胞学的ならびに物理化学的な方法があるが，前者に

属する精子濃度の測定，精子の異常型の分類計測，細菌

学的検査，生体死体染色法による死亡精子出現率の測

定，運動力，精子の子宮頚管粘液貫入検査等の研究は比

較的多く，諸種臨床データと関連してその不妊症におけ

る意義からひいては改善に迄発展される段階にある．然

し乍ら後者の一面として精子運動のエネルギー源である

精子代謝に関する研究は1908年Warburg1）によりウニの

精子の呼吸能が測定されて以来，Ivanov，　E　E　2）（1936），

Redenz，　E．3）（1933），　Mann，　T㌧4）（1945）等により，比

較的低級なる動物において散見するのみで人精子におけ

る研究は極めて少く特に受精障害を訴える精液にては稀

であり，1941年Ross，　V，　Mnler，　E　G，　Kurzrok，　R　8｝

等の報告を見るのみでわが国においても吉川9），関根1ω，

中尾11・12）等による豚精子の代謝に関する詳細な報告等が

あるが，人精子に関する報告は坂倉，清永等工3）の呼吸に関

する研究以外未だ見当らない．精子が運動するさいのエ

ネルギー源たる代謝課程は呼吸と解糖系であり特に無酸

素条件下では解糖作用のみがこれに与り，有酸素条件下

では呼吸も関与するが，解糖系の優先することがMacL

eod，エ14｝（1939），　Ro…括，　V，　Miller，　E　G．，　Kurzrok，　R　8）

（1941）等の研究により知られている．この雄i性副性器

官中（主として精嚢）に否まれる糖は古くはブドウ糖と

考えられていたが，1933年山田17｝の指摘の後，1945年

Mann，　T　4－7）によりD一果糖なることが明らかにされさら

に1951年五島，鵜上18）によりPaper　chromatographyで

果糖なることが確証された．この果糖はFructokinaseと

ATPにより燐酸化を受け精子に取入れられEmbden－

Meyerhof系の課程を経て分解されて乳酸を生ずる4），

　果糖分解の速さと運動力ある精子の濃度との間に正の

相関があることがAnderson19）（1946），　Eichenberger＆

Goossens20）（1950），　Bishop　etc2u（1954）1等によりウシ，

ヒトの精液の研究で確められ，また人におけるある種の

受精不全の場合に果糖分解の速度の低下がDavis＆Mc

Cune22）（1950），Birnberg，　Sherber＆Kurzrok23）（1952）

等により観察されているが，著者は人精子密度が低く果

糖含有量が高いと云う生理的特殊性より，なお解糖作用

表示の的確であると思われる乳酸生成量を測定すること

により精子の他の諸因子との関係および諸種組織液の解

糖作用におよぼす影響等にっき考究を試みた．

1　実験材料ならびに実験方法

　実験に使用せる精液は不妊を主訴として慶応病院産婦

人科家族計画相談所を訪れた患者の夫精液，’人工授精使

用精液，ならびに研究用に購入ぜる精液である．卵胞

液，卵巣嚢腫液は手術患者より，血清は任意提供者より，

ATP製剤はアデボス（興和化学）を用いた．

　まず禁欲期間4日以上の男子より用手法にて精液を滅

菌硝子容器に採取，一定時間静置後融解を起せる精液に

Krebs－Ringer・Bicarbonate24・25）（精子運動を阻害するカル

シウム，イオンを除きpH　7．4～7．6としたもの．以下

KRBと記す）を加え，約900～1000回転にて3回遠心

沈澱の操作を行つて精子と精清を分離し，5％の割でブ

ドウ糖を加えたKRBにて浮游精子を作製後，　Warb1江9

装置gefassの主室に1cc取り，なお別のgef酪sに対照

としてブドウ糖添加KRBのみを1cc取った．

　なおこのさい，浮游精子中の精子濃度および運動率を

同時に測定した．

　Warburg恒温装置にて37℃を保ち乍ら一定時間振盟

後，各液を試験管内に移し，以後Bark任Summerson（以
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下BS法）のHydroxydipheny1法26｝にて化学的に乳酸量

を測定した．すなわちio％トリクロール酷酸溶液による

i除蛋白，水酸化カルシウム粉末添加による干渉物質の除

去，20％および4％硫酸銅溶液の銅イオン附加，濃硫酸

加熱下添加により生じたアセトァルデヒドにp・hydrox予

dipheny1試薬を加えることにより呈色反応を起さしめ，

被検液透過率を550mμ波長下光電比色計で求めてさら

にその逆対数値を求め．予め作製せる標準曲線より乳酸

量を算出，この値を精子1億1時間当りの乳酸量に換算

してこ縫z手俵わした

II　基礎実験成績

＿．t“ ・・ 藻言（“　ロ「ぬ　　・、・べ｛臭㍉　い　贈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溺

（385）57

　2　無酸素条件下および有酸素条件下の乳酸産生量

　5％ブドウ糖添加浮游精子を作製，これを2分して

各1cc宛gef蓋ssに取り，キップの装置を用いてガス交

換を行ったすなわち一方（A）へはN2（95％）CO2

（5％）の混合ガスを他方へは02（95％）CO2（5％）

の混合ガスを通して前者（A）を無酸素条件（anaerobic）

後者（B）を有酸素条件（aerobic）とした．その後，恒

温装置内で振鐙，BS法で乳酸量を測定した．6例の精

子浮游液における実験の結果は第2表のごとくである．

第2表　無酸素条件下（A）及び有酸素条件下

　　　　　　（B）の乳酸産生量

’　褒1
　　ヨ

　1　基質を果糖にした場合とブドウ糖にした場合との

ユ七較

　KRBを加えて3回遠心沈澱洗潅し精清を分離せる精

子に再びKRBを加えて浮游精子を作製，これをスピッ

ッグラスに2分しそれぞれ1cc宛取つた．このさい浮游

精子の精子濃度，運動率を同時に算定した．スピッツグ

ラスの一方ヘブドウ糖0．19（A），他方へ果糖0．19

（B）を添加しさらにBlankとしてKRBlccを別に
取った．

　以上3個の試料をWarburg恒温装置内で振還しBS

法で乳酸量の測定を行った．
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精子数運動率｝
（万1cc）　・％）

Z芋（m・％）

A B

4000

6500

1000

1500

2500

2000

5
0
5
5
5
0

7
2
2
7
5
4

17．5

20．8

36．0

31．1

14．4

50．0

14．5

15．1

28．9

22．5

11．0

39．1

B　（％）
A

82．9

72．6

80．3

72、3

76．4

78．2

第1表　葡萄糖基質（A）と果糖基質（B）

　　　　の場合の乳酸産生量
’

検査

　　涙目

例＼

1
2
3
4
5
6

精子数
（万／cc）

2000’

1800

2500

1500

1000

2500

運動率
（％）

0
0
5
5
5
0

4
7
4
7
1
5

Z乎（m・％）

A B

50

18．5

20．0

31．1

13．1

21．5

52．5

10．5

23．5

33．5

16．7

24．1

平均1 25．7 27．8

　6例の精液における実験の結果は第1表のごとくであ

る．すなわち1例（第2例）を除いた5例において果糖

基質の方がブドウ糖基質よりも高値の乳酸産生量を示し

た．第1，3，4，5，6例におけるブドウ糖基質（A）

の乳酸産生量は果糖基質（B）の乳酸産生量に対しそれ

ぞれ95・2％，85．1％，92．896，78．4％，89．2％を示し，

第2例にのみ112．1％と云う果糖基質乳酸産生量よりも

高値のブドウ糖基質乳酸産生量を見出した．平均してブ

ドウ糖基質の場合の果糖基質乳酸産生量に対する割合は

大凡92．1％であった．

すなわち全例共，有酸素下（B）解糖は無酸素下（A）

解糖より作用が低下し，BのAに対する比率は72．3％か

ら82．9％の間で平均77．1％であった，

　3　各種組織液およびATPの精子解糖作用におよぼ

す影響

　（1）卵胞液

　KRBにて3回遠心沈澱洗瀞後，浮游精子を作製，次

いで以下のごとき試料を作った．

　（A）浮游精子1cc十KRB　O．2cc

　（B）　浮游精子1cc十卵胞液0．2cc

　（C）KRBlcc＋卵胞液0．2cc

　（D）　KRB　1．2cc（対照）

同時に（A）において浮游精子の精子濃度，運動率を測

定した．なお卵胞液は採取後氷室内保存にて1週間以内

のものを用いた．

　以上4個の試料を恒温装置内で振盟後BS法で乳酸量

の測定を行った．5例の精子浮游液における実験の結果

は第3表のごとくである．卵胞液自体の生ずる乳酸量は

この場合2mg％から5mg％の間で平均3．8mg％で

あり，それぞれの例において卵胞液の乳酸産生量を差引

いたもの（B－C）が卵胞液によつて変化せしめられた

浮游精子の乳酸産生量である．第3表のごとく全例にお

いて乳酸産生量の増加を示し，その増加率は50．2％から

333．3％におよび平均154．96％であった．

　（2）　耳日巣漿液嚢耳重液
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第3表　卵胞液添加浮游精子の乳酸産生量
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1
2
0
0
4
5

日不妊会誌5巻6号

精子数
（万／cc）

1000

1000

1200

2000

1500

運動率
（％）

0
5
5
0
5

’
4
　
　
　
0
0

Z晋（m・％）

皇欝ill吟酬㍗瞥｜■

15

23．3

22．2

13．3

6．7

70

40

41．7

25

26．7

5

5

3．5

2

3．5

65

35

38．2

23

23．2

　KRBにて3回遠心沈澱洗糠，浮游精子を作製後，以

下のごとき試料を作つた．なお卵巣漿i液嚢腫液は採取

後，1週間以内にて氷室内保存のものである．

　（A）　浮游精子1cc十KRB　O．2cc

　（B）　浮游精子1cc十卵巣漿液嚢腫液0．2cc

　（C）　KRBlcc十卵巣漿液嚢腫液0．2cc

　（D）　KRB　1．2cc（対照）

　同時に（A）において浮游精子濃度，運動率を測定し

た．以上4個の試料を恒温装置内で振渥後，BS法で乳

酸量の測定を行った．5例の精子浮游液における実験の

結果は第4表のごとくである．卵巣漿液嚢腫液自体の生

　同時に（A）において浮游精子の精子濃度，運動率を一

測定した．

　以上4個の試料を恒温装置内で振盤後，BS法で乳酸

量の測定を行った．5例の精液における実験の結果は第

5表のごとくである．

第5表　血清添加浮游精子乳酸産生量

1
2
3
4
6

精嬢
（万／cc）

1000

1000

1200

1500

3200

運動率
（％）

0
5
5
5
に
U

4
　
　
　
2

Z王（m・％）

攣欝協藩1槽［語

15

23．3

22．2

6．7

16．7

35

81．1

38．9

33．3

32．2

6．5

11．5

7．5

4．5

3．7

28．5

69．6

31．4

28．8

28．5

第4表　卵巣漿液嚢腫液添加浮游精子の

　　　　　　乳酸産生量

1
2
3
4
5

精子数
（万／cc）

600

2000

4000

2000

2000

観蘭

0
0
0
5
0

3
3
0
0
2
2

Z干（m・％）

聾櫛慧轄聲［薮薯戸巴五テ

33．3

13．3

15．6

12．0

11．5

55．6

40

22．7

28

21．6

9．3

8．0

3．0

7．0

6．5

46．3

32．0

19．7

21．0

15．1

ずる乳酸量はこの場合3mg％から9．3　mg％の間で平

均6．8皿9％でありそれぞれの例においてこれを差引い

たもの（B－C）が卵巣漿液嚢腫液により変化せしめられ

た浮游精子の乳酸産生量である．第4表のごとく全例に

おいて乳酸産生量の増加を来し，その増加率は26．3％か

ら140．6％におよび平均62．44％であった．

　（3）血清

　KRBにて3回遠心沈澱洗條後，浮游精子を作製，次

いで以下のごとき試料を作った．なお血清は採取後1時

間以内のものである．

　（A）　浮游精子1cc十KRRO．2cc

　（B）浮游精子1cc十血清0．2cc

　（C）KRBlcc十血清02cc
　（D）　KRB　1．2cc（対照）

　血清自体の生ずる乳酸はこの場合3．7mg％から11・5

mg％の間で平均6．7mg　96であり，それぞれの例にお

いてこれを差引いたもの（B－C）が血清により変化せし

められた乳酸産生量である．第5表のごとく全例におい

て乳酸産生量の増加を来し，その増加率は41・4％から

329．9％におよび平均146．14％であった．

　（4）　ATP
　KRBにて3回遠心沈澱洗瀞後，浮游精子を作製，次

いで以下のごとき試料を作った．なおATPは興和化学

製品Adephos（ATP　Na　l塩）を用いた．

　（A）　浮游精子　1cc

　（B）浮游精子　1cc十Adephos　10　mg

　（C）　KRB　　！cc（対照）

　同時に（A）において浮游精子濃度，運動率を測定し

た．以上3個の試料を恒温装置内で振還後，BS法で乳

酸量の測定を行った．5例の精液におりる実験の結果は

第6表のごとくである．すなわち全例においてATP添

第6表　ATP添加浮游精子の乳酸産生量

1
2
3
4
6

精子数
（万1cc）

1600

6000

8800

3000

3000

運動率
（％）

5
5
0
0
0

2
4
7
4
2

Z一
手（m・％）

浮游精子ATP添
　（A）　加（B）

16．8

5

9．1

10

10

37．5

6．9

10．2

30

18．3

　
　
ラ

士
A
ぽ

B

123．2

38

12．1

200

、83

加浮游精子の乳酸産生量増加を示し・その増加率は12・1

％から200％におよび平均91・3％であつた・

　4　乳酸産生量平均値
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　今実験に供せる43例の精液における平均乳酸産生量は

露：準㌘1二欝讐：磁二
年齢は，23歳から44歳におよび1例にマラリヤ，淋疾の

既往疾患を有する以外，著疾患を認めなかつた．浮游精

子数は平均2511．6万1ccで変動値は（300万1cc～8800万

／cc）であり，運動率平均は35．3％で変動値は（5％～80

％）であつた．

　5　精子濃度と乳酸産生量との関係．

　精子濃度と乳酸産生量との関係をみると第1図のごと

第1図　精子濃度と乳酸産生量との関係
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第2図　精子運動率と乳酸産生量との関係
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くである・横轍精子数（万1cc）縦鵜L酸量（Z晋）

を取ると本実験のごとく基質に含まれる糖濃度を一定に

せる場合（この場合5％），精子濃度と乳酸産生量とは略

逆の関係にあり精子濃度の低い方が乳酸産生量が大とな

っている．これは特に精子数2000万1ccを境にして著明な

差が見られ，これより低濃度の部分では精子濃度と乳酸

産生量とは略反比例しているがこれより高濃度の部分に

おいては精子濃度と乳酸産生量との間に著明な関係は認

められない．精子濃度2000万1cc以下群24例の平均乳酸

灘議墓翼騨三7＝㌶竺
　6　精子運動率と乳酸産生量との関係．

　精子運動率と乳酸産生量との関係を見ると第2図のご

とくである．すなわち横軸に精子運動率（％）を縦軸に

鍛離量（z呈2）を取ると働勒低いもの暗値

の乳酸産生量を見，運動率の増加に従い乳酸産生量の減

少する傾向が見られるが，両者の関係を決定づける程明

確ではない．今運動率20％以下群精液16例の平均浮游精

子数は2062．5万1㏄で，運動率21％以上群精液27例の平

均浮游精子数は2777．τ万1ccであり，また浮游精子数

2000万1cc以下群精液24例の平均運動率は27．25％，浮・

游精子数2100万／cc以上群精液19例の平均運動率は45．5

％で，以上のごとく運動率の低いものは精子濃度も低く

運動率の高いものは精子濃度も高いと云う両者の平行関

係が存する所から，前項に述べたごとき精子濃度と乳酸

産生量との間の関係が表面に出て来ているのではないか．　・・

と考えられる．そこで精子濃度と運動率との両因子を取

鍵贈≧難蕾鷺賢準として乳き
　7　活動精子数と乳酸産生量との関係．　　　　　　　　弓

　第3図に示せるごとく横軸に活動精子数を縦軸に乳酸　　　灘

第3図　活動精子数と乳酸産生量との関係
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産生量（zC2）を取ると嚇は略勤関係にあつて活

動精子数の少いもの程，乳酸産生量は大，活動精子数の

増加に従つて乳酸産生量が減少している．これは特に活
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　　　　もi動精子数1000万1ccを境にして著明な差が見られ，それ

以下の濃度群では活動精子数と乳酸産生量は略反比例し

ているが，それ以上の濃度群では両者間に著明な関係が

、認められない．今活動精子数1000万1cc以下群精液26例

舗鷲≧議継㌶麟攣
＝15．6mg％である．

m　臨床実験成績

　今，精液をVRoss，　G．　MiUer，　R．　Kurzrok等の分

類に従つてABCの3群に分けAを正常妊孕群（de丘hite

fertile），　Bを不妊群中で女性側に異常を認めるもの（pro一

ゐabl夕fertile），　Cを不妊群中で女性側に異常を認めない

もの（impaired　fertaity）として43例の精液をABC3

群に分類した．このさい，女性側の不妊原因となるべき

異常要因としては基礎体温（排卵の有無），HysterosalpL

mgography，　Kymoinsuf丑ation（卵管疎通性の有無），子宮

内膜組織検査および月経血培養，（子宮内膜結核の有無）

を考慮し，内診所見として高度の子宮発育不全，癒着性

子宮後屈，子宮筋腫等ある場合，これを異常と見倣して

該当精液をB群に属せしめた．以上のごとく分類せる結

果，A群精液12例，　B群精液14例，　C群精液17例であっ

，た．

　1　妊孕性別にみた乳酸産生量．

ぷz壁巖欝嶽蹴誓

；璽麟翼撫議：：
量値はZ一芒一13・6m・％であつた

　以上のごとくC群における乳酸産生量の低下を見る

が，これは果して精子の根本的な質の差によつて生じた

値であるかどうかは疑問で，偶六それの属する精子濃度

が高いために生じた結果であるかも知れぬ（前節5項，

精子濃度と乳酸産生量との関係より）ことが考えられる

が，まさにA群にては精子数2000万1cc以下7例，2100

万／cc以上5例で平均精子数は2775万／cc，　B群にては精

子数2000万1cc以下ユ1例，2100万∫cc以上3例で平均精

子数1629万1cc，　c群にては精子数2000万1㏄以下6例，

2100万1㏄以上11例で平均精子数3053万1ccであり，上

記各群の乳酸量値と精子濃度とは反比例の関係にあつて

皿節5項に述べたごとき結果が単に表われたに過ぎない

’♪鍵ヤ鰐　・演　　把

日不妊会誌5巻6号

と考えられる節もあるが，果して単にそれだけのことで

あるか，それとも根本的精子質の差が存在するものであ

るかを知るべくABC各3群別に精子濃度と乳酸産生量

との間係を見たのが次の事項である．

　2　ABC3群における精子濃度と乳酸産生量との関
係．

　（1）　A群における精子濃度と乳酸産生量との関係．

　両者の関係を見たのが第4図である．すなわち横軸に

　　　第4図　精子濃度と乳酸産生量との関係
　ハロ
Z－r（mg％）
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10α〕　四〇〇　300D　4000　5000　6000　7000　8000

　　　　　　桔子数　　　　　　　　（秘c）

浮游精子濃度（万∫CC），縦軸に乳酸産生量（mg％）を取

ると精子濃度の低下と共に乳酸産生量は増加し，精子濃

度の上昇に従って乳酸産生量は減少し，大凡精子濃度

2000万1ccを境にして著明な差が見られ，それ以下の濃

度では両者は略反比例するが，それ以上の濃度では両者

間の関係が認められない．精子濃度2000万／cc以下群7

例の乳酸産生量平均はZ乎≒31・・m・％（麺値12・5

mg％～65mg％）で運動率平均は29．6％，精子濃度2100
万1cc肚群5臓L醒生量平均はZ王＝・3・6m・％

（変動値10mg％～17．5mg％）で運動率平均は61％で

ある．

　（2）　B群における精子濃度と乳酸産生量との関係．

　両者の関係は第5図のごとくで横軸に浮游精子数（万

1cc），縦軸に乳酸産生量（mg％）を取ると精子濃度の低

下と共に乳酸産生量は増大し，精子濃度の上昇に従つて

乳酸産生量は減少する傾向にある．この群では精子濃度

2100万1cc以上は3例しか含まれていないが，やはり

2000万／ccを境にしてそれ以下の濃度で両者は反比例し，

それ以上の濃度にては両者間に関係を認めないであろう

ことが断定され得る．精子濃度2000万1cc以下群11例の

乳離生量平均はZ一芒≒4・・7m・％（変動値22・2m・％

∵陛呈購』獣小1
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～ 75mg％）で運動率平均は27．3％．精子濃度2100万1cc

肚群3例の乳醒生量平均はZ手≒・4・4m・％（変

動値10mg％～20mg％）で運動率平均は31．7％である．

　（3）　C群における精子濃度と乳酸産生量との関係．

　両者の関係を見たのが第6図である．すなわち横軸に

　　　第6図　精子濃度と乳酸産生量との関係

Z｛当

　L8
0 C群

冷ヱ
＋一 興

（389）61

・1例の乳酸産牛量平均はZ一皆＝・4・・3m・％（変動値

9．3皿9％～20．8mg％）で運動率平均は42．2％である．

　以上のごとくAB群においては精子濃度の高低により

乳酸産生量との関係が見出されたが，C群においては全

く斯くのごとき関係が見出されなかったことは注目に値

する事実である．すなわちAB群にては精子濃度2000万’

1cc以下にて乳酸産生量が増加しているのにC群では全

く増加の傾向が見られない，換言すれば精子濃度2000万一

1cc以下低濃度においてAB群とC群の間にC群の代謝

力が低下すると云う差異が存するものであり，両群間の

精子質の相違が存在することが考慮され得るのである．

　3　ABC3群における活動精子数と乳酸産生量との
関係．

　（1）A群．

　両者の関係を見たのが第7図である．すなわち横軸に
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第7図　活動精子数と乳酸産生量との関係
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　　　　精子数

活動精子数（万／cc），縦軸に乳酸産生量（mg％）を取る

と活動精子濃度の低下と共に乳酸産生量は増加し，活動

精子濃度が上昇するに従って乳酸産生量は減少し，大凡，

活動精子濃度1000万／ccを境にして著明な差が見られ，

それ以下の濃度では両者は略反比例するが，それ以上の

濃度では両者間に関係が認められない．活動精子濃度

工…万／cc肝群6例の乳醒生量平均はZ手≒33・含

mg％で変動値は（12．5mg％～65　mg％）であり活動

精子濃度1100万1cc以上群6例の乳酸産生量平均はZ：
手≒14・4m・％（変鮪1・m・％一・8・5m・％）であつ

た．

　（2）　B群．

　両者の関係を見ると第8図のごとくである．すなわち

横軸に活動精子数（万／cc），縦軸に乳酸産生量（mg％）

を取ると活動精子数の低下するに従い乳酸産生量は増加’

し，活動精子数の上昇と共に乳酸産生量は減少する．A

群同様，大凡活動精子濃度1000万1ccを境にして，それ

以下の濃度にて両者の関係は略反比例するが1100万1cc

以上の濃度では両者間に関係が存すると思われない㌔今
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　　　　　　精子数　　　　 （万／cc）

浮游精子数（万lcc），縦軸に乳酸産生量（mg％）を取る

と両者の間に関係は見られず精子濃度の高低に拘らず乳

酸産生量は略一定してをり，AB群に見られる様な精子

濃度2000万／ccを境にした乳酸産生量の変動傾向は全く

存しない．精子濃度2000万1cc以下群6例の乳酸産生量

平均はZ手一12・85m・％（変動値5m・％－18・3m・

％）で運動率平均は24．5％，精子濃度2100万ノcc以上群
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　　　　精子数

一活動精子数1000万／cc以下群11例の乳酸産生量平均はZ

干≒39・・m・％（変動値・3・3m・％－75m・％）であ

り，活動精子数1100万／cc以上群3例の乳酸産生量平均

ばZ一芒≒2・・4m・％（麺値1・m・％－3…m・％）

である．

　（3）　C群

　両者の関係を見ると第9図のごとくである．すなわち

第9図　活動精子数と乳酸産生量との関係
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　　　　精子数

横軸に活動精子濃度（万1cc）縦軸に乳酸産生量（mg％）

を取ると両者間に一定の関係は見られず，活動精子濃度

・の高低に拘らず乳酸産生量は略一定しており，AB群に

見られた様な活動精子濃度1000万／ccを境にした乳酸産

生量値の変動傾向は全く存しない．今活動精子濃度1000

万／cc以下群9例の乳醒糧平均レまZ乎≒・2・6m・

％（変動値5mg％～18．3mg％）であり，活動精子濃度

11・・万ノcc肚群8例の乳離生量平均はZ手≒14・7

mg％（変動値9．3mg％～20．8mg％）であった

　以上のごとくAB群においては活動精子濃度の高低に

より乳酸産生量との間に一定の関係が見出されるが，C

群においては斯くのごとき関係が見出されなかった．す

なわちA．B群にては活動精子数1000万1cc以下にて乳

酸産生量が増加するがC群にては全く増加の傾向を示さ

ず，換言すれば活動精子数1000万／cc以下低濃度におい

一てA，B群とC群の間にC群の代謝力が低下すると云う

日不妊会誌5巻6号

差異が存在し，両群間の精子質の相違が認められる．

総括および考案

　すでに述べたるごとく精液の質を評価する手段として

精子濃度および運動率の測定が簡便かっ容易であること

からそれぞれ単独に臨床上愛用されている。また一方精

子の栄養源としての精漿の重要部分を占める果糖含有量

の測定も近時その意義を認められさらに進んだRoutine

testの一角を占める傾向にある．然し乍ら果糖は睾丸の

産物ではなくて雄の生殖付属器官，主として貯精嚢の産

物である（Mann，　T．6りことから当然これらの腺の大き

さ，実際の貯蔵容量，分泌能力等，非常に変化のある構

造上の特徴が射精物中の果糖の最終的な排出量を決定す

る重要な要素となり，人の精液では貯精嚢の分泌機能に

著しい個体差があり，またその貯蔵容量が割合小さいた

め各個体間でも時期的に可成りの変動が認められるので

人の精液を研究するのにこれらの凡てを考えあわせなけ

ればならない．また一方精子は睾丸で作られるため新鮮

な全精液においてしばしば果糖濃度と精子濃度の間に直

接の比例関係が認められずむしろ反対に精液の果糖と精

子の濃度の間には逆比例関係が見られることが多く（Ty－

1er，　ET．27））これは濃い精液だと精子の占める空間が大

きいため，それに応じて液体部分，すなわち果糖を含む

精漿の占める容積が小さくなるためだと云う様に説明づ

けられる．実際に果糖の多い精液が泌ずしも精子の質が

よくない場合とか，果糖含有量は多いが精子密度が低

く，生殖可能性あるいは不能性にっいて行った精液検査

の結，果の判定に困難を伴うと云う様な状態に出くわすの

も上の事柄から説明づけられる．そこて精子濃度，運動

率，果糖量と云うものはそれぞれ個々単独に取上げた場

合雄の生殖性を論じる上にある程度迄の意義は認められ

るが，ある場合においては精確にその個体の生殖可能性

か否かの実態を表わしにくいことが考えられこれら3っ

の相関関係によりその個体の生殖可能性の実態を把握し

得るのではないかと考えられる．そこである個体から射

精された精液がある条件下（おおむね無酸素条件下）で

その精液の有する精子濃度と果糖量との間で糖分解が行

われてEmbden－Meyerhof系代謝経路により乳酸を生じ

ここに運動のエネルギー源を得て活動すると云う現象が

一括して取入れられてこそ始めて前3者の個々単独の測

定におけるよりも生殖性を批判する上において一歩進ん

だものであると云えよう．

　人精液中に含まれる糖は精嚢腺より分泌されるD一果

糖であることはMann，　T．（1945）の研究より明かであ

るが，その他ニワトリの精液28），ウサギの精液29），のご

とくグルコースを多量に含む種族もあり，実際に精子は
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果糖，ブドウ糖および麦芽糖の何れをもよ’く分解して

運動エネルギー源として取入れることが知られている．

二3，3°－32｝Mann，　T　3°・33｝（1949，1951）は果糖とブドウ糖

の乳酸分解率は略同程度でMannoseのみ梢低下すると

述べ，また果糖とブドウ糖両者を加えた場合精子のHe・

二xokinaseが競争的阻害を受けるため果糖の乳酸分解率が

阻害されて落ちることを指摘しているが，著者の実験に

よると果糖の方がブドウ糖に較べて梢高い乳酸分解率を

示したことは人精液および人卵胞液中に果糖が存在する

ことと照し合ぜて興味深く思われる．

　精子は有酸素条件下では運動エネルギー源として解糖

作用が主としてこれに与り同時に呼吸も関与するが，無

酸素素条件下では呼吸が行われ得ないので凡て解糖作用

にその運動エネルギー源を委ねるから当然全精液のまま

ではその中に含まれる糖を分解することにより無酸素条

件下でも活溌な運動を行い得るが，洗瀞して精清を除去

した場合にもブドウ糖，果糖，麦芽糖の何れかを添加し

さえすれば運動を行い得る3｝，然して無気条件下の方が

有気条件下よりも解糖作用のみが行われることから，そ

の解糖力の程度が強いことは明らかでこのことは人間の

受精経路のほとんどの部分が無気条件下にあることを思

い合せると甚だ精子の運動に都合の良い条件となること

一がわかる．MacLeod14｝（1939）はRingerglucoseにおけ

る人精液代謝が解糖的なものであつて呼吸ではないこと

を証し，有酸素下解糖は無酸素下解糖の80％に当ると乳

酸産生量の面から述べ，無酸素下では10時間位運動力，

解糖力が平行して存するが，有酸素下では3時間を境と

して落ちると述べ，またHenle＆Zittle34）（1942）は牛

精子の有酸素下解糖は無酸素下解糖の60～70％であった

としているが，著者のBS法による乳酸産生量から見た

有酸素下解糖は無酸素下解糖の約77．1％（変動値τ2．3％

～82．9％）で明らかに低下していた．

　さて人精液が射精後精漿内における果糖を運動耳ネル

ギー源として精子が経膣，経子宮腔内と無気条件下解糖

作用を行いつつ一路受精と云う妊孕現象に向つて進行す

る一方，女子性器よりも亦，卵胞液，卵管，子宮内膜の

組織液等が精子の運動性を増強すべく働いていることは

想像に難くない．特に排卵時に放出される卵胞液にっ

いてはFarris，　Eエ35）（1950），　Kurzrok，　R　36）（1953），

Burger，　K．37）（1956），　Howard　Balin，　M．　EL　38）（1958）

等が殊に後3者は該液の精子添加により精子の運動性を

増強することを証し，これに対しFarris，　Eエは精子速

度の面から見て卵胞液がこれを増強することを証して

Kurzrok等の運動性増強の理論を支持しなおそれ以上に

確かな卵胞液の効用を示す実験であると自認し特にfer－

1tile，　infertileよりもsubfertileの精液に著効があるとし

　剤～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（391）　　63

ているが，著者の乳酸分解率の面における実験こも卵胞

液の添加は精子の解糖作用を凡て著明に増強し，卵胞液

は卵の栄養のみならず精子に対してもまた欠くべからざ

る物質であると思われる．この卵胞液を構成する物質に

ついてはKurzrok，　R　36｝（1953）はエストロゲン溶解物十

αであつて血液・精漿等と同様複雑な組織であり，エス

トロゲン水性懸濁液（1cc15000　LU．）を用いて47人の原

因不明不妊患者の排卵期に経子宮注入した所，11人が妊

娠したが，その作用機構はなお不明であると述べ，以上

の臨床事実に対し精子の活性度におよぼす影響としては

卵胞液が充進したようにはエストロゲン単独では元進し

なかったとし，何か別の精子活性度におよぼす有効物質

の存在（α）を推測しているが如何なる種類のものかは

なお不明であり，唯果糖の痕跡が認められたと述べてい

る．Per1碓，　W．　H．39｝（1955）はまた卵巣漿液嚢腫液が人

精子の運動性を増強すると述べ，Burger，　K．37）（1957）

は」血清が人精子運動性を増強すると述べているが著者の

実験でも乳酸分解率の面より見た場合，これら組織液の

添加は精子の解糖作用を充進することがわかった．然し

てこれ等精子活性度増強をもたらす有効物質にっいては

未だ明らかでなく，僅かにPerlo丘39）等が人卵巣液の化

学的性質についてその含有蛋白は卵胞液，単純嚢腫液，

卵胞貯溜嚢腫液等何れも向様の像を示し，血清蛋白と比

較した場合，卵巣液ではalbuminが増加，　globulinが

減少（特にα，分劃）し，精子運動性に対しては卵胞液，

卵巣嚢腫液共，同程度に好影響をおよぼすとのみ述べて

いる．著者の実験における卵胞液，卵巣漿液嚢腫液，血清

それぞれの精子糖分解能増強の作用程度は卵胞液（増加

率154．96％），血清（146．14％），卵巣漿液嚢腫液（62．44

％）の順にて前2者は略同程度，後者が梢減弱してい

た．また従来精子の活動と炭水化物代謝との両方にまた

がつてつなぐ主要な鎖はアデノシン3燐酸（ATP）で

あり，全精液においてATPは糖分解過程における燐酸

の供給体ならびに受客体として絶えず働くことが知られ

ている．すなわち洗瀧精子が果糖，ブドウ糖．麦芽糖の

何れを加えても同じ様に乳酸に変えることが出来ると云

うのはこれら3つの糖の代謝分解が何れもATPを伴つ

たHexokinaseの触媒反応で出発するためで，この精子

細胞内の1成分であるATP助酵素はATP分解酵素の

作用を受けて精子細胞の正常な運動と生存に必須のエネ

ルギー供給に関与するものにて，若し何か中間の酵素反

応が妨けられて精子細胞がATPを分解したり合成した

り出来なくなると代謝も運動も共に衰える．Mann，丁二4・

4°・鋤は羊精子を用いてATP含有量の減少は精子運動の

障害を来すことを実証しているが著者の実験によればA

TPの浮游精子への添加はその乳酸産生量増加を来し解

q
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糖作用過程においてATPの果す重要な役割を実証する

ものである．

　さて人精子解糖作用を測定せる報告はこれ迄極めて少

くMacLθod14’16）（1939），　Ross，　V，　Mller，　E　G，　Ku．

rzrok，　R　8）（1941），　McCarthy　etc．42）（1927），　Goldblatt，

MW．43）（1935），　Lundquist，　F．44）（1949）等の実験を散

見するのみである．この中Goldblatt，　McCarthy　etαは

消費される糖量の減少から解糖作用を調べ蓄積される乳

酸量が減少糖量よりも少いことを，ある場合に見出して

人精液では乳酸は解糖終末産物ではないと結論づけたが

これはCO2およびH20に酸化された結果失われる糖

の量を考慮しなかったためであり，またMacLeod，　Ross，

V．etc．は恒温装置振量中の検圧計内におけるCO、発

生量より解糖作用を測定し，純化学的に測定せるのは

Lundquistのみでその値は平均35mg％（変動値20～50）

であるとしているが，著者の43例の人精液におけるBS

灘よる平均乳離生量はZ乎一23・5m・％（変動値

5～75）でLundquistの値より・も低いが，これは不妊患

者精液の多数含まれるのに起因するかと思われる．この

解糖力が同一個体では略一定するが異個体間で可成りの

変動が見られるのは精液中の精子濃度および精子の運動

力に関係することは古くより云われた所で中尾11｝（1942）

は豚精子の運動力と解糖力が比例することを，また精子

数と解糖力との関係においては低濃度精子において両者

は比例するが，高濃度精子にては必ずしもそうでないと

述べ，Ross，　V，　Miller，　E　G．，　Kurzrok，　R　8）等は人精

子解糖作用の量的差異は運動力に起因すると述べている

が，一方Mac　Leod15’は解糖作用は運動力に関係がない

としている．

　著者の実験によれば解糖作用は精子の運動力とは有意

の関係が見られず，精子濃度において基質の糖濃度が一

定せる場合，低濃度精子精液程，精子の解糖力が強いと

云う現象が見られた．しかもこれはある精子濃度を境に

して一定以上の高濃度になると乳酸産生量は略変動な

く，すなわち精子解糖力は精子数と有意の関連が見られ

なかった．この低濃度において高値の乳酸産生量を生ず

ることにっいては糖濃度とこれを利用する精子濃度との

相互関係によるものと思われ，可成りの糖濃度があつて

も精子濃度がまた高い時は充分に糖を利用しきれないた

め単位精子の一定時間乳酸産生量は比較的少く，糖濃度

が左程高くなくても精子濃度がまた低い時には充分糖を

利用し得るために単位精子の一定時間乳酸産生量は多く

なると云う様に考えられる．野末24）は糖濃度がある程度

を超えると精子の運動が悪くなる，これは解糖作用によ

る乳酸またはその他の酸の発生がPhosphateRingerの

緩衝能力を超えるためだとも述べ，DavisおよびMc

、！：1溺・嬬・で．口・騨，，．，1

日不妊会誌5巻6号

Cune22｝はある単位精子の糖分解力は低濃度の方が高濃

度よりいくらか強いと述べているが，何れにしろ精子濃

度と糖濃度の量的関係により解糖作用が決定づけられる

ことは明らかで，徒らに精子濃度のみが高くても解糖作・

用の面から見ると必ずしもその精液が良い精液だとは断

定し得ず，今迄の精液質に対する評価の手段に多少なり

とも批判を与える事実だと思われる．

　Tyler27）（1955）の実験にも示される様に高濃度精子精

液は果糖含有量が少いことから解糖力が低下する，すな

わちhigh　fertility精液の解糖力低下と云う矛盾を生ず

るごとくであるがこれはある範囲濃度における程度問題’

で非常な稀少濃度では単位精子の解糖力は増強するも精

液全体としてのエネルギー増産のための乳酸産生量は少

く，高濃度精子精液では単位精子の解糖力は弱くとも精

液全体の産生する乳酸量は多く，結局妊孕性から見た場

合，ある最低必要濃度の精子が必要となり，必要濃度上

限界以上の精子の存在は無意味であると思われる．

　妊孕性別精液の解糖力にっいてはRoss，　V　etc．3）はA

ζde丘nite　fertile），　B（probably　fertile）C（impaired　fert．

ility）3群間にて解糖作用の差異を認めず僅かに呼吸力

にてC群の低下が認められるも例数の少いことから確言

出来ないとしているが，一方DavisおよびMc　Cune22，

は同濃度精子を比較した時，正常精液より準妊孕精液に

おける解糖力の低下があったとしている．著者の実験に

よればある濃度以下の低濃度，すなわち単位精子の解糖

力が充分発揮されると思われる状態の精液で明らかにC

群がA，B群より乳酸産生量が低下すると云う代謝上の

差異を見出した．この濃度以上では乳酸産生量に差異が

見出されなかったのは解糖力が強くても精子濃度が高い

ときはある程度以上に糖を利用しきれないためであると

考えるべきで，そうすれば明らかにC群ではA，B群よ

りも解糖作用力は低下していると云う事実を首貢しうる

ものと思われる．

結　論

　人精子解糖作用をBarker－SummersonのHydroxydip－

henyl法による乳酸量の測定により観察し，次のごとき

結果を得た．

　1）　果糖はブドウ糖に比較して梢高い乳酸分解率を示

した，

　2）有酸素下解糖は無酸素下解糖の約77．1％を示し明

らかに低下した．

　3）　卵胞液，卵巣漿液嚢腫液，血清は何れも精子解糖作

用を充進し，その作用程度は卵胞液，血清が略同程度で

卵巣漿液嚢腫液が梢減弱した．さらにこれらの組織液の

精子活性度増強をもたらす有効物質についてはなお明ら

f

L



ば

ニフ　　　　びド　ア

　　曙藩∬35年11：月1図

濫融、

’　燃騨響鯛1⌒興騰饗騨勇懸糊瀬ξ顧
　　　　　　　　　　蔵　本

かでなく今後の研究を侯たねばならない．

　4）　従来・精子活動と炭水化物代謝間の補酵素的役割

を果すと見倣されるATPの添加は精子解糖作用を明ら

かに増強した．

　5）　43例精液における精子乳酸産生量平均はZ亙＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
23・5mg％（変動値5～75）であつた．

　6）　入精子解糖作用は精子運動率とは関係がない．

　7）　人精子解糖作用は精子濃度と糖濃度間相互の量的

関係により決定づけられる．すなわち妊孕性から精液質

を評価する場合，ある最低必要濃度精子を要し，必要濃

度上限界以上の精子は不要と云う理論が成り立ち，この

精子濃度範囲内では精子濃度と人精子解糖作用は反比例

する．

　8）A（definite　fertile），　B、（probably　ferdle），　C（im．

paired工ertility）3群においてC群の解糖作用力が低下す

ると云う明らかな代謝上の差異がみられた．

　稿を終るに臨み恩師申島教授の御懇篤なる御指導御校

閲を深謝致します．又直接御指導下さつた坂倉講師に感

謝すると共に，御協力下さつた教室の清水博士に謝意を

表します．1苛精液提供その他に御協力下さつた飯塚博士

並びにNew　York　Population　Counci1の御援助に謝意

を表します．　・

　（本論丈の要旨は第4回日本不妊学会総会におレ・て発

表した、）
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ゆ

卵管粘膜級髪の病理組織学的知見（第1報）

Histopathological　observation　on　the　mucosal

　　　folds　of　oviduct（The　Ist　report）

　日本鋼管病院産婦人科

安　武　豊　志　男

　　Toshio　Yasutake

（From　the　Department　of　Obstetrics　and　Gynecology，

　　　　Nihon　Kopan　Hospita1，　Kawasaki）

つ

拶

●

亀

緒　言

　卵管造影法，通気法，通水法等の諸検査で卵管閉塞と

診断され絶望視されたまま，無処置であつたものが，そ

の後妊娠したという症例が不妊症治療の報告中に見られ

るが，私共もかかる例を経験している．・従って卵管閉塞

の場合であつても，なお後日再三の造影法による追診を

行う必要がある．最近では積極的に蛋白消化剤の注入，

副腎皮質ホルモン剤の注入乃至内服等による疎通法が試

みられ，さらに進んではポリエチレン管を用いる疎通手

術が行われている．

　然らば卵管の閉塞状態を病理組織学的にみるならば，

いかなる組織像を呈しておるものであるか，ひいては治

療によつて病態組織像の最終的な組織形態が，どの程度

まで常態に復帰できるであろうということを追究するの

は卵管機能の予後を決定してゆく上に必要となるのであ

る．従来卵等の組織変化にっいては主として横断面の所

見であったのに鑑み，卵管全長に亘って，主に長軸に平

行して切片を求め，疎通絡を追つてその変化を追究し

た．本報は卵管膨大部以上釆部に至る病態像の所見であ

る．

表　1

鞭外妊警董露麟調三㌶難不明

　　　　　　　　研究材料および方法

　易除卵管は悪性および良性子宮腫瘍，卵管炎，卵巣嚢

腫，卵管溜腫，卵管妊娠，高度の癒着卵管，その他を含

む38例で，手術時における肉眼的所見の有無に拘らず無

撰択に資料を収集した（但し結核性卵管と思われるもの

ば除タトした）（表1）組織切片はH．E重染色を主とし，

一部にVan　GiesonおよびAzan染色を用いた．その

他の臨床的検査法にっいては次項において記述すること

にする．

・・lg15」2｛2い・121313

研究成績

　1）　正常卵管の粘膜級壁組織像

　卵管の横断面所見では，平面上突出した粘膜雛壁のた

めに卵管腔は極めて複雑な形状をした分岐性の連絡路を

なしており，雛襲の縦走方向に対して，これを平行に貫

くような腔隙は認められない．

　縦断面所見では雛襲はすべて卵管長軸に平行して走行

しており，特に雛壁の基底部においては随処に，健常な

る上皮を具えた側孔のあるのが認められる．この側孔は

島壁状に遊離している雛壁の中に毛認めるが，その数は

第　1　図
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第　2　図
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少い．この側孔の空間は極めて小さなもので，後に述べ

るごとき癒着した雛襲によって形成されるものと明かに

識別することができる．

　2）　閉塞卵管の組織像

　1　粘膜雛壁の肥厚を伴う盲管形成（第2図）

　粘膜雛菱は極度に肥厚し全く原型を失って相互に相接

し，処々に大小の腔隙と，それを互に連絡する通路があ

る．上皮は扁平化し染色性も悪く，ある部分では剥脱消

失しているところがある．雛襲が全く相接着すると上皮

線は多層の線条になつて両者を識別できなくなるが，さ

らに進むと一層になり，遂には一条の線となつて消失す

る．

　また接近した緻襲間には随所に線維素性架橋が認めら

れる．雛襲間質内および腔内には白血球の滲出および侵

潤が著明である．かような組織像をもつ症例では，その

原因である炎症が消槌しても，完全に原型に復すること

は難しいと考えられ，従つて流体の強圧注入，乃至は蛋

白融解剤の注入等によつてよしんば卵管腔を疎通するこ

とができ，雛壁上皮が健常であつても，雛襲の機能性は

なく卵管の運動性はほとんど阻害され，卵の捕捉と受精

卵の輸送は不可能であると思われる．

　雛襲の癒着が随処に行われてくると最早固有卵管腔は

無数の盲管に分断ぜられ，盲管自身は多岐性のものか

ら，単一管のものに至るまであつて，複雑な様相を呈す

る．この場合と難も上皮は保存せられ，間質組織は完全

に融合して単一のものと化している．この場合の横断面

所見では個々の管腔がなお長軸の方向には通じているよ

うに思われるが，程度の差はあっても盲管として終末す

る．この所見は卵管縦断切片においてよく表現されてい

る．

　2a充実型（第3図う

第　3　図

日不妊会誌5巻6号

　前述の病変づさらに進み，間質組織の肥厚増殖によつ

てほとんど腔隙を失った組織像である．なお処々には上

皮を有する極めて小さい腔隙は認められる．固有卵管腔

周囲組織とは明かに区別することができる．Van　Gieson

染色では赤く，Azan染色では深青色に染り，結合織線

維の著明な増殖を来していることを示すものである．あ

るものでは卵管腔周囲結合織の著明な増殖のために，筋

層は萎縮，断裂して側方に駆逐されている．

　2b　腺腫様胞形成（第4図）

第　4　図

　雛壁が互に融合連結し，しかも個々の腔隙は正常な上

皮細胞層を保存しているが故に，恰も多数の腺胞群の様

な所見を呈する．同一資料による縦断面所見も，また横

断面所見でもほとんど一致した組織像であるというの

は，固有卵管腔が大小多数の閉鎖管乃至嚢胞に置換され

ていることと，個々の腔隙が全く独立し，各個に連絡の

ないことを示すものである．

■

■

■
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　3　雛壁の萎縮を伴う盲管形成（第5図）

　搬襲は細い隔壁となつて網状に連結し，内面は一層の

丈の低い上皮を備えている．雛襲結合織内に細胞侵潤像

のほとんど認められないのは炎症後遺症として晩期のも

のであろう．

　多数の閉塞管の密集群に混つて半盲管（1側盲管）が

ある．後者では腹腔側に開放しているものと，子宮側に

開放しているものとがある．卵管の部分切除標本による

横断面所見では，このいわゆる偽胞形成（Pseudofollike、

lbildung）の状態も，各々の分離した管腔が独立して，

卵管の長軸の方向に疎通しているようにも思えるのであ

るが，縦断面所見によつて追究すると，管は途上で互に

連結することはあつても，所詮両端において盲管となる

か，一端が盲管に終つている．これら盲管と盲管との間

隙を縫つて疎通する細路と偽盲管の構造によつて，次に

述べるような弁状構造が成立するものと考えられるので

ある．

（397）69

　4　混合型

　上述の病的諸変化は実際には1病変卵管に混在してみ

られるのが普通である．畢寛その侵襲範囲と程度の差に

よつて卵管の閉塞状態の組織像が異つてくる．従つて炎

症消槌後の後遺症として，肥大した雛襲が，どの程度ま

で原型に復元し，機能性を恢復し得られるかということ

が疎通性の意義を決定づける要点となる．

　　タぬ　　ぺろ
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　3）弁状構造

　造影法で膨大部における卵管閉鎖と判定されたもの

に，開腹手術時に腹腔端に20mlの注射器をあてがい．

下行性に静かに通永または通気を行うと明かに疎通性を

認めるものがある．またその反対に流体試験で上行性に

は疎通性を認めながら，下行性試験では閉鎖していると

いう相反した成績が得られることがあり，また前回の検

査では閉鎖と判定されたものが後日日を改めて再検査を

行い，疎通性を認めたものがある．
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　　　　かような一連の事実は単に技術上の未熟とか，卵管痙

　　　攣iあるいは前回検査当時に存在していた組織病変が消失

　　　したからであると考えられるべき諸因子を除いて，癒着

　　　粘膜雛壁の構造上がら惹き起こさるべき“いたずら”で

　　　ある弁状作用というものを，疎通性の性状から推定され

　　　てくるのである．すなわち隣接盲管に注入された流体の

　　　渦流動圧によつて，疎通せる空間が圧迫閉塞される場合

　　　で，次の2つ状態を考えることができる．（第9図）
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第　9　図

卵管粘膜壁の病理組織学的知見（第1報）

　　　　　　　　　　　↑　　　　　←

　1．管腔の径路が全般的に圧迫されるもの

　2．管腔入口部の遊離部分が弁状に開閉して一方交通

を形成するもの

　特に2の場合には順向性（下行性）試験と逆行性（上

行性）試験とが相反した結果を得る可能性が大である．

注入圧を高める程，逆の結果を生ずることになる．

　かように卵管疎通性に慎重な配慮を必要とするのは不

妊症乃至はその後の妊娠を希望する患者に限るので・偶

女ほかの合併疾患で開腹し，一方交通であることを認め

ても，一応疎通性のあるものについては卵管を切除する

訳にゆかないという訳で，未だ適当な症例に恵まれてい

ない．

　従って是に提示した図7，8が果して著者の述ぶるご

とく該部分が真実に弁作用をなしていたかどうかは明か

でない．形態的に観察して雛壁造構のかような部分が一

方交通乃至は機械的閉塞を思わしめる症例の組織学的本

態を説明するのに恰好なる1の手≒掛りになると考えるの

である．

　上述の組織像における粘膜上皮細胞層は・いずれも正

常であつた．かような症例では，卵管筋層の機能が保全

されておれぱ，たとえ流体注入による検査上に閉塞とい

う結果が出ても，それは解剖学的偽閉塞を示すものであ

つて，受精卵輸送の役割を果す可能性もあり得るのでは

ないだろうか，またかような組織条件が疎通性検査法上

に1つの盲点になつて，流体の通過状況を混乱さぜる竜

のではないかと思惟する．

r　　　　　I一寸　　，　　　＋ 　　　　　　〉、へ　　　s　　　　　■　　　　、　，　」1
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　4）　卵管溜腫の粘膜雛壁（卵管溜血腫）

　組織像の所見から結果的にみると巨大な貯溜管の形成

と癒着した粘膜雛壁の管壁への圧迫萎縮である．すなわ

ち上皮を失つて潰瘍化し，卵管雛襲固有の像は全く認め

られず，癒着雛壁によって生じた腔隙も上皮を失い，やが

て機質化せんとしている．備かに．ヒ皮を被る部分も，核

は濃縮し多形性である．（第6図）

　5）　分岐性および遊離せる副管

　縦走雛壁が著明に発育しているために，縦断面切片上

2重卵管腔を呈するもの，あるいは固有卵管腔に平行し

て走行する数個の副管が存在する場合がある．この副管

を追究すると，両端盲管に終末するが，中には固有卵管腔

に接続し分岐しているも2）もある．時には恰もEndom－

etrioseのごとくみえるが，線毛を有し卵管上皮と同種の

上皮を有し，子宮腺とは明かに異つている．かような一一

連の連続管の蛇行が，一つの面で切断された場合には，

個パに分離して腺管の像を呈するので注意を要する．

総括および考案

　卵管の疎通性検査法としていわゆる逆行性流体注入に

よる造影法，通気法，通水法があり，さらに順向性検査

法に油滴，澱粉粒，墨粒，Au198粒子の愉送能力をみて

卵管の疎通性と機能性を同時に判定する方法が試みられ

ている．卵管の機能性と疎通性とは必ずしも一致しない

ことは一般に認められているところで，これは卵管自体

の筋性神経性攣縮による作用の影響，乃至は流体の性

状，動態の如何によつてその結果が異なるからである・

　従って個々の検査結果が一致しない場合は勿論のこ

と，一種類の検査法を以つて卵管の機能性と疎通性の異

常を直ちに決定するには，誤診を伴う危険性があり，綜

合成績によつてすらそれぞれの検査法の盲点を巧みに潜

ってゆく極めて少数例があることは否定できないのであ

る．卵管の完全閉鎖と診断されたものに・往六にして妊

娠するものがみられたり，他日を期して再検査を行った

場合に，前回の所見が好転しているというような例の中

には，前回の検査時に存在していた不良な組織件が消退

したためであるとも云えるが，そうでなくして，前述し

たごとき卵管粘膜雛襲の病的造構のなぜる悪戯の場合

が，開腹手術時の卵管の下行性検査上から想定されてく

るのである．

　注入物である流体の性状の組織に対する物理的機作に

よつて疎通成績に多少の差がでるであろうことは予想さ

れるところである．

　造影法による閉鎖型は森島38％で原発不妊39．6％，続

発不妊32．4％，Schultzeは原発不妊4396・続発不妊45％

井上45．6％，松林45．5％，的埜27．4％，川崎45．8％，林
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49．9％，深田44％で43～49．9％の高率である．

　Rubin－Testによる閉塞型はR醐n　29．3％，大谷，向

江45％，坂倉29，8％林ら41．3％，渡辺騒．1％，向江28．5

％，藤田24％，小六ら39．6％，高橋38．6％．大沢20．3％

で，報告者によつて可成の幅があるが，これは施行され

た不妊患者の真実の実態分布のほかに，器械操作上に認

められた見掛けの閉鎖型も含まれると云つてよい．

　造影法と通気法の一致率は大谷は70．9％，大沢89．5

％，高橋89％，小六84．3％，渡辺75．5％，向井76．3％で

ある．つまりこの両者の綜合的一致率は70～90％の間に

ある訳で，これは現段階における流体の通過性からみた

綜合判定の能力の限界を示しているとも云い得るのであ

る．とするならば，この両者に認める成績の盲点をくさ

る，いくつかの不明な因子が潜んでいることが察迂られ

る．

　広沢（1959）は725例について研究し，造影法と通気

法の一致率は83．9％で，造影法不通で通気法通過が11．6

％（85例），通気法不通で造影法通過は4．5％（33例），両

法の成績不一致は16．1％（118例），両法とも不通は252

％（183例）であると報告している．是で問題にしよう

とするのは，両法不通の183例と造影法のみ不通の85例

なのであつて，特に前者の場合では，その最終診断であ

る卵管閉塞が全例にっいて絶対的のものとしてよいかど

うかという点である．また造影法という可視法で認めら

れる疎通孔が，何故気｛本の通過を阻止するかという点に

検討を加えねばならない．ましてや単一法において然り

である．造影法で両側閉鎖のものが通気曲線で85例が全

例通過しているという症例に対し，広沢はCO2と油剤の

通過性，その注入圧，卵管痙攣，卵管釆部周囲の癒着，

狭窄部位などの種々の因子が関係するであろうと列挙し

た．通気法による陽性を直ちに疎通性ありとなし得ない

場合は，Pollack＆Preskel（1951），大沢（1959），坂倉

（1958）がHydrosalpinxで経験を述べている．

　広沢は通気法で閉鎖型で造影法で通過を示す33例中反

復通気で6例に疎通性を示すものがあり，さらに反復

すると閉鎖型になるのは真の閉鎖でないと述べ，4例に

ハpneumographに攣縮型の発現することから卵管痙攣に

着目したが，他の2例を説明するに至らなかった．かよ

うな所に未だ仲・∈解明の困難な因子の伏在することが察

せられてくるのである．すでに記述したように，かよう

な症例に遭遇する場合，随時閉鎖の発現は流体通路の開

1閉構造，すなわち卵管粘膜搬襲の弁状構造に，一まず考

えおよんでくる．

　また，流体の粘稠性とか粘着性が弁状部に直接する態

度とそれによって生ずる流動方向が結果を左右するであ

ろうことも当然考えられるのである、

（399）7ユ

　かような弁状構造を病理組織学的に述べた者はない

が，卵管溜瞳にみられる一方交通すなわち解剖学的偽閉

塞を説明するのに卵管内膜の腫脹または峡部の屈折また

は弁状雛壁等による（安藤）とあり，その実体を病理組

織学的に的確に観察し得ていないまでも，卵管粘膜雛襲

のVentilartiges　Verhaltung（Heynemann），　KlapPen　od，

Venti1江hnliche　Versclユlusse，　Ventilwirkung（J蓋gerroos）は

認められているところである．Joachimovits（1927），

Froriep等の報告するHydropus　tubae　proHuens　sive　in－

termittensも敏襲のなせる弁作用とみられている．

　雛壁の癒着によりいわゆる偽胞を形成した場合といえ

ども1っ1つの管腔の上皮は保存されて健康である．そ

の管腔が果して上下にどの様な機構になつて連絡してゆ

くかと云えぼ，多くは両端が盲端に終るか，いずれカ・一方

が盲端となる駕ので，管の走行の途上において連絡して

ち，その中の1つが1貫して疏通するというものは仲々

見られない．それは卵管の病変自体がほとんど混合型の

組織像を呈しているごとが多いからである．

　従つて卵管の疎通性を認めても筋層および雛襲の変化

が機能性に関係するこになり，また逆に卵管の筋層およ

び癒着緻壁の条件が検査法の陰性にも拘らず良好な場合

もある．

　卵管の卵輸送機序にっいては単に線毛運動ばかりで

なく，卵管の蠕動，収縮運動が加わっている（Sobotta，

Westmann）これは重視されっっある．従って粘膜上皮

ばかりでなく，卵管周囲筋が関係ある訳で，近時行われ

っっあるAu198，油滴等を用いる順向性検査法は，卵管

釆の吸引能，卵管筋機能，保存上皮の健常性を綜合して

向子宮性疏通状能をみる訳である．閉塞卵管と難も卵管

の全長に亘らない場合が多い，従って仮りに子宮角にお

ける閉塞とすれば，ダグラス窩に注入した可検粒子は卵

管の其の部分まで到達し得られる筈で，閉塞すなわち機

能なしとは云い得ない．ごの機能性は逆行性検査では求

められない盲点である．まして向子宮性に一方交通にな

つている場合には然りである．

　可検粒子が卵に比べて非常に小さく，この膠質粒子の

卵管による摂取，輸送を卵の輸送と同じく考えてよいか

どうか未解決であると木村（1959）は述べている．

　手術時における卵管の肉眼的所見が，組織所見の侵襲

度と必ずしも平行していない例を経験する．これは閉塞

の部位，広がり，状態によっても差があることは察せら

れる．上行性検査で閉塞と認められた卵管にも蠕動機能

と，閉塞部位までの輸送能の存するものはあると考えら

れる．

　そこで雛壁の弁状構造による向子宮疏通性がある場合

に，他の条件がよければ，卵の輸送は起り得るし，また
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卵管粘膜壁の病理組織学的知見（第1報）

上行性検査法が卵管閉塞とでても，妊娠し得るという可

能性が出てくるのではなかろうか．

　ここに機能的閉塞としての卵管Spasmusとは別に，

解剖学的偽閉塞の診断の難かしさがある．

　上行性および下行性卵管疎通性および機能性検査法を

含めて，誤診例を生じさせる少数の不明な因子は，まだ

多く存在する筈である．

　Sactosalpinxの様な卵管に開口術を行い，また卵管妊

娠の部分を保存的に残した場合，癩痕性になり雛壁を失

った卵管に，妊孕性が多く消失していることと，再び卵

管妊娠を繰返すという報告は単に卵管の輸送力の障害に

よる妊卵の停滞によるというよりも，著者は疲痕性組織

変化が着床母地として，なにか加担しているのではない

かと考えている．

　さらに卵管の峡部および間質部に亘つて引続き病変を

追究し，不明の因子の解明に努力している．

結　論

　卵管閉塞を臨床的に判定する場合に行うとどろの造影

法，通気法あるいは順向性検査法にしても，従来考えら

れている卵管の筋性神経性攣縮による機能的閉塞や卵管

粘膜敏襲の線維性癒着による閉塞等の他に，病理組織学

的に見た卵管粘膜雛壁の病的造構と流体の通過条件とに

よつて，解剖学的偽閉塞の起ることが考察される．検査

法それ自身にも自ら能力の限界と盲点があることは免か

れない（RFikentscher）．従つて1種類の検査法や，あ

るいは1回の検査成績で，直ちに決定的な診断を下すこ

とめできない場合もあり得るのであつて，この点でも反

復検査の必要の意義を認めるのである．

　すなわち卵管閉塞と診断された婦人が実際に妊娠する

というようなことが偶発する可能性は，卵管の一方交通

というような粘膜雛襲の弁状構造のごとき解剖学的偽閉

塞が関係する場合もあるのではないだろうか．卵管の疏

通法や疏通術を行うにあたっても留意すべきことであ

る．なお卵管峡部，間質部の病像所見については研究を

進めている．

　摘筆するに当り恩師中島精教授の御指導と御校閲を深

謝し，組織所見に関して御助言を得た当院外科医長佐藤

雄次郎博士に謝す．

　本論文の要旨は昭和35年4月2日第12回日本産婦人

科学会総会に於いて発表した．
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Histopathologica10bservation　on　the

　　　Mucosal　Folds　of　Oviduct

　　　　　　（The　Ist　Report）

Toshio　Yasutake

（From　the　Department　of　Obstetrics　and　Gyneco，

　　1ggy，　Nihon　Kokan　Hospital，　Kawasaki）

　　　Ifollowed　up　the　course　of　the　whole　tubaI

lumen　on　longitudinal　section．　There　are　the　side

lacunae　in　some　folds　of　the　normal　oviduct，　The

characteristic　of　occluded　oviduct　is　divided　in　4

gr・ups　as　f・110ws：

　　　1．The　blind　Iumina　with　inHammatorily

enlarged　fold翫

　　　2．　The　solid　type

　　　a）　Diffuse　solid㏄clusion　of　tubal　lumen　by

adhesion　of　folds　followmg　inflammatory　hypertrophic

enlargement．

　　　b）　The　tubal　Iumina　are　divided　in　numerous
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compa血ents　by　adhered　folds，　and　it　shows　a

aPPα迂ance　of　ad㎝oma．　　’　　　V
　　　　　　3．　The　blind　lum口1a　with　atrophic　folds．

　　　　　　4．　The　mixed　type．

　　　　　　Esp㏄ially，　ih　the（3）Case　some　of　semi－blind

lumhla．・made　by・adbered　folds　pass『through　and

open　only　toward　the　uterus　or　the　intraperitoneaI

cavity．　　’

　　　　　　Pefhaps　there　may　be　ventil　structure　made

by　the　adhered　folds，　except　of　tubal　spasmus　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　‘　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

露∴、、三

　　　　、㏄㎞㏄ズd。fec、　　・　　　．’，磯ス
　　　　　　　　　　1・・pi…fh・・i・g・he　real胆ssab且i・・d堰・1瀬1

　　　　to　anatomical　pseudoblockage，　rarely　we　observe　th魯「、・広繋

　　　　・・n仕・・y・li・・d・e・u1・by・h・d－di・g戸…』・i㎝‘・1藻

　　　　performed　at　laparotomy　against　the　result　by　the　1『’薄

　　　　一1・・cendi・g…．　　　　　擁
　　　　　　　　　　Then，　whereas　the　tubal　patency　test　itself　ぼ］

　　　　has、a　certain　lim輌t　of　patency，　we　cann’t　always　這

　　　　dicide　nonpatency　as　the㏄cluded　oviduct　from　th◎　s．：’3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　

　　　　・叫・占・g－dby・n・・臼t…n・m・th・d・　1璽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’ぷ・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°　　．へv、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・きし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　＝　’，
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鑑イ　　　　　（II）体重および麟重量の変動

　護，
ぎ’ 　　　Expe，imenta1　Studies。n　the　InHuence。f　Vitamin
　が　

‘塾　、　　　　　　　　　　　　Eto　the　Female　Sexual　Function
　窒’1．’

講
麓，　　　　　　岩手医科大学産鰍科醐室（主任秦醜教授）

鞍、　　　　　　　佐々木光司
塁．　　　　　　　　　　　　Mit，。、hi　S。、aki
警．

詑
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Dir㏄tor：　Prof．　Yoshimaru　Hata）
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　私慨ハはさきにビタミソE（以下VEと省略）の雌性性

機能におよぼす影響について，動物の発育，性周期，妊

娠，分娩および産褥に関する実験成績を発表したが，今

恒1さらにVEを投与した場合の動物の体重と臓器重量の

変動にっいて検索した成績を報告する．

実験方法

　　　　実験動物’：生後70ないし100日前後の比較的若いウイ
iスター純系処女ラ・幽用した．

ゼ　　　飼育管理二動物はすべで同一条件のものに飼育し，実

i…、　　験は夏季をえらび，室温19～26℃，湿度60～90％の至適

　　　温度下におこなった．飼料は玄米粉5096，押大麦30％，

1　　新鮮な魚粉20％からなる自家製普通飼料を混和煮沸して

　　　超子状となし，少量の野菜を加えて毎日一定時に与え

　　　た．また給水瓶を常置して新鮮な水を自由に飲めるよう

　　　髄した．床敷には清潔な乾燥切藁を用い，毎日汚物を清

　　　掃1し，随時飼育箱の日光消毒をなすなど飼育管理の万全

　　　を期した．

　　　　実験区分：非去勢および去勢処女ラットの2群に大別

　　　1し，これらをさらにっぎの6群に分けて実験を試みた．

　　　　正　非去勢群

　　　　　A群（13匹），VE　100mg搬与した群．

　　　　　B群（13匹），V田20mgを投与した群．

　　　　　C群（18匹），AB群の対照で無処置群．

『

　

　

　

　

　

　

　

A
’
●

臨
臨
騒

丑　去勢群

　a群（5匹），V三E　100㎎をi霞与した群．

出君羊　（5匹），Vj璽】20‘n昌g　をi蓬ま与工ノノξ君羊．

㊥
計
“綱響響9

　　c群（5匹），去勢術施行のみの対照群．

　なお去勢手術は，エーテル麻酔で背臥位とし，開腹し

て両側卵巣を切除し，術後16日目よりVEの投与を開始

した．

　実験方法：VE剤にはα・t㏄ophero1純液99％（エーザ

イKK）を使用し，精製ゴマ油に均等に溶解して，1cc

中にVE　100　mgおよび20　mgを含有する液を作製し，

対照にはゴマ油のみ1ccを毎日1回ずっ10日間にわたり

左右の大腿部に交互に筋注し，よく摩擦して吸収をうな

がした．動物は注射終了後の性周期静止期においてまず

体重を測定し，つぎに甲状腺を避けて頚部を切断して出

血死に至らしめ，直ちに各臓器を摘出して周囲組織を別

離し，速かにトーション・バランスを用いて0．1mgま

で計測した．

　検定方式：検査は体重測定および脳下垂体，甲状腺，

副腎，卵巣，子宮の重量を測定し，それを下記方式にょ

り推計学的に検討して平均値の差の検定をおこない，そ

の有意性の有無をたしかめた．

　両者の分散が均一の場合

　　　　　　巨一引
　　to＝
　　　　w〆寸「＋吉

　両者の分散に差がある場合

　　N1＝N2
　　　　　　伝一刃　　　但し自由度n、＝1
　　Fo＝
　　　　W十＋一吉）　　　恥一凡一・

　　N、キN2（C㏄hr｛m－coxの近似方式による）
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　　　　　　　　N2　　　　　Nl

N：例数，　云1標本平均値，

‘S2：不偏分散，　P：危険率

※※はP《0．01，　※はP＜0．05を示す．

　　　　　　　　実験成績
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　　　　　　　　第1図　非去勢群去勢群の体重平均値

　　　　　　　　　9
　　　　　　　175

　1．非去勢群：本群における体重，脳下垂体，甲状腺

・副腎，卵巣および子宮の統計量と，平均値の差の検定の

結果は第1表に示したとおりで，以下順を追つて述べ

る．

　体重：本群の注射終了後までの体重平均増加は，A群

が19．9g，　B群が23．Og，　C群は21．89増加しており，

　　　　　　　　　　　　　さB群の増加が最も多く，ついでC群，A群の順であつた

が，平均値の差の検定では有意の差はなかつた（第1図

・…
実線）．

　脳下垂体：B群の平均重量が7．55mgで最も重く，　A

群の6．72mg，　C群の5．94mgの順であり，いずれも投与

群がわずかに重いが，検定の結果では差はない（第2図

…・
実線）．

　甲状線：やはり投与群が重く，B群の平均重量が22．

58mg，　A群は21．60mgであつて，対照の13．82mgと

　　　　　　　　　　　　　　第1表 非去勢群における統計量，
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第2図　非去勢群，去勢群の

　脳下垂体重量の平均値
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はP《0．01で有意の差を示している（第3図…・実線）．

　副腎：対照群が3τ．43mgであるのに対し，投与群は

わずかに重く，A群の40．92mg，　B群の41．26mgであ

るが，各群の間には有意の差は認められない（第4図・・

・実線）．

第4図　非去勢群，去勢群の副腎重量の平均値

司

45

40

躍
蕊
、

〆

ま

止

㌧
斥
二

日
弐

隠
｝言

匿
晦
麗ぽ
E
瞬
騰
輸

㎎
π

25

丈
日
雪
⌒
’
り
■

柵
収

与
爵

靱
与警

群き

可
珂
O
い
‡

賓
ロ
U
（
戸
W
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　卵巣：しかし卵巣においては投与群の増加が著明で

A群が50．43mgであり，　B群はさらに多く60．22　mg

を示レて，対照群の41・76mgとの間にはP《0・01で有

意差が明瞭であった（第5図）．

　子宮：子宮でも投与量に比例して増加しており，A

群が253．89mgで最も重く，　B群は191．26　mg，　C群は

149．28mgであって，　A群とC群ではP《0．01で有意の

差を示した（第6図・…実線）．

　巫．去勢群：本群における体重と臓器重量の統計量お

よび平均値の差の検定の結果は第2表に示した，以下こ

れにっいて説明する．

体重：注射終了後までの平均増加は，a群が最も少く

て8．159，b群が22．139，　c群が18．679ずつ増加し

a群の増加が低下していた．しかし平均値の差の検定で

は差はない（第1図…・点線）．

　脳下垂体：投与量の増加にしたがつてわずかながら重

量の減少がみられ，a群が6．52mg，　b群が7．56mg，　c群

／
」
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．
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一 く0・05で有意差が認められた（第2図・…点線）．　　　　　　副腎：対照群の44．48mgとb群の43．94mgとでは

　　　　　　　　　　　　　　第2表　去勢群における統計量，平均値の差の検定
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li，、，繊ぷ畢一口1’〔・醒」箋

日不妊会誌5巻6号・

群

A

例

数

13

　13B

　18C

体　重

122．0～

　170．0
（149．77）

129．0～
　184．0
（157．85）

103．0～

　199．0
（154．75）

　単位・

⇒左甲舞計 副 腎

左 右 計

0．0035～
　0．0120
（0．00672）

0．0023～
　0．0125
（0，00755）

0．0038～
　0．0081
（0，00594）

・・ 9　（

0．0052～
　0．0176
（0．01076）

0．0062～
　0．0190
（0．01124）

0．0025～
　0．0150
（0．00711）

　）・

0．0049～b．0101～0．0132～

（α゜1134）i（α゜2258）（α゜2°67）

O・ 6？6！≡≡目0・8？；ii完0・8｝6ii8元

（α00671）1（0・°1382）、（0・01876）

　　　最小・一最大

0．0120～
　0．0290
（0．01942）

0．0115～
　0．0265
（0．02062）

0．0135～
　0．0287
（0，01765）

卵 巣

左 右 計

0．0269～
　0．0617
（0．04092）

　　　　0．02245」

　0．0520
（0．04129）

0．0281～・

　0．0591
（0．03641）

子　宮

0．0135～0．0125＾〆0．0260～0．1471＾〆
　0．0390　　0．0346　　0．0706　　0．4070
（α・263・）（0・・24・3）（0・5°43）1（α25389＞

o・ 8『8i｛品o・8；8量三〇・8｛68≡lo・；｝…i；品

＝架ぽ：＝1瀦ご
　0．0390　　0．0456　　0．0846　　0．38801
（0．02104）（0．02072）（0．04176）（0．14928）・

一平均

第4表　各臓器重量の体重に対する平均百分率（非去勢群）

群 脳下垂体
甲　　状　　腺 副 腎

A

B
C

左 右 計 左 右 計

　　　　
0．0044910・007190・00721

0．0047810．00712　0．00718

0・00384｝0・004590・00434

　　　　　　臓器重量
　　　　　　　体　重

卵 巣

左 右 計

0．014400．01435〔0．012970．027320．017560．01611

0．01430　0．01309　0．01307　0．02616　0．01963　0．01851

0．0089310．01212　0．01207　0、02419　0．01359、0．01337
　　　　1　　　　　　　　　　　　1

×100

第5表体重および臓器重量（去勢群）

0．03367

0．03814

0．02696

子　宮

0．16952

0．16777

0．09647

群

a

例

数

b

C

5

5

5

体　重

146．0～
　175．1
（156．88）

148．5～

　171．0
（159．26）

149．5～

　176．0
（158．84）

脳下垂体

0．0061～
　0．0076
（0．00652）

0．0068～
　0．0081
（0．00756）

0．0066～
　0．0094
（0．00818）

甲 状 腺

左 右 S計

0．0061～　　0．0061～　　0．0122～
　0．0093　　　　0．0094　　　　0．0187
（0，00758）　　（0．00750）　　（0．01508）

0．0078～　　　0．0073～　　　0，0151～

　0．0087　　　　0．0090　　　　0．0173
（0．00820）　　（0．00816）1　（0．01636）

0．0068～　　0．0060～iO．0130～
　o．oo85　　　　0．oo78　1　　0、0163

（0・00742）1（0・007・6），（0・01458）

副 腎

左 右 計

0．0160～
　0．0235，1
（0．02018）［

0．0205～
　0．0244
（0．02240）

0．0180～
　0．0251
（0．02234）

0．0152～
　0．0219
（0．01914）

0．0186～
　0．0239
（0．02154）

0．0186～
　0．0256
（0．02214）

0．0312～
　0．0454
（0．03932）

0．0391～
　0．0483
（0．04394）

0．0366～
　0．0495
（0．04448）

子　宮

第6表　各臓器重量の体重に対する平均百分率（去勢群）

0．0498～
　0．0675
（0．05608）　・

0．0683～
　0．0894
（0．07986）　1

0．1152～
　0．1763
（0．14514）　、

群 脳下垂体

甲 状 腺

左 右 卜妻口

　　　a　　　　O．00421　　　　0．00483　　　　0．00478　　　　0．00961

　　　　　　　　　　　0．00515　　　　0．00512　　　　0．01027　　　　　0．00474　　　b
　　　。・．・・5・2・．・・46∋・．・・449・…9・6

ほとんど差がないが，a群のみは39．32　mgでわずかに

減少していた．しかし検定では差を認めない（第4図・・

・・ 点線）．

　子宮：子宮での変動は著明で，投与群はいずれも重量

副 腎

左 右 計

子　　宮

・0．。豆6。．0122・・．0250710．03573

　0．01405　　　　0．01354　　　　0．02759　　　　0．04986

　0．01406　　　　0．01394　　　　0．02800　　　　0、09137

減少が著しい．すなわち，対照群が145・14mgであるの｝

に対して，b群が79．86mg，　a群が56・68mgとかなり

少く，投与群と対照群との間には・いずれもP《0・01で

有意の差が明瞭に認められた（第6図…・点線）．



　VE投与により幼若動物の発育が促進されることは，

すでに第1報にその成績を発表したとおりであるが，し

からばその場合に諸臓器の重量がそれぞれどのような推

移をとるものであるかは甚だ興味深い問題である．しか

しながら，このような点にっいて実験動物を用いての研

究は意外に少く，無処置動物の生後各時期での重量の記

載はあるけれども，VE投与によるものは，私の調べた

範囲の文献では希であつて，つぎの報告にみられるのみ

である．

　安田ら2・（1957）の幼若ラットによる実験報告では，

各群3～5匹で例数が少く，その数値も上下限界のへだ

たりが大きく一定していないうらみはあるが，その成績

を要約するとつぎのようになる．

　イ）VE　lmgを5日間投与したものでは，対照にく

らべて子宮と卵巣の重量がわずかに増加しているが，副

腎では減少し，

　ロ）V．E　3　mgを5日間投与した群では，子宮が著明

に減少し，卵巣はわずかに減少し，副腎では変りがな

く，

　ハ）V．E　lmgを10日間投与したものでは，子宮重量

が著明に増加し，卵巣はわずかに増加したが副腎では変

らず，

　二）VE　3　mgを10日間与えた群では，反対に子宮と

卵巣重量が減少しており，副腎では若干増加している．

　以上のことから，V．Eは生長を促進するとともに，子

宮と卵巣の重量を増加し，これに対して副腎では増加は

認められないと述べている．

　堀川3）（1958）によれば，離乳後より約1ヵ月間の発育

旺盛な時期をえらんでおこなつたマウスの実験では，V

E欠乏飼育のものよりも，欠乏飼料1009にっきVE　7

mgを添加した群の子宮重量が大きく，とくに幼若初期

すなわち離乳後12日間のマウスの子宮重量には，有意の

差を認めている．

　VE投与によるラットの生体内VE分布状況について

宮崎4）（1960）は，螢光法による検出法を試み，投与後6

ないし24時間には副腎，卵巣に多く証明され，筋注投与

は経口投与にくらべて吸収がよろしくないと発表してい

る：

　また山元ら5）（1960）は雄ラットを用い，Estrogenの大

量投与により睾丸の重量は著明に減少するが；これに

VEを併用すると，その縮少が抑制されることを認め，

V．Eは各内分泌臓器の機能を平衡の状態にもたらそうと

する作用があるようであると述べている．

　さて，V．E投与後の生体内での吸収および排泄は，現

在なお判明していない点が多い．人体では摂取したV．E

の213が糞中に排泄されるといはれているが，約5096が吸

収されるものと推定している，吸収されたVEの大部分

は脂肪組織や筋肉等に貯蔵され，その他の臓器には比較

的少ないという．しかしBeckmann（1955）によると，

脳下垂体と副腎中のVE含量は多く，子宮と甲状腺には

少ないといっている．また，人体のVE需要量は今日

まで不明の域をでないようであるが，動物実験の成績か

ら推定して1日約20～30mgと考えられている．一方ラ

ットに対するV．E必需量は，飼料の条件や組成により広

範囲に動揺するといわれてお砂，Harris＆Thimann7）

（1949）によれぱ，その必要量は1日3mg程度である

といい，Herrlein7）（1949）のRockland固型飼料には，

飼料100g中にVE　7　mgを含有している．

　今回私の実験においては，以上述べたごときラットの

V．E必要量，吸収，排泄等を考慮しておこなつた．すな

わち，同一条件で飼育した70ないし100日令前後のウイ

スター純系処女ラットに，V．　Eの20mgおよびきわめて

大量と思われる100mgを連日投与し，脳下垂体，甲状

腺，副腎，卵巣，子宮の重量を測定し，それらの体重に

対する百分率を算定し，また有意差の検定をおこない，

投与群と対照との間にいかなる関係を有するものである

かを比較検討した．しかしながら，動物の個体差という

問題があり，たとえば生後日数同一のものでも，また同

体重のものでも臓器重量に大小差が著しく，そのため本

実験では，できるだけ多数例からの平均値をとる必要性

を痛感して，再度にわたり追加実験をおこなつた．その

うち途中で死亡したものや健全でないものなどの不適格

のものを除外し，結局，A群とB群は13匹ずつ，　C群ば

18匹，また去勢群のabc群はいずれも5匹ずっの集計

を纏めることができた．

　非去勢群で有意の差を示しているのは，甲状腺のAと

CおよびBとC，卵巣のBとC，子宮のAとCの間が，

いずれもPは1％以下で有意の差が認められた．子宮の

重量だけはA群が最大であったが，そのほかではいずれ

もB群の重量が首位を占めており，投与群における臓器

重量の増加が明瞭に認められたことは甚だ興味が深い．

なお非去勢群における臓器の最小ないし最大重量とその

平均重量，ならびに各臓器重量の体重に対する平均百分

率は第3表および第4表に示したとおりである．

　去勢群では，子宮がそれぞれ1％以下の危険率で有意

差を示し，そのほか，脳下垂体のaとbおよびaとc，

甲状腺のbとcの間でそれぞれ5％以下の危険率で有意

の差を認めている．脳下垂体，副腎，子宮の重量順位は

c＞b＞aであつて，投与量に比例して重量の減少傾向を

示していることも興味がある．しかし，副腎における各一
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群の差はきわめて僅少であることは，安田ら2）の実験成

績とほさ一致している，また去勢術後にVEを投与する

と，子宮の縮小を促進するもののようである．なお本群

臓器重量の最小，最大値，平均値およびそれらの体重に

対する平均百分率は，第5表と第6表とに掲げた．

　しかし，このような実験は，動物の系統と年齢，実験

の時期と環境，飼料の内容と給飼方法，実験の内容と様

式等によつて大きく左右されるものであって，多くの例

数によ、る慎重な実験成績によつてのみ信頼性がえられる

ものと考えられる．私の以上の成績は，この点からいえ

ば完全なものとはいえないけれども，VE投与による臓

器重量のある程度の動向をつかみえたものと思考する．

しかしながら，その詳細な点に関しては，今後の研究に

まちたいものである．

むすび

　私は，70ないし100日齢前後の比較的若いウイスター

純系処女ラットに，VEの20mgおよび100mgを連続

筋注して，体重，脳下垂体，甲状腺，副腎，卵巣，子宮

等を摘除してその重量を計測し，これを推計学的に検討

をくわえてそれらの有意性の有無を検定した．

　非去勢群では，投与群が対照にくらべていずれも臓器

重量の増加をきたしているごとから，VEは動物の発育

を促進するとともに，同時に臓器重量をも増加せしめる

ものであることを知りえた．

　去勢群ではこれとは逆に，VEの投与量の増加にした

がつて，臓器重量は大体減少していく傾向を示してお

り，とくに，子宮における縮小の程度は著明であつた．

（稿を終るに当り恩師秦教授の御指i導御校閲を深謝し，

£の提供をうけたエーザイ株式会社に謝意を表する。）
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Exprimental　Studies　on　the　InHuence

　　of　Vitamin　E　to　the　Female

　　　　　　SexUal　Function

（II）　THE　VARIATION　OF　THE
、BODY－AND　ORGANS二WEIGHT

Mitsushi　Sasaki

Department　of　Obst，＆Gyn，　Iwate

　　　　Medical　University

（Director：．Prof，　Yoshimaru　Hata）

　　　The　70～100　days　young　female　Wistar　rats

were　injected　20mg～100mg　of　Vita㎡n　E　Suc・
cessively　afterwafds　weighing　the　body，　hypophysis，

thyroid，　Adrena1，0vary　and　uterus．

　　　In　the　llon－castrated　groups出e　weiglht　of

these　organs　which　were　given　V。　E．　was　increased

in　oomparison　with　control　groups。

　　　In　the　castrated　groups　the　decrease　of　the

weight　of　these　organS　which　were　given　V　E

was　seen，　Vitamin　E　can　promote　the　developement

and　increase　the　we三ght　of　these　organs．
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員本不妊学会雑誌
ぷ5巻第6号1960

多嚢胞卵巣の模状切除｛よる妊娠例

Pregnancy　after　the　wedge　resection　of　polycystic　ovaries

　　　山口県立医科大学産婦人科学教室（主任

藤生太郎　竺原常彦
　　Taro　FUIiu　　　　　　Tsunehiko　Kasahara

藤生太郎教授）

　松崎　日出夫
　　Hideo　Matsuzaki

D・p・・tm・nt・f　Ob・t・t・i・・and　Gy・ec・1・gy，　Y・m・g・・hi　M・di・al＆h・。L　Ub。，　J。p。n．

　　　　　　　　　　　　　（Director：　Taro　Fuj　iu）

　多嚢胞卵巣は両側卵巣に多数の小胞を生ずるものであ

る．従つて卵巣はやX肥大し，正常の2～5倍大とな

り，変形して硬く，また表面は凹凸不正となり，その嚢

胞壁は薄く透明である．卵巣割面は無数の小胞から成り

小胞中には透明なる液をみたしている．この小胞の大い

さは麻の実大から桜桃実大までであるが，稀には可成り

の大いさにまで達する．

　組織学的には卵巣白膜は著明に胞厚し，あるいは膠原

化し，この白膜の直下に2～3mmから1．5cm位いま

での大小無数の小嚢胞が見られる．

　この小胞には卵胞発育の各段階のもの，および萎縮卵

胞もあり，比較的発生の新しいものは一層の願粒膜細胞

によつて取囲まれているが，やや古くなつたものでは頼

粒膜は消失し，爽膜細胞のみによってとりまかれてい

る．』内爽膜は一般に肥厚増殖し，時にしぼしば黄体化を

示している．時に正常に発育したグラーフ氏卵胞も見ら

れるが，多くは白休であり，ごく稀に黄体も見られる．

間質細胞は一般に肥厚し，線維化している．

発生原因

　多嚢胞卵巣の発生原因は未だ明かではない．且て炎症

説（Pfan口enstiel，1908），卵：巣組織再生説（Ziegler），卵

巣充血説（R．Meyer），骨盤壁血説（Kermauer）等があ

ったが，何れにせよ何等かの機械的障害があつて，未熟

卵胞の成熟と卵巣表面への到達が防げられて生ずるもの

とされていた・この機械的障害として白膜の肥厚をあ

げ，このため排卵が防げられるとしたが，この肥厚白膜

と多嚢胞部分の模状切除によって，卵巣がその正常機能

を回復することが，この機械的障害説の有力な根拠とさ

れていた．

　しかし両側卵巣が同時に障害されて機能失調をきたす

ことは，卵巣以外に何か原因があつて，これが卵巣を刺

激し，多数の嚢胞を生ずるものであらうことを示唆して

いる．この刺激としてまずホルモンが考えられている．

　（i）脳下垂体

　すでに脳下垂体前葉抽出液（F．S．HとL．Hを含む）

を注射すると動物では排卵が停止し，多嚢胞卵巣を生

じ，また婦人では無月経と多嚢胞卵巣をきたすが，注射

を中止すると，もとの状態にもどることが相次いで明か

にされている．しかし脳下垂体抽出液を如何に大量を長

期にわたつて投与しても，典型的な多嚢胞卵巣を永続的

に維持することは出来ない，

　Steinは多嚢胞卵巣は内分泌系の失調の結果であると

述べ，脳下垂体前葉ホルモン，特にF．S．Hの分泌過剰

が多数のグラーフ氏卵胞を同時に成熟させるためとし，

この過剰分泌のF．S．Hが長期にわたって作用すると卵

胞は嚢胞状になり，多数群がり生じ，白膜の肥厚をきた

すと述べている．

　Sommers＆Wadmanも多嚢胞卵巣はF．S．　Hの過剰

分泌によると考えた．剖検例中から多嚢胞卵巣を有する

患者24例にっいて観察し，その約半数は臨床的にStein

Leventhal症候群を有しておったが，この中7例は下垂

体を検索した結果，正常より著るしい頼粒塩基性細胞の

増殖を認め，対照16．3％に比し，約2倍の31．4％であつ

たという．この細胞はF．S．HおよびACTHを分泌す

るから，かかる患者は過剰のFSHのため，多嚢胞卵巣

を形成し，卵巣問質の増成をきたすという．

　しかし多くの実験によると尿中に排泄させているF8

Hの増量は証明できない．IngersollはMassachusetts　ge．

neral　Hospita1において，37例のStein－Leventha1症候群

のうち，26例の尿中FSH量を測定した結果，22例は正

常．1例は正常より低く，僅か3例のみがや＼増量して
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いたに過ぎないという．しかしFSH量が正常範囲内に

あるとしても，そのFSHの質的差異によつてかかる多

嚢胞卵巣を生ずることがあるかもしれないということも

否定できない．

　Keete1，　Bradbury，　Stoddartはゴナドトロピン中にF

SHが減少し，　LHが増加した場合に典型的な多嚢胞卵

巣を生ずることを証明した．

　FSHは元来頼粒膜細胞に作用し，　LHは爽膜細胞に

作用するものであるから，24時間尿中より得たゴナドト

ロピンを未熟な白厳に注射し，その卵巣の組織学的検査

にょって，もし爽膜細胞が肥大しておれば，このゴナド

トロピンはLHが主であり，反対に多数の嚢胞が形成さ

れていればFSHが多いと考えてよい．

　この事実を利用してStein－Leventha1症候群と考えら

れる患者11名中10名にLHの過剰を証明した．

　またIngelsoll，　Mc　DαmottもLIIによる実験は行つ

ていないがLHの増量は卵巣の多嚢胞性変化を来たすも

のであろうと述べている．要するにStein－Leventha1症候

群の発生にはFSHの果す役目はなおまだ充分明かでは

ないが，LHの過剰分泌がその原因であるとしている．

　（Leventhal）

　（ii）副腎

　Stein－Leventa1症候群に見られるある程度の男性化は

副腎系男性ホルモンの分泌過剰によるとされている・か

かる患者尿中の17－KSは上昇しているというが，　Berg－

manは5例中3例に僅かの上昇を認めているにすぎな

い．しかし副腎は多嚢胞卵巣の形成には関与しないとさ

れている．

　（iiD　甲状腺

　甲状腺機能不全は多嚢胞卵巣の形成には関係はない・

大部分の患者の基礎代謝は略々正常である．

　（iv）卵巣

　Stein．Leventha1症候群患者の卵巣の肥厚した爽膜細胞

から生ずるSteroidはエストローゲン様作用を，またア

ンドローゲン様／乍用を，時に両者の作用を現わしている

日不妊会誌5巻6号一

が，エスローゲン様作用を示すことが最も多い・これは

子宮内膜の肥厚を来たしていることからも容易に想像し

得る．

　以上多嚢胞卵巣の形成に関し多くの研究者が種・々の内

分泌器官よりのホルモン量の測定を行ったが・エストロ

ー
ゲンとFSHは常に正常範囲内にあり，17－KSは略々

正常であるが，あるいは僅かに増加していることが多く

プレグナンヂオールは小数のものに増加しているが未だ

充分に研究されていない．最も重要な役目をしていると

考えられているLHも正確には計測されていないのが現

状である。従つて以上のホルモンによつて多嚢嚢胞卵巣

を生ずるとの説も未だ確定的ではない・

　しかしLeventha1は脳下垂体前葉を最も重要視し，下

垂体よりのFSIIの減少，　LHの過剰分泌が多嚢胞卵巣

を生ずる可能性が多いとしている．

　また多嚢胞卵巣の成因に関して卵巣血行説も最近有力

に酌つつある，R・y・・1d・は家兎で，D・1・。・は人卵巣

で実験し，卵巣が向腺性ホルモンで刺激されたとき，卵

：巣の末梢動脈のラセン様構造が卵胞の成熟・およびその

調節に必要であることを示した．末梢動脈の血圧はラセ

ン様構造によつて調節されており，この血圧の変化によ

つて卵胞の成熟，および退縮が起るとされている・正常

には多数の卵胞が月経週期に成熟してゆくが・すべて

の卵胞には排卵が起らず，やがて退縮してゆく，内分泌

機能に変調が起ると，退縮卵胞も刺激されて大きくな

る．これらの刺激によつて種大した退縮卵胞域の末梢ラ

セン動脈に捻転が起りその結果動脈は伸展され直線状に

なる．従つて血圧の上昇を来たし，そのため拡大した卵V

胞中に浸出液を出すようになる．この過程が引続き連続

的に起るときは卵巣皮質はこれら瞳大した卵胞を以つて、

満され，典型的な多嚢胞卵巣を生ずるとした．

　　　　　　　　　　臨床症状

　両側の多嚢胞卵巣があると種々の臨々の臨床症状を現

わしてくる。無月経，稀発過少月経，月経不順，あるい
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・は長期にわたる不正出血等の月経障害（80～100％）不

妊（35～100％）多毛症（43～68％）肥満（10～38％）座

瘡（0～38％），子宮，乳房の発育不全，陰核の肥大，

または不変等の症状を来すが，これらのものを総称して

Stein－Leventha1症候群と言つている．

　しかし多嚢胞卵巣があれば必ずしもStein・Leventha1

症候群を現わすものではない．多嚢胞卵巣には2種類あ

つて，第1はいわゆる卵巣の小嚢胞変性で何等の臨床症

状も現わさないか，または僅かの症状を呈する．この場

・合嚢胞の生ずるのは多くは1側の卵巣であり，しかもそ

・の卵巣は小さく，表面は凸凹不正，間質は便く癩痕性

で，その中に黄体または白体が認められるという．第2

11は多嚢胞卵巣でStein－Leventhal症候群を現わしてくる

ものであり，必ず両側性に多数の嚢胞を形成し，腫大し

て表面は平滑，白膜は肥厚し，間質細胞は粗または浮腫

状て中に萎縮卵胞を認める．嚢胞の内容は前者は貯溜し

たものであり，後者は分泌過剰によるとしている．（Gy，

・Gy6ry，　J．　Laszi6，　L．　Feh6r）

治　療

藤生太郎・笠原常彦・松崎日出夫

　このようなStein－Leventhal症候群を有する患者の治

療は卵巣のユ／3～ソ⑥喫状切除が最も有効であり，卵巣に

なお残存する嚢胞を穿刺して内容を出し，あとを細い腸

線で縫合する．

　また白膜の剥離（Robinson，　Reycraft，　Jacobson）を，

卵巣のタト反模状切除（Bailey）を推賞しているものもあ

る．さらにレ線の下垂体，卵巣への弱照射，あるいはコ

ーチゾンを含めての各種ホルモン療法を行ったものもあ

るが，これらは何れも効果が少ないとされている．しか

しRako鉦は5名の患者に放射線療法を行った成績を発

表している．5名の卵巣は何れも腫大は僅かであり，2

名はCuldoscopyによって典型的な肥厚白膜を証明し，

また多毛症あるものは何れも17－KSは正常であった．全

例共各種のホルモン療法を行ったが，症状の改善されな

かつたものばかりである．放射線療法後2名は2～3カ

（411）83

月以内に妊娠し，2名は月経の規則性を回復し，時に排

卵を見るようになつたが1名のみは無効であつたとい

う．従つて弱照射は症状の極く初期で，卵巣の腫大も著

明でなく，各種ホルモン療法に抵抗し，また手術を恐れ

る患者には試みてみるべきであると言う．

　不正出血を伴なうものには子宮体癌を否定するために

も，子宮内膜掻把を行うべきであるとしている毛のもい

る（Stein，　Sternその他）。

実験成績

　最近われわれは多嚢胞卵巣患者5例に卵巣喫状切除を

行つて2例を妊娠せしめ得たので報告する．

　以上5名にっいての年齢，結婚期間，月経状態，既往

症，既往妊娠，卵巣，子宮所見，術後の月経，術後の妊

娠，乳房，発毛，肥満等の状態を表示した．

　　　　　　　　　　　考　案

　①　年齢

　卵巣に多嚢胞変化を起してくるのは，あらゆる年齢層

に認められるが，Steinは17～30歳，特に21～25歳の間

に最も多いという．しかし糖尿病の母親からの新生児，

あるいは性早期成熟の小児にち，この多嚢胞変性が見ら

れるという．われわれの5例は何れも20歳代であった．

　②　頻度

　S．CSommers，その他によると740例の剖検で両側

多嚢卵巣を発見したものは26例3．596であるが，剖検例

は老年者が多いので，多嚢胞卵巣の発生し易い若年者に

おいてはもつと少ないものであらうという．

　Finlandからの報告では12，160例の手術患者中1側

多嚢胞卵巣を生じていたものは7．19％であり，両側にこ

れを認めたものは1．4％であつたという．

　③症状
　Stein－Leventha1症候群としては両側多嚢胞卵巣，月

経障害，不妊，肥満，多毛症等である．

　（D　卵巣所見

　Stein－Leventhal症候群では卵巣は正常の2～5倍大と

輌
↓

⇒子宮囎当蝋贈所見）1卵巣の幽所訓後醗麟矯分娩1体重司乳房

灘1瓢声⇒曹糟驚　　　1誓劉劃13ヵ月後1死⇒47．81⇒＝
癬芒㌶響美1両鰯㌶繕11爾 週期20～28「

羅纒司
嗣正常正常

胤ぽ顯1醐醐巳鳩欝 1碧訓 5・2峰已継

噛痛陪譲
　　　1両側7×2×4cm
行わず多数認む
　　　1半分を切除

時　々
〕下腹痛

前　屈
正常大 両側通過

左鳩卵大，

右鳩卵×，数個

白膜肥厚，内爽
膜肥厚，皮質に
嚢胞を認める

規則的，30
日型，2日
間，少量

規則的
35～40目

2ヵ月後共に申絶1

10ヵ月後1（皿ヵ月）

48．7

正常 正　常

　　ト

正常1梢々不良
　　｜
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なり，直径4～6cmに達するものも少なくなく，その

表面は粗で，線維化し，白膜は白色を呈し，著るしく肥

厚している．

　われわれの5例は卵巣は何れも腫大し，半鶏卵大，胡

桃大，鳩卵大となっていた，嚢胞数は20～100個と言わ

れているが，本症例では卵巣表面に数個，内部間質内に

また数個認める場合が多く，全体として各卵巣に20～30

個前後であつたようである．第2例の右卵巣は下鷲卵大

のチヨコレート嚢胞を形成し，子宮および右骨盤壁と軽

度に癒着していた．

　（iD　月経障害

　太症候群では無月経，稀発逼少月経，月経不順，不正

出血等が起るとされている．

　5例中2例は規則的な28日型であり，月経量は1例普

通，1例は少量であった．

　不規則な3例中，第1例は生来不規則で，週期は20～

70日位い，時によるとそれ以上杢月経をみないこともあ

ったが，15歳で結婚，2］蔵（皿）に妊娠9カ月で早産を

している．24歳の来院前約2ヵ月間にわたつて不正出血

が持続している．第4例は不規則であるが．結婚後3回

妊娠し，自然流産または人工中絶を受けており，その後

約5ヵ月間の無月経がある．第5例は初潮以来約4ヵ月

は規則的28日型であったが，その後次第に不規則とな

り，週期も120～180日となったが，持続7日，最も多

い．最近8ヵ月間の無月経のため来院した．

　月経時の障害として第3例を除き，すべて下腹痛，あ

るいは腰痛を訴えている．

　（iii）結婚および不妊期間

　結婚期間は何れも2～9年におよんでいる．第1例

（結婚期間9年）は結婚後6年目に9ヵ月で早産し，児

は死亡している．第4例は結婚後間もなく3回妊娠して

いるが，何れも中絶している．従つて不妊期間は第1

例，3年，第2例，6年，以下5年，6カ月，4年とな

つている．

　（iv）　子宮の状態

　本症群候には約75％に子宮発育不全が認められるとい

うが，本5例は何れも正常大であり，前屈，2，後屈，

3であつた．

　（v）　卵管の状態

　両側卵管は何れも通過性である．ただ3回妊娠した第

4例のみは卵管造影を行わず，度度の妊娠より両側通過

と考えていたが，開腹時の検査によりその通過性を：確認

し，また周囲器官と癒着を起しているものはなかった．

　（vi）　精液検査

　行わなかった．

　以上の子宮，卵管の状態からは不妊の原因を求めるこ

とは出来ないようである．

　（vii）　多毛症

　43～68％に多毛症が認められるというが，本5例は何

れも外陰部，その他の部位の発毛状態は正常であり，特

に多毛症と考えられるものはなかった．

　（viの　乳房

　月経正常で規則的な第3例は萎縮状であり、また第5

例の発育はや㌔不良であつた他はすべて略々正常であつ

た．

　（ix）肥満症

　第2例のみ60kgであるが，他は何れも50kg前後であ

り，第2例を除いて特に肥満しているものはなかつた．・

　以上Stein－Leventha1症候群と本5例の症状を比較検

討して，両側多嚢胞卵巣，月経障害，不妊の3大徴候を有

し，Stein－Leventhal症候群と診断しても差支えないと考

えられるものは第1例，第5例の2名のみであろう．

　④　治療

　何れも両側卵巣の1／、乃至半分位いの櫻状切除を行つて

いる．チヨコレート嚢胞を有していた杢のは卵管卵巣切

除術を行い，また後屈の3名はアレキサンダー氏手術を

併せ行った．

　癒着のあつたものは剥離し，虫垂のあつたものば炎症

の有無に拘わらず切除した．

　⑤　術後の月経

　術前規則的な第3例を除き第1，第4，第5例は何れ

も規則的な週期を獲得した．第2例のみは28日型の規則

的な週期が不規則となり，20～28日型となり，3～10日

間の前進後退をしているが、経血量には変化がない．

　Stein・Leventha正症候群の月経が術後規則的となるのは

69～100％と言われているが，本5例中Stein－Leventha1

症候群と考えられる2例は何れも規則的となり，100％

の成績を示している．

　⑥術後の妊娠
　術後の妊娠は平均5カ月以内に起るものが多いとされ

ているが，短期間内に起らなければ妊娠の可能性は少な
　　　

いという．

　Stein（88．7％）　Leventha1＆Cohen（87．5％）　Leven＿

thal（75％）等のごとく手術を受けた患者の213は妊娠し

ている．5例中2例にのみ妊娠したが，1例は術後2カ

月および10ヵ月の2回共妊娠3カ月で人工妊娠中絶を受

けている（何れも他病院で）

　⑦卵巣の組織学的所見

　第5例のみ摘出卵巣の組織学的検査を行ったが，その

後同様所見の3名計4名の組織学的所見は略々同様で大

体次のようであつた．

　①　白膜　程度の差はあるが何れも肥厚と線維化を示
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ものも認められるが，大部分は扁平化した一層の細胞層

より成つていた．内奏膜は何れも肥厚し，，一部に黄体化

が認められる．

　閉鎖卵胞を多く認めるが，時に黄体の存在するのもあ

る．卵丘は全例に認められない．

　④　術後の子宮，乳房，多毛症其他　　　　　　　　　　．

　多嚢胞卵巣の喫状切除後は再発は起らないとされてい

るが，Auerは1例の再発を報告している．子宮および

乳房の発育不全は術後発育して間もなく正常にもどると

いうが，本5例の乳房には変化がなかった。肥満症，座

瘡のあるものは間もなく回復する．多毛症は術後回復す

るとの報告もあるが，比較的長期間にわたつて存在す

る．

結　論

　1）われわれは多嚢胞卵巣を有する患者5例にっき卵

巣の模状切除を行った．

　2）　5例中Stein－Leventhal症候群に属すると考えら

れるものは2名のみであつた．

　3）　月経不規則の3名は術後規則性を獲得した．術前

規則的の2名中1名は却つて不規則となり，1名は不変

であつた．　　　　　　　’

　4）術後妊娠したものは2名で，4096の妊娠率であ

り，何れも術後2～3ヵ月以内に妊娠した一

　5）　不妊，無月経，稀発過少月経，あるいは長期の不

正出血を主訴とした患者て卵管が通通性であり，他に認

むべき原因のない場合には，卵巣の多嚢胞変性を来たし

ていることが多いので，開腹術によつて内性器を精査

し，多嚢胞卵巣を認めた場合にはその模状切除を行うこ

とを強調したい．

　本論文の要旨は昭和35年5月28日鹿児島市に於ける

第5回不妊学会総会の席上で発表した．
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Pregnancy　after　the　Wedge　resection

　　　　　of　Polycystic　Ovaries

TaLro　Fujiu　Tsunehiko　I〔asahara

　　and　Hideo　Matsuzaki

Department　of　ObStetrics　and　Gynecology，

Yalnaguchi　Medical　Schoo1，　Ube，　Japan．

　　　　（Director：　Taro　Fujiu）

　　　1．　In　our　sma11　series　of　5　cases，　the’most

common　cOmplaints　have　been　sterility　of　one　half

to　6　years’duration．　Two　of　the　5　patients　had

amenorrhoea　varying　from　5　to　8　months　duration，

but　one　had　profuse　vaginal　bleeding　2　months．

Other　two　had　normal　menstrual　pattern　and　her

menstrual　periods　have㏄curred　every　28　days．

　　　2．　Only　two　of　the　5　patients　had　Steil1－

Leventhal　syndrome．

　　　3．Hysterosalpingogramm　of　4　patients　re－

vealed　patency　of　the　Fallopian　tUbes．

　　　4．We　had　operated　on　5　women　with
polycystic　ovaries．

　　　5．　After　the　wedge　resection　of　ovaries　tWo

of　the　5　patients　has　become　pregnant，　but　one

delivered　pathologic，　dead　child．　Other　one　become

pregnant　2　times，　but　every　time　had　a　arti6cial

abortion　and　no’chid．

　　　6．　30f　5　patients　had　irregular’menses，

since　the　operatioll　their　meDses　occured　regularly

every　30－40　days．　Other　two　had　the　regular

皿enses　with　every　28　days，　but　shlce　the　operation

one　of　two　become　irregular，㏄cured　20　to　days．

Other　one　remained　regular　28　days．

　　　7．We　emphasi宏d　that　the　e任ective　treat－

ment　of　sterility　due　to　polycystic　ovaries　is　the

wedge　resection　of　the　ovaries
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卵管形成術施行後の遠隔成績

，’1罵』・・1，曄」、午J醍．’・・三・難

Pregnancy　after　the　plastic　operations　of　the　Fallopian　tubes

　　　山口県立医科大学産婦人科学教室（主任

藤生太郎　笠原常彦
　Taro　Fuj　iu，　　　　　　Tsunehiko　Kasahara

藤生太郎教授）

松崎　日出夫
　Hideo］ylatsuzaki

Department　of　obstetrics　and　gyn㏄ology，　Yamaguchi　medical　school，　Ube，　Japえn

　　　　　　　　　　　（Director：　Pro£Taro　Fujiu）

はしがき

　女性不妊の主要な原因として，卵管閉塞があげられて

いるが，その中でも炎症に由来するものが約50％近くも

あるといわれている．不妊症治癒法としては，卵管を開

通させることが先決問題であるが，これの開通に対して

現在まで種々の試みが行われてきた．

　すなわち非観血的方法として，反復通気，通水および

卵管造影法が行われていたが，軽度の癒着の場合にはあ

る程度の効果はあるが，強度の閉塞，その他のものには

あまり効果は期待出来ない．その後ヒァルロニダーゼに

よる通水，次いでストレプトマイシン通水，あるいはコ

ルチコイド製剤およびストレプトマイシンの二者混合液

の卵管注入等が試みられるようになつてからは，可成り

の成績が得られるようになつたが，未だ満足すべき状態

ではない．

　また観血的手術による卵管形成術は先人の努力にも拘

わらず，術後の再癒着が多く，その成績は悲観的であつ

た．すなわちJ．P．　Greenhillは1936年までの集計にお

いて，手術を行ったもの818例中，妊娠レたもの71例，

8．7％の成功率であり，同じく1956年に行った報告で

は，手術者数2113例中，妊娠したもの405例，その成功

率19．2％，生児を得たものは15．1％と報告している．

　術後の癒着を防ぐ目的で，手術時に銀線，綱鉄線，タ

ンタリウム線，鯨の髪，腸線，あるいは砂糖棒等を卵管

内に挿入する方法なども試みられたが，これらは却つて

炎症あるいは癒着の原因となり、見るべき効果も得られ

なかった．その後ポリエチレン管の使用およびヒアルロ

ニダーゼ，抗生物質，コルチコイド製剤の使用により，

その成功率も以前に比して高くなり，術式も改良され，

さらに人工卵管の試みも行われるようになったそめ，卵

管形成術は卵管閉塞症に対して，最も効果的な治癒法と

なつてきた．

　われわれは，昭和30年4月より3年間に卵管形成術を

12例に行い．その達隔成績を調査したので報告する．

実験成績

　卵管形成術を行ったものユ2例，その中，3例が妊娠，

内1例は満期産，1例は現在10カ月，1例は妊娠3カ月

で自然流産をした。

　ユ）年齢：表1に示すごとく，手術時の年齢は，24歳

より3τ歳までであり，20歳代8名，30歳代4名である．

表　1

翻1年副鱒既往醐 流　早　産

I
H
皿
W
V
W
珊

江

X
狙

7
1
⊥
0
∨
7
5
7

3
3
2
2
3
2

9
6
4
9
9
6

2
3
2
2
2
ワ
已

3
0
4
0
7
0
∨

2
3
2
2
2
1

－
⊥
1
0
σ
0
∨
4
1
⊥

2
2
1
1
凸
2
2

1（23歳）

0

0

0

0

1（21歳）

1（21歳）

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2（人工中絶）

2（自然早産妊9ヵ月）

：
0

・（麟鞠
0

　結婚年齢は19歳より30歳までである．

　2）既応妊娠：症例1は，結婚後1年目で満期分娩を

しそれ以後12年間不妊，症例lyは結婚後7年目に左卵管

流産で入院，症例V［は，結婚後2年目で満期分娩をし，

以後2回の人工妊娠中絶をうけ，卵管水腫の診断の下に
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　　　入院した．症例Wは結婚後1年目に満期分娩，続いて9　　　　　　　　　　　　　表　3

戯，慈菖：

カ月の自然早産を2回，その直後卵管結紮術を受けてい

る．症例双は結婚後1年目に妊娠6カ月で自然流産，以

後2年目に左卵管破裂をおこして入院した．（表1）．

　3）　既往症：虫垂炎，3．卵管炎，2，肋膜炎，1，

腎石，1．後屈手術後，1．である．炎症性疾患が12例

中7例に認あられ，炎症の既往症のないものは5例のみ

であった。（表2）
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表2　既往症

炎

炎

炎

石

術

　

　

　

　

手

垂

管
膜

　

　

　

　

屈

虫

卵

肋

腎

後

O
U
つ
一
吋
⊥
－
⊥
－

症例

1

轟
⇔

12

診’断　名

両側慢性附属器炎
骨盤腹膜炎
続発性不妊症

卵　管
造影術

術後妊娠

不　通1な　し

Hl・鷹離縫願炎1不・司なし

讃
一ト⑭
、
．
づ
ヌ

　1
皿 i5 纏麟麟酷⇒不通

原発性不妊症

流　産
妊3ヵ月

∋・巳覆麟§器炎 ｝行わ∋不明

V
　　子宮後屈症
8　　左卵巣嚢腫
　　原発性不妊症

不　通 不　明

w・薯鍵灘離炎［行わ∋なし
　藷

vn　　4
子宮後屈症
卵管水腫
卵管両側結紮後

行わず

　4）術前検査：原発性不妊症・6名の基礎体温は正常

で，定型的な2相性を示し，夫の精液にも異常は認めら

れない．

　また他病院で卵管造影術を行い，両側不通と診断され

た3名を除き，5名に卵管造影を行ったが，いずれも両

側共に不通であった．他の2例は子宮外妊娠，1例は卵

管水腫，ユ例は当科にて卵管結紮をうけた後である．

　5）　開腹術後の診断：両側癒着性附属器炎，6．骨盤

腹膜炎，3．卵管水腫．3．子宮後屈症，3．卵管妊娠

2，卵管膿腫，1．結核性腹膜炎ならびに結核性附属器

炎，1．卵巣嚢腫，1。であり，12例中10例に炎症を認

めた．

　また不妊患者τ名のうち原発性不妊症，6例，続発性

不妊症，1例で，残りの5例中，1例は卵管造影にて両

側に閉鎖を認め，4例は開腹時に両側卵管あるいは残存

卵管に閉鎖を認めたものである．（表3）

　6）　手術方法：行った手術は，卵管癒着剥離術，卵管

開口術のみであり，卵管吻合術，卵管移殖術等は行って

いない．すなわち，1側附属器摘出十1側卵管開口術を

行ったもの6例両側卵管開口術，2例，両側卵管癒着

剥離術，1例，1側附属器摘出十1側卵管癒着剥離術，

1例，1側卵管開口術十1側卵管癒着剥離術，1例，柳

原氏卵管結紮開口術，1例である．いずれもポリエチレ

ン，ヒアルロニダーゼ，およびコルチコイド製剤は使用

ぜず，抗生物質のみを使用し，また術後に卵管造影を行

なつたものは1例もない．（表4）

　7）遠隔成績：結果の判明した9例のうち。妊娠した

もの，3例，その内訳は次のようである．すなわち，両

側卵管癒着剥離術を行った1側は，満期分娩し，1側附

属器摘出十1側卵管開口術を行った．6例中，1例は，

　　　右卵管水腫
15　左癒着性附属器炎
　　　原発性不妊症

不　通

IX　　5
慢性両側附属器炎
癒着性骨盤腹膜炎
原発性不妊症

不　通

不　明

な　　し

守
月
、
鵠
藷
、

満期産

xl・・閑㌶雑麿炎1不通なし
皿・ほ縫羅酬属器炎1行わ∋妊・・朔

i

三

孤 5
慢性両側附属器炎
子宮後屈症
原発性不妊症

　　　i
不　通1な　し

表4　我々の行つた手術術式

術 式 1例数1 術後成績
1側摘出，1側開口術

両側卵管開口術
両側癒着剥離術
1側摘出，1側剥離術

1側開口，1側剥離i術

柳原氏卵管結紮開口術

ρ

0

9
臼
－
占
¶
⊥
「
⊥
－
占

妊10ヵ月　1

　　　　　0

満期分娩　1

　　　　　0

　　　　　0

流産（妊3）1

現在妊娠10カ月，柳原氏卵管結紮開口術の1例は，妊娠

3カ月で自然流産した．

総括および考案

　われわれは児希望の目的で来院した患者10名および子

宮外妊娠で入院した後，児希望を申し出た患者2名に対

し，卵管癒着剥離術および卵管開口術を行った．

　年齢は20歳代8名，30歳代4名である．既往症として

は，虫垂炎，3．卵管炎，2．（内1名は卵管造影後の

急性卵管炎）．妊娠中絶あるいは分娩後，5．後屈手術

後．工。であり，炎症性疾患の既往症のないものは，5

名であるが，この5名も凡て卵管造影の結果，両側共に

統

滞

曹
弐
議
讃
ー
纏
d
5
※

薗
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不通であつた．

　術後診断の結果，12名中，10名にまで，炎症あるいは

炎症性癒着を認めたことより，炎症は不妊症患者にとっ

て，極めて重大な意義があることを示している．

　術後妊娠したものは3例で，その妊娠成功率は，25％

であつた．

　エPGreenhill（1936）は，818例の手術者中，妊娠し

たもの71例，その妊娠成功率は8．τ％と報告し，A．　C．

Comniaos（1951）は148σ聾中，6例．4．1％，　H．　Hartl

（1952）　は399／例中，　185イ列，46．4％，Palmer（1954）

は168例中，32・例，19．0％．工P．Greenhill（1956）は世

界の10年間の文献の集計2113例中，妊娠成功率，19．2％

V．B．　Green（1957）に38例中17例，44、7％，林（1958）

は63例中，ユ0例，15．9％と報告している、

　われわれが最近の文献より集録した術後成績は，表5

に示す通りであり，その妊娠成功率は18．9％であるが，

1957年以後のそれは28．4％と著しく上昇している（表5）

表　5

日不妊会誌5巻6号

のであり，H．　Hart1＆H．　Langerは，卵管剥離術を行

つたもの，　138例，妊娠したもの68例，49．3％，卵管開

口術を行つた58例，妊娠したもの，6例，10．3％，卵管

移殖術を行つたもの14例，妊娠したもの3例，21．4％，

卵管開口形成術25例，妊娠したものなく，妊娠成功率0

％と報告している．

　われわれの集録した最近の文献中，術式の判明してい

る。　363例の中，妊娠成功例，　101例，28．4％であり，

卵管剥離術，　168例中，妊娠したものτ3例，43，5％，卵

管移殖術103例中，16例，15．5％卵管開口術73例中，

7例，9．6％，卵管端端吻合術，7例中，2例，28．6％，

卵管切開と移殖を行ったもの5例中妊娠例なし，柳原氏

卵管結紮開口術，4例中3例，73％，子宮腹腔塵3例中

妊娠例なし，となつていろ．

表　6

術 式1手酬紬轍岬覧功率

発　表　者　　年　　術 式麟腰1％
ぎ

　

　
　
　
　
　
　
　
　
の

基

鶯
㌦

林

向
p
．
V
柳
工
R
．
臼
W
J．H．　Pratt

R．Cordua

1958

1957

1957

1957

1957

1956

1955

1954

卵管形成術

卵管形戌術

子宮腹腔痩

卵管形成術

卵管結紮開口術

卵管形戌術

卵管形成術

卵管形成術

119531卵管形成術

LeαJ．　Hartnett　l　1952子宮卵管吻合術

H』・・t1　119521卵管形成術

　　　　　　　　1952

A．c．　Comniaos

J．P．　Greenhill

藤　生　太　郎

1952

1951

1936

1960

卵管形成術

卵管端々吻合
（卵管結紮後）

卵管形成術

卵管形成術

合計

卵管形成術

　63

　8
　3
　38

　4
2113

　50

168

　93

　21

399

　25

7

148

818

3998

　12

0
3
0
7
3
5
6
2
0
4
5
5

1
　
　
　
1
　
．
0
　
3
1
　8

　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
寸
⊥

15．9

37．5

　0

44．7

75．0

19．2

12．0

19．0

10．8

19．0

16．4

20、1

2　29．6

　6

71

759

　3

4．1

8．7

18．9

25．（｝

　われわれは，卵管癒着剥離術，卵管開口術のみしか実

施しなかったが，諸家の報告によれぱ，卵管移殖術およ

び卵管端々吻合術も可成りの成績をあげている．すなわ

ちRCordua（1952）は卵管結紮後の児希望の7例にお

いて，卵管端端吻合術を行い，その2例に妊娠を認め，

LeαエHartnett（1952）は子宮卵管吻合術を21例に行

い，その4例が妊娠したと報告している．

　卵管形成術もその術式により，その成功率は異なるも

卵管剥離術　168
卵管移植術　103
卵　管　開　口　術　　　73

卵管端々吻合術　　　7

卵管切開と移植術　　　5

卵管結紮開口術　　　4

子宮腹腔痩　　　3

3
6
7
2
0
3
0

7
‘
－

43．45

15．53

9．58

28．57

　0
75、00

　0

　以上のことより，手術的操作をあまり加えないもの

程，成功率が高い様である．すなわち手術はなるべく穏

やかに行い，出血を少なくし，結紮や組織切除などを出

来るだけ行わないものほど，卵管を自然に近い状態に保

存することになり，卵管の蠕動運動も再建される見込が

大きいわけである．

　われわれの症例のうち，妊娠不能とされていた両側結

核性卵管炎および結核性腹膜炎の1例が，柳原氏卵管結

紮開口術を行つて妊娠させることが出来たが，妊娠3カ

月で自然流産をしてしまつた．（表6）

　われわれの症例では発生をみなかったが，卵管形成術

後の卵管妊娠も相当数報告されている．すなわちJ．P．

Greenhiu（1956）は，子宮外妊娠は，卵管形成術後妊娠

者数の15．τ％に認められたという．

表7　卵管形成術後外妊数

手術臓已離1流∋外妊
2432 416　　　　　42

18．9％　　　　1．72％

55

2．2696

11．9％
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　われわれの集録した子宮外妊娠の記戴のある手術数の

集計2432例の中，子宮外妊娠は55例，手術を受けた者の

2．26％を占め，その妊娠例513例中の11．9％となつてい

る．（表7）

　また卵管形成術は，従来あった術式以外にも，種々新

しい試みが発表されている。

　すなわちArthur　M．　Pavids（1954）は，静脈管およ

び動．脈管の移殖による卵管の再生術を，動物実験におい

て成功し，人体においても，また可能性があると報告し
B．’ S．Ten　Berge（1％4）は絨毛羊膜を用いた閉塞卵管

の形成術において，6例中，5例に成功したと報告して

いる．J．　B．　Kucharczuk＆J．　W．　Greene（1956）は，犬

において，廻腸を卵管として使用し成功したといい，P．

Tompkins（1957）は人工的子宮腹腔痩形成の3失敗例

を，林（1960）は．人工卵管の試みを発表しており，今後

卵管形成術の進歩と共に，子宮外妊娠も増加するであら

うことは想像に難くないが，現在のところこれに対する

予防法は未だ研究されていない．

　最後にわれわれが成功した3例は，凡て20歳代の患者

であり，やはり若いもの程結果がよいようである．

　また最近のように，ポリエチレン管，ヒアルロニダー

一ゼ，あるいはコルチコイド製剤を使用する方が成功率が

増加している．

むすび

　昭和30年より3年間に，われわれは12例の卵管閉塞患

者に卵管形成術を行い，術後0．5～2年以内に3名，25

％に妊娠させることが出来た、

　成功例は凡て20才代の患者であり，若いもの程，成功

率が多い．

　本論文の要旨は，昭和35年5月28日，鹿児島市にお

いて開催された第5回目本不妊学会総会に於て発表し

た．
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Pregnancy　after　the　Plastic　Opera－・

　　tions　of　the　Fallopian　Tubes

Taro　Fujiu，　Tsunehi】ko　Kasah」ara　and

　　　　　　　Hideo　Matsuzaki

Department　of　obstetrics　and　gyn㏄ology，

Yamaguchi　medical　school，　Ube，　Japan

　　　（Director：　Prof．　Taro　Fujiu）

　　　　The　principal　cause　of　infertility　seemed　tσ

be　tubal　occulusion　by　pelvic　inflamatory　disease．

The　non　surgical　treatment　of　closed　tubes　wa合．

done　by　many．gynecologist．　Some’011e　tried　to’

overcome　tubal　blockage　by　repeated　tubal　patency・

test，　pertubation，　hydr6tubation，　hysterosalpingo－・

graphy　and　other　medical　aids　such　as　diathermy．

The　results　were　poor．　While　many　medicaments．

such　as　Hyalur皿idase，　Streptomycin，　corticoids　had、

been　used，　the　results　were　far　better．

　　　　On　the　other　hand　the　gynecologist　in　different

parts　of　the　world　are　attempting　to　improve　the・

rβsults、of　plastic　t⑰al　operations，　the　results　were

pesimistic．　In　spite　of　e音orts，　ingenuity　put　into　l

the　improved　techniques，　pregnancy　is　still　too　low．

Cut　some　gynecologist　have　perfected　special　techni－

ques，　and　bthers　are　using　tilly　instruments，　fine

suture　material，　polyethylαl　tubing　and　other　aids、

to　i　mprove　the　results．　The　results　of　these　investi－

gators　are　considerably　better．

　　　　Between　the　years　1955　and　1958，　we　per－・

formed　the　plasticΦeration　on　the　Fallopian　tubes．．

of　12　patients　24　to　39　years　of　age．　Resulting－

from　these　operations　there　were　3　pregllancies．

within　6　months　to　two　years，　an　incidence　of　25・

per　cent　or　l　pregnancies　within　6　months　to　twol

years，　an　incidence　of　25　per　cent　or　l　pregnancy

after　every　4　0peratiolls．

　　　　．All　patients　had　been　married　for　19　to　30・・
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地方部会抄録

第17回日本不妊学会関東地方部会

日時　昭和35年7月7日（木）午後2時より

場所　関東逓信病院三階講堂

〔抄　録〕

当院における不妊症の臨床的観察

街風喜雄，三宅正明，渡辺正恕，近藤哲

　　　　　　　　　　　　（関東逓産婦）

　1958年1月から1959年未迄の外来患者9250例中，不妊

を主訴として来院した患者で，不妊期間2年以上のもの

にっいて種々検査および治療を行い，その結果を比較検

討した．（1）頻度は2．4％で，この中原発不妊159例

（1．7％），続発不妊66例（0．τ％）である．（2）続発

不妊の最終妊娠の種類は，人工流産後が43．9％と多く，

以下分娩後，自然流産後，子宮外妊娠後，胞状鬼胎後の

順となる．（3）不妊期間は2年以上3年以内のものが

33．8％と最も多く，年数の増加と共に漸減する．（4）

受診年齢は略80％が25才から34才である．（5）月経と

の関係は，初潮年齢，月経困難症では一般の報告と大差

ないが，周期不整，持続日数異常，量異常は一般の成績

より多く，しかも続発不妊に多い．（6）既往疾患にっい

ては全くないもの41．3％で，結核性疾患31．1％，虫垂切除

術16．4％が目立っている．（7）妊娠陽性率は原発不妊

12．0％，続発不妊13．6％である．（8）妊娠例の不妊期

間は，最も良いのが11年で，2年以上3年以内が最も多

い．（9）妊娠例の既往疾患は，不妊症全体の既往症と

同様で，結核性疾患，虫垂切除術が多い．（10）子宮位

置異常，子宮発育不全，卵巣機能不全，頚管炎，子宮奇

型，結核菌培養陽性，子宮卵管造影異常所見，精子減少

症，所見のないもの等にっいて原発不妊，続発不妊，お

よび妊娠例について比較してみると，子宮位置異常が共

に多く，子宮発育不全がこれに次ぐ，子宮発育不全，精

子減少症は原発不妊に多い．（1D所見別あるいは疾患

別に妊娠したものの率をみると，結核性疾患，ヒューナ

ーテスト陰性，子宮奇型，等が最も低く，頚管炎，その

他の卵管異常無所見の主のが率が高い．

　質問　　　　　　　　　　　　東大　真田　幸一

　精子減少症例中，妊娠の成立したものの精子数および

治療の具体的内容は？

　答　精子数30000以下150000以上，夫に対する治療は

していない．

総て人工授精です．

Estriolの基礎的ならびに臨床的研究（第1報）

中山徹也　白石恕人（東大産婦）

　1）Estrio1の薬理作用

　A）性器作用：膣上皮に対する作用として最少発情量

をみるとラット皮下注射でEstrio1（以下ETと略）はr

5．0γ，Estradiol（以下EDと略）では0．25γでE　Tは

EDの1／2。の力価であるが，子宮に対する作用としての

重量増加作用はETはEDの約1／2。。の力価で，　ETは子

宮作用の弱いEstrogenであることを示す．これは老人

性渥炎に用いて子宮出血を起すことなく有効な由縁と考

えられる．

　B）中枢作用：ラットで下垂体去勢細胞の出現抑制作

用からみると，ETは1γの少量で抑制作用を示す．こ

れは多腺性内分泌障害に原因する自律神経系失調と考え

られる更年期障害に有効な所以と考えられる．

　C）他のSteroidとのInteraction：i）ETはEDによ

る子宮重量の増加を抑制する作用があり，マウスでは

0．1γの子宮重量増加を示さぬ量のET投与によつても

かなりの抑制効果がある．

　ii）Progesteroneに対する抑制作用をClauberg家兎

にっいて炭酸脱水酵素をIndicatorとして調べるとET

はEDの約・／，の作用があり，発情作用に比べるとかなり

強い．これは月経前緊張症や月経困難症のようないわゆ

るGestagenosisとも考えられる症例に有効な一因とも

考えられる．

　2）Estrio1の代謝

　A）肝臓に対する抵抗性：ラットにおけるInvivoの

実験で肝臓に対する抵抗性はETはEDの4倍も強く・

内服にも適することを示している．

　B）Estrogen負荷後の尿中排泄量から人体内におけ

るEstrogen代謝を検するとETはEDに比べ尿中回収

率が高く，かつETからEDやE・t・…への転換は見

られない．

　3）　Estrio1の臨床効果

　A）子宮内膜に対する子宮出血作用：ET500γ～1

mgの連続投与で宅消槌出血は全く起らなかつ厄

　B）更年期障害，老人性膣炎，月経困難症，月経前緊

張症，子宮膣部塵燗，陰部癌痒症に用いて効果が認め

れ，副作用もなかった．

　（1）追加　　　　　　　　　　群大　松本　清一
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　エストリオール1日100～200γを用い，更年期障害

や老人性膣炎等に演者と同様の成績を得ている．また1

日5γの少量投与で月経前緊張症などに著効を得た例を

経験しているが，この作用機序は前者とは異るのではな

いかと考える．

　（2）　追加　　　　　　　　　　　東大　　中　山

　以前われわれはエストラヂォール10mg静注後の尿中

排泄量を6時間迄12時間迄24時間迄48時間迄に分割し

て，エスラヂォール・エストロン・エストリオールの各

分画を検しましたが，全体としてエストリオールの排泄

が特に遅れることは認められませんでした．たさし肝疾

患患者ではエストリオール排泄量が少く，エストリオー

ルへの転換に障害があると考へられ，潜在性肝障害のあ

ると考えられる子宮癌患者ではエストリオールへの転換

が時間的に遅延し，エストリオールの尿中排泄量は時間

と共に比較的増量する傾向を認めました．

　（3）　追加　　　　　　　　安藤　晴弘（帝国臓器）

　演者はエストリオールのエストラヂオールおよびプロ

ヂエステロンに対する拮抗作用を証明されたが，私共は

アンドロゲンに対するエストラヂオールの拮抗作用を認

めたので追加します．すなわち去勢ラットに，エストロ

ン，エストリオールを各1000γ与えたのでは副性器重量

・に大きな影響がない。テストステロン・プロピオネート

（TP）　500γにエストロン1000γを加えて与えたとき

はTP　500γ単独投与と全く変りなく副性器が著明に肥

大する．しかるにTP　500γとエストリオール1000γを

同時に与えるとTPの副性器肥大効果は明かに抑制され

た．TPの演者の成績および私共の成績から見てエスト

リオールは極めて特異的なエストロゲン，メタボライト

言うことができる．

原発無月経症20例の臨床的検討

　　　　　　　　松本清一，井上定一，小沢陸男，

　　　　　　　　佐藤昭吾，佐藤恒治（群馬大産婦）

原発性無月経の患者には，しばしば特有な体質的変化

を伴つているものが多いことは周知の事実であるが，私

共は最近2年間に群馬大学産婦人科外来を訪れた本症患

者20例にっいて臨床的，レントゲン的ならびに内分泌学

的に検討した成績について報告する．診断から分けると

性器奇型によるもの3例（15％）子宮性無月経4例（20

％），これらの器質的疾患を除いた広義の卵巣機能不全に

よるものは13例（65％）で，その内身体発育が遅れ身長が

小さくいわゆるInfantilism型を示すものは7例（35％），

その他の身長発育が大体正常の者は6例（30％）に認めら

れた．膣や子宮に原因のある原発無月経患者では，体質

的には外見上正常者と著差はなく，ホルモン検査成績か

日不妊会誌5巻6号

らみても著明な内分泌機能の変化は認められなかつた，

これに対して子宮や膣の器質的疾患を除いた原発無月経

では体質的に明らかに対照と比べてかたよりが認めら

れ，ホルモン定量値からも各内分泌腺の機能異常が伺わ

れた．従って器質的疾患による原発無月経と内分泌機能

異常に基ずくものとは身体の外見上の所見から大体区別

することが出来る．また内分泌機能異常によるものでは

身長発育から上述の2群に分けて両者のホルモン定量値

を比較すると，尿中estrogenは前者では平均17．5γ，

後者で平均13．0γ，Smear　Indexはそれぞれ平均一3．14

－ 3．20で後者の方がestrogen作用度が低く，Gonadotr．

ophinは前者では比較的低値を示すものが多く後者では

正常範囲の者が多く認められた．尿中KSは両群とも低

値の傾向を示し，PBIは後者に低値の者が認められ

た．これらの成績から内分泌機能異常による原発無月経

中にも種六の体質的な変化の相違が認められ，ホルモン

定量値も種々な像を呈し必ずし杢一様でないことを認め

た．

　質問　　　　　　　　　　　坂倉啓夫（慶大産婦）

　1．　BBT二相性の無月経の場合は何れも結核性内膜

炎ばかりですか．

　2．文献には原因不明の二相性の無月経が報告されて

いますが，如何てしよう．

　3．私共の方にも原因不明の二相性の無月経が2例程

あります．現在経過観察中です．

　追加　　　　　　　　　　　　　　松本精一（群大）

　（坂倉講師の御質問に対し）私共が今まで調べた所で

は基礎体温が二相性を示す無月経例はいずれも結核性の

ようで初め内膜所見や結核菌培養で陰性の結果が出ても

経過を追つて調べてゆくうちに結核性のことが判明する

例が多い．文献に見られるような内膜の出1血因子欠如に

よるような例は中々見当らないようである．

排卵期判定法としてのTes・Tape法について

保坂　久，五十嵐正雄（群馬大産婦）

　昨年第4回日本不妊学会総会でTes－Tape法による排

卵期の推定について報じたが，今回は尿糖試験紙Tes－

Tapeと排卵期推定用として，特に作られたFertility－

Tapeを用い，さらに多数例で追試した結：果を第2報と

して報告する．

　検査方法：当科外来を訪れた不妊婦人中子宮頚管およ

び卵巣機能に明らかな異常を認めない例にっき，内診前

膣鏡で子宮膣部を露出させTapeを頚管内および膣側壁

に，それぞれ接触さぜた後，次いでツベルクリン注射器

で頚管粘液を吸引して，それに体タトでTapeを接触させ
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いずれも色調の変化を色調表と対比して判定を下した．．

またさらに一度頚管粘液を除去したのち再び頚管内に

Tapeを挿入して前述と同方法で糖の有無を検した．

　検査成績：（D膣壁でのTes－Tape陽性率は全体で

は147例中53例（36％）で，基礎体温の低温相最終日を

0日とし．－3日から3日までの7日間をかりに排卵期

とすると，その期間では82例中42例（51．2％）である．

（2）頚管内は全体では155例中29例（12．2％），排卵期

では79例中21例（26．5％）が陽性，（3）取り出した頚

管粘液では全体として119例中陽性は僅か6例（596）

で，排卵期でも65例中5例（τ．9％）の陽性率に過ぎな

い．（4）Fertility－Tapeでは排卵期に膣壁で8．8％，

頚管内で8．8％，頚管粘液で3。8％とTes－Tapeにくら

べ一般にきわめて低い陽性率を示した．（5）頚管粘液

を除去した後再び頚管内にTapeを挿入して実験した成

績ではまだ少数ではあるが排卵期に9例中τ例（7τ％），

Fertility－Tapeでもτ例中5例（71％）の高い陽性率を

示した．

　結論，Tes－TapeおよびFertility－Tapeを用いて測定

したglucoseは従来頚管粘液中の91ucoseまたは卵胞液

に由来するglucoseと説明されているが，これは極めて

疑わしく，われわれの実験成績では，膣内容と子宮体内

面に由来するglucoseと考えられる。また排卵期におけ

る陽性率が高くないので，排卵期推定法としては，他法

より劣ると思う．

　質問　　　　　　　熊切俊太郎（国立東京第二産婦）

　1．排卵期におけるテステープ陽性反応は，私達の経

験では1日のみのことが比較的多い様ですが如何でしよ

う従つて連日検査例についてδみの陽性率は如何。

　1．ホルモン投与例，BBT一相性の場合のテステー

プの態度如何．

　答　　　　　　　　　　　　　　保坂　久（群大産婦）

　ユ．連日検査例について私達は膣壁頚管内，頚管粘液

の方法で調べてみましても排卵期における陽性率は膣壁

が最も高く頚管粘液が最も低い結果を得て居ります．

　1．ホルモン投与例にっいて特にテステープに依る検

査は行つて居りません。亦，BBT一相性の場合膣壁で

は比較的陽性率は高いですが頚管内においては陰性例が

多い様です．

　質問　　　　　　　　　安藤晴弘（慶大臨床化学）

　テステープの原理からして過酸化水素によっても着色

すると思われますし，事実過酸化水素に浸すと着色する．

生理的状態で組織中に過酸化水素が生ずることは周知の

通りであるから排卵時ミユーカスまたは膣壁に過酸化水

素が多くなれば反応が陽性になりうる．これらの部位に

過酸化水素は多いものでしようか．

　答　　　　　　　　　　　　　保坂　久（群大産婦）

　この点については特に注意して実験して居りませんの

でお答出来ませんが生理的範囲内においてあの程度は存

在するのではないかと思はれます．

血精液症（第4報）特に女性ホルモン療法について

百瀬剛一，島崎　淳，片山　喬，

　内海　滉，遠藤博志（千大泌科）

　われわれは最近得られた血精液症患者16例にっいて，

その原因と治療の検討を加えてきた．

　精嚢レ線像その他の所見より精嚢に異常があると考え

られた4例について精嚢別出術を施行し，その組織像を

みるに，精嚢病変は比較的軽度であり，結核性変化は全

く認められなかった．

　Huggins等は20例の血精液症の中6例にEthinyl　estr－

adiol　O．05　mgを使用し，3～7週間継続し5例に有効

であったと報告している．

　われわれは5例に対して，Robal　D．　P．25mgを週1

回，月2回，月1回の割合で使用したが，週1回の割合

で使用した場合に有効であった．

　1例は無効，1例は3ヵ月後に再発，3例に有効であ

った．　・

不妊男性の睾丸内精子の動態について

飯塚理八，吉田　豊，宮本光男（慶応産掃）

　不妊男性と診断されるものの睾丸内精子の動態を探る

ことにより，睾丸内精子の妊孕性を追求し，これによつ

て男性不妊打開の途を見出さんとした．

　研究方法

　（1）　睾丸組織診　簡易無縫合パンチ式法

　（2）睾丸組織細裂法Emulsion　method

　パンチ法によつて採取した組織片を2分して一方は組

織標本，一方は，このEmulsionを新器具を作製して行

つた．すなわち，凹板ガラスにあらかじめ3τ℃に加温し

た稀釈液を0．5cc入れておき，この中に組織片を投入し

て，こし棒を用い，細細管の断裂を行い，肉眼的にはそ

の形の止まることなき乳剤を作った．このEmulsionを

400倍視野にて農研式加温装置の上で鏡検し，精子濃度

および精子運動性を分類し5％糖液中において，詳しく

動態を探究した．

　結論

　1）　われわれの行ったパンチ式睾丸組織診は，簡易で

副作用がなく，実用的で，縫合などの必要がないので初

心者にも行える．

　2）　睾丸内精子の動態を探るには，5％糖液における
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組織細裂が応用出来る．

　3）精液中の精子濃度と睾丸内精子の動向は必らずし

も一致せず，精子死滅症にっいては，睾丸内精子の資質

との関係を示唆した．

　4）精液中に精子を認めない159例で，精子を認めた

もの85例（53．5％）運動性精子を認めたもの35例（24．2

％），成熟精子を認めたもの，32例（22％）におよび，偽

精子欠如症の認識を新にした．

　5）　閉塞性精子欠如症，とくに結核性副睾丸性のもの

は，一般平均よりも，睾丸内精子の動態が高かった．

　6）停留睾丸，発育不全性睾丸の人々における精液お

よび睾丸内精子の動向は，妊孕性の期待が薄し、

　7）精子に有効と思える薬剤を投与することにより，

睾丸内精子の抽出，その妊孕面（ことにAエH）へ応用

が期待出来る．

頸管縫縮術の効果について

　　　　　　　　　　飯塚理八，吉田　豊（慶応産婦）

　妊娠中期以後の流早産の原因として頚管不全症は近来

注目をあび，その対策として1950年以来Lashなどの行

う子宮頚管部の模状切除および縫i合法やSchirodkarの

行う内子宮口部附近の輪状縫合法などが相次いで試みら

れその効果も漸く認められて来た．私共はさきに第4回

不妊学会総会においてMc　Donald氏法に基ずく簡易縫

合による経管縫縮術の効果について発表したのであるが

その後例数を重ね実施数54例中，帰趨の判明せるものが

30例におよんだので，一応私共の行う経管縫縮術にっい

て検討した，30例中，22例（73．7％）は所期の目的たる

生児を得ることに成功したが，失敗8例中の流早産4例

は如何ともしがたいもので本法の限界を示すものであ

㌔L‘ ’ぷ　　モ糾一　オ　ζ覗・・，　・興一ξ鱈

日不妊会誌5巻6号

る．

　他の4例は，前置胎盤2，胎盤早期剥離1，出血性素

因，頭蓋内出血工でそれぞれ納得出来る偶発症の為の失

敗で，本法の価値を損するものではない．手技が簡単で

抜糸の容易な点本法は予防的手段として広く用いて可で

あるが，その効果を過大視することなく綜合的処置（流

産予防対策）を講ずることが望ましい．

　質問　　　　　　　　　　　　　宮川　統（東大）

　1．マクドナルド法において果して内子宮口部を確実

に結紮し得るや否や（膀胱剥離其他を必要としないで）

　2．　1回，2回，3回と反覆流産後の予後にっいて云

うと3回以降に急激なる成績の不良があり，演者の成績

での1回，2回の流産後のマクドナルドの貴下の成績に

ついて対照との比較如何．

　答　　　　　　　　　　　　　　　　飯塚理八（慶大）

　McDonald法がBestとは思わないがその批判をする

ために行つている．

　われわれは，Lush・Pulmer法を実施したが，輸状結紮

の方法に移行した．

　勿論適応を厳選して行うべき，その限等もあるべき

である．

　追加　　　　　　　　　　　　　　松本精一（群大）

　私共は膀胱を剥離して内子宮口の高さでポリエチレン

管でしばる方法を行つており，私もやはりMc　Donald

法は内子宮口のあたりをしばることが出来ないのではな

いかと思う，なお妊娠第10ヵ月まで妊娠が持続し，分娩

になつたさい抜糸をすることなく経過を観察して，ポリ

エチレン管か1人でに取れ，頚管が開大して無事に分娩

を終了した例を2例経験しているので，抜糸の出来ない

ことはそう心配する必要はないと思う．
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　人精漿の浦紙電気泳動について

　塩足昭　（慶大産婦）
　人精漿103例に濾紙電気泳動法を行い，次のごとき結果を得た．

（1）人精撒射轍醐開始迄一定醐砕氷柚に館することにより・始めて蛋筋劃磯を示；澤
し，陽極に向い4分劃に分離す．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溺
　（2）　同一人精漿は巌重なる同一条件下にて，同一の蛋白分離の態度を示す．　　　　　　　　　　　　　璽

　（3）　陽極に向い泳動する蛋白分劃は，血清アルブミン，αグロブリン，βグロブリン，γグロプリシ

のごとき態度をとる．

　（4）　シック反応による糖蛋白は，常にβグロブリン分劃部相当に存在する．

　（5）　妊孕群精漿と準妊孕群および無精子症群精漿は，異なる泳動図を示し，相対濃度において前者に‥1

比し後2者はアルブミンおよびβグログリンの減少を示し，またA∫Gの減少を示した．

　哺乳動物における直視下排卵現象の研究

　松本　猛東邦大学医学部産婦人科学教室（主任林基之教授）

　排卵現象の観察では・未熟および成熟しろねずみを用い，側腹部に観察に必要な有窓孔を作り，連続観察

ならびに撮影装置に固定して長時間観察した・38°～39℃リンゲル氏液にカプセルを除いた卵巣を浸し，

反射光線および透過光線で観察した．一個の卵胞における排卵開始より終了迄の時間は約30秒から5～6

分を要した・一個の卵巣における総ての成熟卵胞が排卵開始より終了迄の時間は約2～3時間を要した．

多くの場合卵丘は排卵孔と反対側に位置し・ある程度卵胞液が出てから卵丘と卵は排出されるが，卵丘が

排卵孔に近いと卵胞液より先た卵丘が排出され輌この場合には排卵終了までに時間を要する．

原
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婦人憾分澱および人体液の精子運馴堂・速度・生醐間に及ぼす鰹について　　　　：、薯
　松　井　　　郎（慶大産婦）

　私は人血清，卵胞液，卵巣：嚢腫液，生理的腹水，羊水，卵管および子宮内膜，頚管粘液，トリコモナス

膣炎帯下と人精子を混合して，その運動性，速度，生存期間および活性度におよぼす影響を調べた．

　（1）人血清，卵胞液，卵巣嚢腫液，生理的腹水は多少の差はあるが略同様に精子の運動性，速度を充

め・生存期間を延長する．対照が精液の場合においても対照よりそれぞれ良好である．

　（2）　羊永，子宮および卵管内膜もまた人精子に好影響をおよぼすが，対照が精液の揚合は対照と等し

いかまたは多少劣る．

　（3）頚管粘液は対照が精子でも精液でもそれぞれ対照より劣る．

　（4）　トリコモナス膣炎帯下では対照の正常帯下中より良好である．

　（5）卵胞液・子宮および卵管内膜の月経周期別の差違はほとんど認められなかった．

　⊆6）　精子運動性0のときの活性度も諸体液によつてそれぞれ良好となる．

　精子呼吸に対する体液および薬剤の影響

　同木恒雄（慶大産婦）
　精液をKrebsphospha』Ringerにて洗瀧しリンゲル浮游精子とし，これに卵胞液，腹永，漿液性卵巣嚢

腫液および血清等の体液，ならびにATP，　DPN，　Cyt㏄hrome　C，結晶ビタミンB、，　Co・Carboxylase等の

薬剤を添加し酸素消費量を測定して次の結果を得た．

　1）卵胞液，血清，生理的腹水，漿液性卵巣嚢腫液等の体液を添加したリンゲル浮游精子は対照のリン

ゲル浮游精子に比し酸素消費量は大である．

　2）癌患者腹水添加リンゲル浮游精子は対照のリンゲル浮游精子に比し酸素消費量は少ない．

　3）　リンゲル浮游精子および体液添加リンゲル浮游精子ZO2と精子濃度および運動率とは相関関係は

殆んど認められない．

　4）卵胞液，血清，生理的腹水，漿液性卵巣嚢腫液添加リンゲル浮游精子は呼吸測定終了後も対照の浮

游精子に比し運動率が良い．すなわち以上の体液は呼吸および運動性の両方に良影響がある．

　5）ATP，　DPN，　Cytochrome　C，結晶ビタミンB、，　C（卜Carboxylase等の薬剤添加リンゲル浮游精子も

対照のリンゲル浮游精子に比し，Co－carboxylaseを第1に，結晶ビタミンB、，　ATP単独，およびATP，

DPN，　Cytochrome　C　3者混合，の順に酸素消費量は大となつている．

　6）結晶ビタミンB、添加浮游精子は呼吸測定終了後の運動率は対照と程んど変らず，C（戸carboxylase

添加浮游精子は対照に比し測定終了後の運動率は悪い．なお両者添加浮游精子ZO2と精子濃度および運
動率には相関関係がみられない．

　7）ATP単独添加浮游精子ZO2と精子濃度は僅かに逆相関がみられ，運動率とは30％以上において
や＼相関がみられる．

　8）ATP，　DPN，　Cyt㏄hrome　C　3者添加浮游精子ZO2と精子濃度および運動率とは逆相関の傾向が
みられる．
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　川　本　　薫　東邦大学医学部産婦人科教室（主任　林基之教授）　　　　　　　　　　　　　　　　嚢

　卵巣動静脈は，卵胞期，排卵期，黄体期，妊娠時，閉経時等時期により，その形態機能に可なりの変イ陰§

槻醐特に蝋撒おいては誹ヅPを中心として醐的変化が見られる・このように卵醐静胸蝋

流調節装置が極めて著明に発達して居ることは，卵巣実質の充血，浮腫，卵胞出血卵胞破裂等一連の生・還
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　人精子解糖作用について　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹

　蔵　本　　鄭　慶応義塾大学医学部産婦人科教室（主任　中島精教授）

　精子運動のエネルギー源である解糖作用を人精液にっいてBarker－Su皿meτson法存こよる乳酸量の測定‘こ

より観察し次のごとき結果を得た．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　1）果糖はブドウ糖よりやx高い糖分解能を有した．

　2）　有酸素下解糖は無酸素下解糖の約77．1％で低下していた・

㌶欝欝　清は何れも精子繍作用を増　繍中の如何なる剛1

4）精子噛と炭水化物代謝間との補酵素的立馴あるATPもまた精子鰭作用を増強する・　ξ
5）43例撒の精子乳離生量鴨まZ乎＝23・5m・％であつた

　6）解糖作用は精子運動率とは関係がなく，精子濃度と糖濃度相互の関係により決定される．

　7）A（de丘nite　fertie），　B（probably　fertile），　C（impaired　fertility）3群においてC群の解糖力がA・。　・・

B群の夫より明らかに低下していた．　．　　　　　　　　　1羅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議
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　卵管粘膜雛襲の病理組織学的知見（第一報）

　安武豊志男（日本綱管）
　卵管組織の縦切片を作り，疎通径路を追求してゆくと粘膜雛壁の炎性肥厚による癒着によつて管腔が分

画されたり，充実性に充塞されている等種々の病像が認められる．特に雛襲の癒着による変型像として弁

状構造をなすと思はれる組織像が認められた．

　臨床的に上向性（逆行性）疎通検査と下向性（順向性）検査の結果に相反した成績を得るというのは，

かような一方交通による解剖学的偽閉塞が，卵管の筋性神経性攣縮や技術的未熟等による原因以外に関係

するものであろう．1種類の検査法や1回の検査成績で，卵管閉塞と診断するには相当慎重でなけれぱな

らない．
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　ビタミンEの雌性性機能に及ぼす影響に関する実験的研究

　但）体重および臓器重量の変動

　佐々木光司岩手医科大学産婦人科学教室（主任：奏良磨教授）

　70日ないし100日前後の比較的若いウイスター系純系処女ラットに，VEの20mgおよび100mgを連

続筋注して，体重，下垂体，甲状腺，副腎，卵巣，子宮等を摘除してその重量を計測し，非去勢群では，

投与群が対照にくらべていずれも臓器重量が増加して居るが，去勢群では逆にVろEの投与量の増加にし

たがって，臓器重量は大体減少していく傾向を示し，子宮萎縮は著明であつて，V．Eは動物の発育を促

進することを知った．
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　3）　5名中に2名のみこのStein－Leventhal症候群の症状を示していた．

　4）卵巣の模状切除によって月経の不規則だった3名は何れも規則性を獲碍したが，規則的な2名中1’

名は却つて不規則になり，1名は不変であつた．

　5）術後妊娠したものは2名（40％）であるが，何れも2～3カ月以内に妊娠した．しかし1名は10カ

月で死産，他は2回妊娠したが何れも人工妊娠中絶を受けた．

　6）多嚢胞卵巣に基ずく不妊症の治療はホルモン療治は無効であり，喫状切除が最も有効である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　宕遅

多醜卵巣の襖蜘除後碓醐　　　　　　　　　　灘
藤生太郎，笠願彦松崎咄夫（山。医大麟人科）　　　　　　　・羅
　1）われわれは多嚢胞卵巣を有する患者5名に卵巣の撰状切除を行った．　　　　　　　　　　　　∴鷺簿

　2）　多嚢胞卵巣を有すると月経異常，不妊多毛症，肥満等の症状をきたし，また子宮，乳房の発育不蚕灘

を伴なうことが多い．これらの症状をStei吐Leventha1症候群という．　　　　　　　　　　　　　　　　竺鐙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t1’
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　卵管形成術施行後の遠隔成績

藤生太郎，笠原常彦，松崎日出夫（山口医大）

　女性不妊の主要原因は卵管閉塞であり，これは炎症に基ずくものが多い．卵管を開通させるため非観血

的操作式は手術が行われているが未だ充分の成績をあげてはいない．

　1）われわれ・も卵管形成術を12名に施行し0．5～2年以内に3名が妊娠した．25％の妊娠率である（返

信数，9名，住所不明，3名）

　2）　年齢20才代8名，30才代4名であるが，妊娠したのは何れも20才代のものであつた．

　3）　既往症，炎症性疾患が6名に認められた．

　4）既往妊娠，4名のみ妊娠し流産あるいは分娩の経験がある．

　5）　卵管造影，5名に行ったが何れも不通であった．

　6）　手術式，両側卵管の形成は5名，他の8名は1側附属器を除去し他側に形成術を行った．

7）妊娠の結果，妊娠した3名中1名は3ヵ月で自然流産し，1名に満期産，他の1名は8月13日3150

9の男子を満期分娩した．
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